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第十七回那覇市議會（臨時會）

亊務顛末

招集請求　一九五七．一．二三

招集告示　一九五七．一．二五

會期　　　二週間以内

――― ○ ―――

一、本會議第一日目　一九五七．一．二八　午前　時　分　午後　時　分

本日の會議事件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五七．一．二九、午後一時　總務財政委員會　付託亊件の審査

――― ○ ―――

二、本會議第二日目　一九五七．一．三〇　午前　時　分　午前　時　分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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三、本會議第三日目　一九五七．二．二（土）　午前　時　分　午後　時　分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

四、本會議第四日目　一九五七．二．四（月）午前　時　分　午後　時　分

本日の會議に付した亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五七．二．四　午後二時　文教厚生労務委員會　陳情書の審査

一九五七．二．五　午前十時　文教厚生労務委員會　陳情書の審査

――― ○ ―――

一九五七．二．六　休會　委員會審査亊務處理

――― ○ ―――

五、本會議第五日目　一九五七．二．七（木）　午前　時　分　午後　時　分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

六　亊務處理

１、市町村自治法第百七十条の規定による豫算送付

一九五七年度那覇市歳入歳出追加豫算　議案第一号

一九五七．一．三〇　那議発第六号にて市長宛

２、決議文送付について

一九五七．二．八　那議発第　号にて市長宛

３、議會に対する陳情書の處理

若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情について

一九五七．二．八　那議第　号にて市長回付

一九五七．二．八　那議第　号にて陳情者宛回答

４．會議結果報告

一九五七．起案

一九五七．決裁

一九五七．送付





議長用　第十七回那覇市議會（臨時會）日程計画表
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第十七回那覇市議會（臨時會）日程計画表
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那議發第十二の三號

一九五七年　月　日

議長名

行政主席　那覇市長　宛

議會の結果報告について

一九五七年一月二八日開催の第十七回那覇市議會（臨時會）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告致します。





第十七回那覇市議会（臨時会）会議録

一九五七年一月二十八日（月曜日）

午前十時二十五分開議

――― ○ ―――

○市長（瀬長亀次郎君）

臨時議会招集の御挨拶を申上げます。私当選致しまして市会の皆さん全員と顔を合わすのは今日始めてであります。從って非情に喜んでおります。市会招集の目的は皆さんお手元に差上げました通り一九五七年度歳入歳出予算の追加であります。これが議案となっておりますが、更にこれ迄三十名の皆さんと一緒に話合機会がありませんでしたので、それに附加えて案件としてではありませんが新市長の施政に対する方針を皆さんに明らかにすることは市会の品位を保ち権威を高めるためにも、更に全市民に新市長の施政がどんなものであるかを知らしめるためにも絶好の機会だと思いましたので、案件としてではなしに議事日程に提出したのであります。これから案件の審議に入りましょうが、十一万市民の利益になるように皆さんが慎重御審議あらんことをお願い申上げまして私の招集の挨拶に代える次第であります。皆さん旧正も控えて本当にお忙しい処、御参集下さいまして有難うございました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十六人、欠席四人（敬稱を畧します。渡口麗秀君、崎山喜達、儀武息睦、高良一）從って議会は成立致しております。

本日をもって第十七回那覇市議会臨時会を開会致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

本日二六日付那総総発第二八八号をもって市長から議長宛議案送付について、公文が参っておりますので、書記をして、朗読報告致させます。

（書記「新垣里襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那総総発第二八八号

一九五七年一月二十六日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

泉正重殿





議案送付について

今期議会臨時会に付議する左記事件を別紙の通り送付します。

記

一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

今期議会の付議事件につき説明又は貭疑のため議長は市町村自治法第六十一条の規定に基き書面によって説明者の出席要求を致しました処、市長から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那総総発第二七〇号

一九五七年一月二十六日

那覇市長　瀬長亀次郎

那覇市議会議長

泉正重殿

説明者の出席について（通知）





今期議会（臨時会）に付議される事件につき説明のため次の者を出席させます。

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	収入役
  	大湾政順
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
  	徴税課長
  	島袋完栄
 

 
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
  	社会課長
  	平識善徳
 

 
  	労務課長
  	比嘉政謙
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	都計課長
  	花城直政
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	土木課長
  	上原直次郎
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	水道課長
  	東江誠忠
  	泊港務所長
  	山里永達
 




――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

議案その他を配付致させます。

（書記議案その他配付）

（儀武息睦議員出席入場）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

儀武息睦議員出席致しております。議案の配付洩れはありませんか。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上、御手元に配付致してありますので、それによって御報告に代えます。

――― ○ ―――





議事日程第一号

一九五七年一月二十八日（月）

午前十時開議

第一、今期議会の会議録署名人選挙

第二、今期議会の会期を定めること

第三、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第一号）

第四、市長の施政方針について

――― ○ ―――





本日の会議に付した事件

第一、今期議会の会議録署名人選挙

第二、今期議会の会期を定めること

第三、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第一号）

第四、市長の施政方針について

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開きます。日程第一、今期議会の会議録署名人の選挙でありますが、恒例により選挙の煩しさを省いて議長指名にして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。よって左様に決し、今期議会の会議録署名人二人を議長から指名致します。十二番島袋嘉順君、二十五番高良清二君、以上御両人にお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第二今期議会の会期を定めることについてお諮り致します。会期について御意見がありましたら承りたいと思います。

○島袋嘉順君

開会前に数名の方々が集りまして今期の議会会期を定めることについて協議致しましたので、その点議長の方から一つ御報告をお願い致します。

○議長（泉正重君）

先程島袋議員、仲井真議員それから辺野喜議員の方々によって、大体今期の議会会期について打合せをして頂いたのでありますが、新市長を迎えました初の臨時議会で色々案件も予想されまするし、お互いが休むというのじゃないが、旧正も出喰わすので色々他からの雑事も持込まれるのじゃないかと考えられます。尚新聞紙上でも御承知かと思いますが、或はこの会期中に真和志市議会の方から正式に合併問題についてお諮りをしたいという申込があるであろうことも予想されます。從いまして短い会期をもっていて間に合わない時に再び会期を延長するといったことも考えられますが、既に予想される案件もある故、大体二週間以内としておきますと、一週間や十日で済んでもいいと思いますが、大体二週間以内ということに予め御了承願いたいということであります。御諮り致します　今期議会の会期を二週間以内と可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し会期を二週間以内ということに可決致します。

○島袋嘉順君

二週間ということでありますけれどもお互いの態度としましては、勿論この二週間以内に旧正がございますし、それから沖縄で言われている生年祝もあるようでありますが、一応議会としましては今期議会にかかっている案件が更生予算と更に市長施政方針の聴取、それに対する議会の貭疑討論、場合によっては決議するようなことが出て来ると思いますが、何れにしましても、旧正月の三日も休む筈であります。それでこちらの態度としましては、生年祝に入る二月の四日頃迄には大体の議会の討論並びに貭疑応答を終えるような形でやって頂けないものかと思っております。更に真和志側からの議長の話によりますと、合併問題についての申入れがあるだろうというお話もございますが、これは敢て真和志側からの申入を待つ迄もなく既に議長も新聞の報道の通り合併問題について談話も聞いておりますし、既に合併問題は市民の間で世論となっておりますのでこれについては那覇市会から真和志議会に協議を要求するように積極的に行うことが必要じゃないかと考えられます。それで議長並びに副議長更に本議会に設けられております那覇、真和志合併促進特別委員会において積極的に働き掛けるよう要望致したいと思いますので会期の定め方についてはそういう風な心組で進めて頂きたい。

○議長（泉正重君）

そういう風な心組で御審議願いたいと思います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では日程第三、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算、市長提出議案第一号を議題と致します。





１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算
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○議長（泉正重君）

最初に提案理由の概畧説明をお願い致しまして、それから質疑に入りたいと思います。では提案理由の説明を願います。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第一号の追加更正予算の説明を致します。今回の追加予算は援護事務関係職員の俸給に対する政府補助金の処理、それから失業対策事業に対する政府補助金の処理、それから今度の琉銀の貸出停止によります処の土木工事、要するに久茂地川の河川工事、久茂地川に架設する仮橋工事、それから首里消防支所の東側にある処のあの岩盤を除去する予定でございましたが、途中にして工事が中止になった。然し乍らあの岩が、直ぐ道路側にありまして崩れる恐れがありますので、それを除却する予算の追加となっており、総額に於て八十八万七千二百九十円の追加であります。先ず議案の第一ページ歳入から御説明申上げますと、歳入（高良一君出席入場）財源の補助金、これは職員給の補助金であり、即ち軍人援護事務員三名の補助金これが三万五千七百三十円、それに失業対策補助金が三十九万九千百六十円、それで八十八万七千二百九十円からこれだけの合計額を差引きました時には四十五万二千四百円という数字が出ます。これは泊港の港湾の使用料から財源を求めております。一ページ六款一項の三目、港湾使用料、当初予算が九百二十四万五千五百八円に今回、四十五万二千四百円追加してあります。二ぺージ七款の政府支出金一項四目と十九目、即ち援護事務補助金が三万五千七百三十円の追加、失業対策事業補助金三十九万九千百六十円の追加、合計致しまして四十三万四千八百九十円の追加であります。それで歳入の追加予算額は八十八万七千二百九十円となっております。今度は三ページ歳出の方であります。二款の役所費第一項の職員費一目の職員給、これは先程申上げた通り四千円の職員の三名、五ヶ月分六万円の追加であります。四ページ土木費であります。先申しました通り四款土木費第一項の道路橋梁費一目の道路修繕費に十七万四千九百三十円の追加は先申上げました通りに首里消防支所の東側の岩盤を取除く費用であります。それから四目の橋梁新設費、これは元の料亭那覇の処から前島に渡る仮橋工事で、それが六万七千円、それから中之橋の仮橋であります。これが八万三千円、合計で十五万円の追加であります。それから五項の河川費の一目河川修繕工事費、これは久茂地川と安里川が工事のために処々仕切ってあります。これを除却しなければ若し、これから雨期を迎えます場合に氾濫する恐れがありますので安里川、久茂地川に十万七百円の追加を見ております。五ページ第七款の社会及び労働施設費であります。七項三目の失業対策事業費、これは専ら政府の補助金によるもので三十九万九千百六十円の追加であります。才出追加合計が八十八万七千二百九十円で歳入歳出残金なしであります。以上説明申上げます。

○建設部長（安次富長昌君）

先程財政部長から一号議案について大体の説明がございましたが四ページの四款土木費につきまして主管部長としてもう少し詳しく御説明申上げたいと思います。一目の道路維持修繕費の十七万四千九百三十円の増額になっておりますのは財政部長の説明にもありました通り、首里消防支所の東側の高い処に岩壁があります。これは戦後上の方に亀裂を生じて道路側におっこちる恐れがあり、この取除く費用を当初予算に於て予算化すべく一応考えたのでありますが、他の事業の附帯工事としてもって行ってもいいんじゃないかと考えまして特別に予算化しないで措置しようと致した訳でありますが、御承知のように工事が出来ないような状態になった。それで費目がないかといって、その侭放置し、後で落ちて交通妨害は勿論、場合によっては人命を損ねた場合、大きな問題になりますので出来る丈早く取除こうこういう考え方で追加予算としてお願する訳であります。これは十七万五千円の金を掛けますが、それを取除きますれば、それ丈の石材が―十七万円迄は行きませんが―取った石材は使えるといったことになる訳であります。それから四目の橋梁新設費でありますがこれ迄やって来ました工事、それがその侭進んでおればこんなに迄する必要はなかったのでありますが、然し乍ら資金が凍結された爲に工事が出来ない、所謂中止になったということからして其所に交通に不便を来すということになる訳であります。殊に前島には前島小学校が新しく出来まして、来る四月から開校することになっておりますので、教育委員会からも橋を架けて呉れといったような陳情も出ておる訳でございますが、それともう一つは泊と前島を結ぶ元の中之橋でございます。前島の方も最近住民が家をどんどん造りつつありますので、こちらに橋がないと不便を来すというのでこの二ヶ所に仮橋をつくって住民の交通の便に供しようといった考え方であります。五項の一目河川改修工事費十万余円の追加になっておりますが、この工事は実際の処を申上げますというと河川改修と橋梁架設、この二つが順調に進んでおりますれば完成と共に土砂を取ることになっておりますが、工事の中止によりまして現在その侭になっている。工事中は水の流れる制限して工事をやるといったような考え方からして仕切をやっておるのであります。この工事が何時再開出来るかということが予測出来ませんので、その途中において大雨にでもなれば上流が氾濫する恐れがある。だからして工事の再開迄一応取除いて流水をよくしなければならない、こういう考え方からこの仕切を取除く関係所要経費として十万余円を追加した訳であります。そういった事情でもございますので宜しく御審議の程をお願い致します。

○社会部長（上地安昭君）

私から失業対策事業についてもう少し詳しく御説明申上げます。先程も財政部長から説明のありました通り、この事業は全部政府の補助によって施行される事業でございます。政府と致しましては所謂その地区の失業者の状態によりまして、こういったような事業を起す訳でありますが、現在当那覇市と致しましては約三十名から四十名程度の失業者をこの事業に吸収するということに相成っておる訳であります。この失業者の三十名から四十名と申しますのは所謂多くの失業者の中から適格者を選びまして、この適格者と申しますると、先ず現に失業している人の中からその失業者が一家の経済を持っている人、それから労働の能力のある人とか、こういった観点から致しまして現在三十名から四十名程度という風に、職業安定所の方で選考致して、この事業に振り向ける訳であります。こういう風に致しまして今回は二月から六月迄に主として清掃事業を実施することに相成っております。この清掃事業の中で先ず最初に靈園予定地の清掃、所謂草刈り、それがすみましたら市内の水路の清掃、その他ガーブー川の清掃、又塵芥の処理、こういう風にやって行きたいと考えております。これは賃金も行政主席の定める処の賃金によりまして支給するということに相成っておるのであります。これは何しろ今回が始めてであります故、総て対策事業は政府の計画それから手続によってなされるものであります。我々も今回始めてのことでもありますし、十分愼重を期してやりたいと考えております。どうか宜しく御審議を願います。なお援護事務職員のことでありますが、從来の援護事務以外に本年度から一切の戦斗協力者の援護事務が開始されることになっております。これは旧軍人軍属以外の一般の戦斗協力者の方々に対しまして援護の手続が出来るということになりまして既に色々該当者に対する調査を続行している訳でありまして、この三名を夫々の支所、本庁に事務の繁閑によりまして適当に配置したいと考えております。この職員の給料の中六〇％が政府、四〇％は市が負担することに相成っておりまして、歳入の方に三万五千余円は政府の六〇％に該当する訳であります。尚歳出の六万円は市の四〇％を加えた処の、歳出額になっております　どうか早目に御審議御承認頂きますようお願い致します。

○議長（泉正重君）

これで一応の提案理由の説明を終りましたので貭疑に入ります。

○仲井真元楷君

今度の追加予算に於きまして一ページの港湾施設使用料と失業対策それから歳出の土木費この三点につきまして二、三御貭問申上げたいと思っております。御承知のように泊港は一九五三年一月に那覇市によってその管理が始まったのでありますが、その当初に於きましては漁船或は小型木造運搬船といったものが繋留されて極めて拙い小さな港に過ぎなかった訳でありますが、一九五四年七月に開港場として正式に指定されて同年の十一月に那覇市が民政府から工事が完了して譲渡された筈でありますが、その時代に於きましては、現市長の瀬長亀次郎氏を書記長とする人民党の諸君はこれを余り歓迎しなかったと私は憶えております　然し乍ら皮肉にもこの港湾からの使用料によって今度の追加予算が頂けるということはどうも感慨無量の感なきにしも非らずであります。追加予算は御承知のように予算を増額するといった処に意味があるのであって、その場合に事実に立脚してその事実に基いて予算が編まれて行くということが追加予算の原則になるのでありますが、然らば四十五万二千四百円という増加を見ておるのでありますが、これはこの泊港と那覇港との二つの開港場をもっておる。現在果して泊港が今度の年度末に於て四十五万二千四百円という増加が可能であるか、その確信がどの点を抑えてこれだけの増額を一体編んだのであるか。これは船が港に着くことによってしかこの増収ということは考えられないが、那覇港に船が廻って仕舞ったならばこれは考えられない筈なんだが、そういった將来の人爲的の憂い或は自然的なものから来る、そういった収入の欠陥ということは考えられないが、この四十五万二千円というものが、今度の追加予算の主軸になっている、骨になっている。これなしには今度の予算はあり得ない。これのはっきりした見通しこれをお伺いしたいと思っております。私から申上げる迄もなく、その政府、ここならば那覇市の市役所、今後の市役所の性格というものを見るには先ず予算を見る。瀬長氏が新しく市長の座に就いて、そしてこの市長施政を見る最初の目はこの追加予算である。私はこう見ている訳です。幾ら議会で演説しても或は色々説明するよりも、この予算というものが瀬長施政の最初の性格の現れ方である。これを見た場合にこの歳入面に於て港から辛うじて金を引出したといったような感じが抱かれるのだが、その点に私非常に杞憂であれば結構なんだが、この四十五万二千四百円のはっきりした財源の根柢について、伺いたい。この予算というものは、これは市長丈のものでもない。また議会丈のものでもない。我々十一万市民のものでなければならない筈だ。そういう意味に於てもはっきりとこの根柢それから將来の泊港に対する考え方があれば其所を十分お聴かせ願いたいと思っております。そのお話をお伺いしてから失業対策のことについてお伺い致します。

○財政部長（長嶺良松君）

今回の予算追加の財源を泊港の港湾施設使用料に求めるその見通しという風に解釈しておりますが、十二月末現在、実際の収入それは月平均致しました場合に当初予算に於きましては七十七万円見ております。然し実際の十二月迄、六ヶ月間の統計を見ました場合には月平均八十四万八千七百九十五円であります。現在の追加を入れた場合には約八十一万になりますので、今日迄合計致しました場合には大丈夫というように考えております。

○仲井真元楷君

それから失業対策事業の補助金についてでありますが、三十九万九千百六十円という風になっている訳なんだが、これは当然政府からの委託の事務といったようなことになる筈であります。今先社会部長からの説明があって三十人乃至四十人の登録されたものの適格者を此処で選んでやっているというのだが那覇市の今日の状態では、この間も都市計画がストップされ資金が凍結されたために市役所内丈でもその日から直ぐに百人内外の人が職を離れている。そういったような、これは非常に社会的な問題というよりも偶発的な問題なんでああります。那覇市の今日の状態に於いては、益々失業といったことが出て来る筈だが、この失業に対して三十人乃至四十人の適格者しか得られないということが、どうも分らないのです。今日の那覇市で本当に三十人乃至四十人位しか完全失業者はいないのであるかどうか。又どうしても三十人、四十人というものが出されたのであるか、どうか　これは政府の職安から出されたものでありましょうが、一体那覇市としてもっと失業者がおると私は見ておるのだが、これはどうすればいいか、この登録の問題。それからもう一つは私達が失業対策で事業をやるといった場合に一般の職業をもっている人達と同じ賃金を与えて失業者救済の事業をやったならば、これは、失敗に終る。そうじゃなしに失業したものを、ある期間ここで低賃金で働らせて、そしてそれを何回も事業を拡大して交替して行って失業者を或る期間ここて保護するといったことになって来るならば、もっともっとこの失業者を登録してこれを仕事に就かせて生活の安定、保障を与える。或る期間与えて行ってそして事業をさせるといった積極的な労働行政を取らなければならないと思うし、尚特に新市長は労働者勤労者の背景でやっていると常に口にしている以上、尚積極政策がここに打出されなければならないと思うが、就任以来日浅くして其所迄行っておらないのは勿論であるが、將来、労働行政をもっと積極的に拡大して行くといった考えがあるかどうか、この二つの点。それからこの賃金は同一職場にあるものと同じような賃金を呉れたらこれは失敗だと申上げたが、然らば今度の場合はどういった賃金が予想されるのであるが、どういった賃金で雇うのであるか、その賃金が出来ていたらこれもお聴かせ願いたいとこう思っております。

○社会部長（上地安昭君）

この事業は先程申上げました。通り政府の計画によって、そして政府の色々の失業対策法の手続によりまして施行する処の事業であります。先程申上げました通り政府と致しましては多くの失業者の中から特に適格者を選んでこれに振り向ける方針でございます。これはその一家の経済を維持している人それから働く意思があって而も能力のある人こういったような余程巾が狭くなっております。こういった関係からして、公共職業安定所の窓口に反映した処の失業者の数から、適格者として三十名から四十名という風に相成っている訳であります。これによって政府の方と致しましても、計画を立ててその地域に事業をやるということになっておる訳であります。或　成程現在の状態から致しまして失業者の数は相当多くあると思います。それにも拘わらず三十名というのは非常に少いようでありますが、我々と致しましても政府とも色々折衝致しました　処が、大体方針がそういう風になっておるということで今回は始めてのことでもありますし、これでもって事業をやって行こうということに致した訳であります。尚この賃金につきましてはこれも行政主席の決めた賃金によりまして実施することになっております。この一般労賃金を申上げますと、ＡＢＣＤという四段階に分れており、Ａ百二十円、これは岩盤掘鑿等多年の経験を必要とする重作業、Ｂ百円、これはトロ押し、公衆道掘鑿等の一般作業、Ｃ八十八円モッコ運搬、水路浚渫等、重作業中、軽易な作業、Ｄ七十二円、これは、雑作業清掃草取り等の軽作業、こういう風な段階に分けてあります。この賃金は失業対策法によりまして、普通一般の労銀よりも低目に取り、普通賃金の八〇％から九〇％を取るということに規定してありまして普通の賃金より安くなっている訳であります。これは失業対策事業の趣旨と致しましては、こういう風になっている訳であります。我々と致しましては、政府の施行する計画に基きまして、そしてこの手続によってやることに致してありますが、尚今後の問題につきましては、失業対策事業以外の所謂公共事業ということも考えられますが、この点につきましては、今後政府とも十分折衝をして見たいと考えております。

○仲井真元楷君

建設部長にお伺いしたいと思いますが先程の土木費でありますが、その中に例の橋梁新設、河川の改修といったような処で先程は從来の都計事業が支障なく進んでおればこういった経費を出さなくてもよいといったようなお話でございましたが、先ず道路と橋梁は別に致しましてあの河川についてちょっとお伺いしたい。

現在久茂川それから安里川の改修工事となっているが、今あれを浚えるということになる訳でありますが、これは都市計画の工事が進んでおればあの侭浚えなくてもよいのだが資金凍結により工事がストップしたため、一ぺん水を流して今度又都市画計をやる時には又今の状態でやるという訳になるのでございますが、造っては壊し又造るという訳ですが

○建設部長（安次富長昌君）

お答えします。事業そのものが進んでおれば完成と同時にその土砂も取除けますので別に金は要らない訳であります。然し工事が中止され何時再開出来るか分らないものをその侭放ったらかしておいて、大雨になって氾濫した場合には危険である故、一応仕切りを取除く、然し乍らおっしゃるように事業を再開する場合には更に仕切るということになる訳であります。そうせんと亊業が出来ない訳であります。おっしゃるように亊業中止のために一応取除く又継続する時には、そういった仕切りも必要となって来る訳であります。

○仲井真元楷君

そうすると結局これは雨期に備えて氾濫の恐れがあるからそれを一応取除いて置こうという意味ですね。そうすると雨期は大体五月六月頃だと思いますが、それまでは見通はつかないという訳ですね。

○比嘉朝四郎君

今度の追加予算で歳入面に於きまして泊港の施設使用料が四十五万二千円増加になっております　年々泊港の港湾使用料はふえる一方でありまして、これに関連致しまして、私瀬長市長に貭問致します。

過去に於きまして新市長が主宰しておりました人民党は泊港は開港場としての設備は必要でない　漁港として間に合えばそれで宜しい或は内航船の出入が出来ればそれで宜しいというようなことを言われておったのであります。処が泊港は開港場として現在市の税外収入として一千万円からの収入を挙げておるのでありますが、先に反対した当時を思い合せまして如何なる感じを持っておりますか、反対するのではなかったと思っておられるのでありますか、それをお伺致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

只今の御貭疑は予算案とは関係がないので一般施政方針の中でお答え致します。

○宮里敏慶君

歳入の面で泊港湾施設使用料で四十五万二千四百円という収入に対しまして三番議員も不安を抱いておるようで貭問なされたと思いますが、私も同感であります。この港湾使用料というのは使用することによって生ずる収入でありまして、この使用が減った場合には收入が減ずるのであります。沖縄の財界には瀬長市長に対しては協力しないという風に声明文を出しております。今後船会社が泊港を使用せずに那覇港を利用することも考えられますが、そうなった場合に四十五万円の増收は減りはしないかと心配しております。これにつきまして瀬長市長にお訊ねしますが、この四十五万円の増收は果して可能であるかどうかお訊ね致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

可能だと思います。私は部下を信じております。部下が多年に亘って計算し、現在迄のものを更に頭に入れて將来もこうなるということをはっきりいっておりますので、私も承知をして茲に提案したのであります。もう一つは実業界が船を入れんだろうということのようでありますが、これに対しては市会の皆さんとともに協力してなるだけ沢山入れて貰うように努力しなくちゃいかんと考えております。

○辺野喜英興君

この予算案は勿論、資金凍結に起因しているものだと私は見ておるのであります。今色々貭問が出ておりますが新市長はこういうことは施政方針の中に織込んであるし、その時に説明をするということでもあります。處で今回の追加予算は前島中之橋の人道橋工亊に十五万二千五百円安里川、久茂地川の仕切取除き工亊に十万七千円。

（崎山喜達君出席）

それと道路維持修善費に十七万四千九百三十円、こういうことで、ざっと四十五万円の予算でありますが、これは港湾の使用料の上昇を見込んで樹てておるのでありますが、私が申したいのはこういう、ちっぽけな四十五万の追加予算ではあります。けれども、そういう久茂地川、安里川、前島中之橋以上に急を要する工亊は外にないかどうかということも市会として愼重に検討しなければならないと思うのであります。然るが故に本問題は早急に貭疑続行の侭、委員会に付託して愼重審議して頂きたいとこう考えておるのであります。皆さんにお諮りをお願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○赤嶺慎英君

四ページ四款土木費のことでお訊ね致します　四款一項四目、この十五万円という数字がありますが、これは前島の人道の橋の仮工亊であり中之橋の人道の仮工亊と明記されておりますが、これはどの程度の年数維持が出来るか、又危くないという設計の下の工事でありますか。何年位保つ予定の工事でありますか。お伺い致します。

○土木課長（上原直次郎君）

橋は人道橋でありまして人を通すための橋であります。木造でありまして期間は三ヶ年程度は大丈夫だと思っております。

○新垣善太郎君

今の件でございますが、所謂予算が通過して愈々あの工亊に取り掛かると思うのでありますが、これは、本工亊が出来ますと、要らない橋でありますが、ちょっとお訊ね致します。

○土木課長（上原直次郎君）

本工亊が出来ましたら、要らん工事であります。

○新垣善太郎君

そうすると、結局これは新市長がお立ちになったため二重に要る金である訳ですね。

○赤嶺慎英君

只今の土木課長の答弁によりますと、三ヶ年程度は保存出来る危くないという見当の橋のようでありますが、今迄の御説明によって、これは都計の工事が、順調に進んでおればそういうことは必要でないということをはっきり明言されておりますが、市長にお訊ね致したいと思います。

この都計工事は瀬長市長が常におっしゃるように那覇市の都計は軍事優先の都計であるがために今迄の工事を全部ストップして一応都計の変更をする迄の臨時工事であるのかどうか。更にもう一つは三ヶ月程度待っておれば何とかなるだろう。

○市長（瀬長亀次郎君）

この点につきましては皆さんからも資金凍結の問題についてという貭問がある筈であります。それも見越して一般施政方針に謳ってあります。

○赤嶺慎英君

只今の市長の御答弁はこの三ヶ年という程度の問題は施政方針の中で謳われておるかも知れませんが、都計を全面的に軍事優先から所謂石川構想も否定して軍事優先から民優先に切替えて行くという具体的な方針を施政方針を謳われて我々を納得させて行かれるかどうか、ということを念のためにもう一回御説明を願いたいと思います。

○市長（瀬長亀次郎君）

具体的に謳ってあります。

○比嘉朝四郎君

土木費の歳出の部でありますが、橋梁新設改良費、河川改修工事費、これは今先部長も明言されました通り工事が順調に進めばこういったことは要らないというような話でありますが、市長は工事を順調に進ますように一つ取計って頂けませんかどうですか。

（拍手）

○市長（瀬長亀次郎君）

これから工事を順調に行くように取計って一緒にやりたいと考えております。

○議長（泉正重君）

本会議に於ける貭疑はこの程度に致しまして先程十五番議員の動議がありました通り附帶動議も出ておりますので、市長提出議案第一号一九五七年度那覇市歳入出追加予算案を総務財政委員会に付託して異議ないと思う方は挙手を願います。

（賛成者挙手）

○議長（泉正重君）

挙手多数であります。よって左様に決し本案は総務財政委員会にその審査を付託致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では時間はございますが、市長の施政方針を午後聴取することにいたしまして中食のため休憩致し午後一時会議を再開致します。

（午前十一時十五分休憩）

――― ○ ―――

（午後一時再開）

午後一時二分再開

○議長（泉正重君）

午前に引続きまして本会議を再開致します。

○議長（泉正重君）

日程第四市長の施政方針についてを承る亊に致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

市政に対する基本的態度

沖縄の現状は真の民主々義をいかに育成しこれかちとり市民の生活の向上と安定をはかるかを要求している。いま沖縄において特にその中心都市である那覇市において私が全身全靈を打ちこんで守りぬかねばならないことは犯されつつあるブルジョアー民主々義である。それは、やれ共産主義だ、やれ社会主義だと云って、大騒ぎするほど進んだ社会政治形態は沖縄に存在しないということを意味する。したがって市長の市政に対する基本的態度はブルジョアー民主々義を擁護し育成することである。市民の利益を守りぬくために一切の不正と不義をはねかえし不当な干渉と圧迫に対して徹底的に抵抗するヒュマニズムの精神が私の市政に対する思想的根據である。権力に頭を下げず利権に迷わされず私心をすてて市民大衆に奉仕する。これこそ現在沖縄八十万県民だけでなしに祖国九千万同胞と世界の注目を浴びている那覇市長問題を根本的に解決する鍵である　那覇市政において民主主義をうち立てる第一歩は市会の品位をたもち、権威をたかめるために批判の自由を育成しこれを擁護することから始まる　私は選挙演舌会でも話したように市民の大衆の団結の偉力を信じていると同時に那覇市会の良識を信じて疑わない。相手を信ずることは知らしめる衝動へ導く。知ることは理解の母である。理解は協力を生む。以下私は市長としての市政の大綱を述べるがそれは以上、申し上げた基本的態度から出て来るものであることをご承知ねがいたい。

二、市役所の人亊問題について

市長就任前に種々のデマがとんでいた即ち瀬長が市長に就任したら、市役所の部課長も全部入れ替え人民党の幹部が市役所内の重要ポストをおさえ人民党独裁の市政が生れるだろうと、まことしやかに云いふらされ、職員を不安と動揺にたたきこむような意図のもとに報道陣が努力していた。人亊問題は民主勢力の結集によって解決されよう。市民の利益を裏切り市民の利益に反する行動をする人々に、内通し公僕として不適格な者は市民の断固たる反撃を受けるであろう。それ以外の職員を自由勝手に馘首するという非民主的仕打ちには反対を続けてきたこの態度はあくまでも続けるであらう。市長就任前部課長は新市長に対する協力拒否の証明をするために連袂辞職をするとかしないとかいう新聞報道があったが市長就任と同時に部課長は市民の公僕として從来通り公使としての職責を忠実に果すことが市民に奉仕する道であるという　正しい考え方に立ちかえり諸君もすでにご承知のように勤勉に着実に与えられたポストを守りぬいていることを御報告出来ることは市民と共に喜びにたえない。とくに去る十二日から十四日まで軍の亊務手続の都合で軍給水が一時とまったとき、東江水道課長をはじめ全課員が補助パイプを持ち出し一〇万ガロンでも、二〇万ガロンでもよい　給水量を増やして水不足から市民の生活を守るのだと血眼になり、徹夜して活動を続けたその態度は正に賞讃にあたいする。このことは瀬長市長に協力するしないの問題でなしに人間の生活に瞬時たりとも断つことの出来ない空気と水が断れるとき、職員が一市民として政治的、思想的、社会的、経済的立場を離れて敢然としてたち上り抵抗して市民の生命を守るたたかいにはせ参じ得ることを雄辯に示すものである。

市政の大綱

１、対内的諸問題

１、市政の民主化について

市民の意見を市政に反映させ明るい市政を築き上げるために第一に市民の苦情処理の機関を設置すること

第二に各区に公民館市に公会堂を設置して市民の集いや話し合いが自由に出来るようにし、公聴会など数多く開いて誰でも市政に対して自由に意見が述べられるように保証する

第三に区民の民主的推薦による区長制を設け市政を市民の生活に直結させる

第四に市職員労組を育成し市職員の生活條件を改善し全職員が誠実に市民に奉仕出来るよう市政を民主的に運営する

２、中小商工業の保護育成と中小商工業從業員の生活の向上について

市に中小商工業を保護育成する專門部門（商工課）を新設し業者と從業員の団結した力で融資、税金、仕入れ、販路などの諸問題を解決するために市が積極的に援助する。

３、農漁業の振興と農漁民の生活安定について

市に農漁業の專門部門（農林水産業）を新設し農漁民の当面している問題例えば肥料の抱き合せ販売をやめて單肥を自由販売にすること　油脂その他の漁業資材の値下げ農水産物の販路と價格の安定などを農漁民と力を合はせて解決する。さらに軍用地や農研所移転用地などの強制土地取上げやまた漁場を荒す砲爆撃演習に反対し市民の先頭に立って農漁業を破壊から守る

４、適正な課税と徴税の民主化

（イ）税を適正にするために、資産と所得を正当に再評價し担税能力に應じて課税する。例えば琉球銀行は市に納めるべき法人亊業税を免除されているがこれなどは普通の会社なみに課税するようにし勤労者・中小商工業者に不当に重く課された税金は軽減する

（ロ）固定資産税の評價を適正に行うために評價委員会を民主的にえらび市民の意見が充分反映するように運営する

（ハ）差し押えや納税証明書制度など市民の生活と權利を害する強圧的な徴税方法はあらためて徴税の民主化をはかる

５、社会保証制度の改善充実

（イ）失業保杴險法の制定実施を積極的に政府に要求すると同時に市も出来るかぎり失業対策亊業を行う

（ロ）働く婦人のための市営託児所、市民に広く利用出来る低利の公益質屋の設置

（ハ）公営住宅法の側定を政府に要求して低額所得の市民にも利用出来る市営住宅増設

（ニ）生活困窮者を政府で充分保護するよう積極的に政府に要求する

６、戦災都市復興計画について

（イ）第二次世界大戦の最后の戦場となった沖縄はまさに壊滅的打撃を与えられたが特に那覇市は文字通り灰盡に帰する迄にたたきつけられた　從って那覇の復興都市計画は政治経済社会文化などあらゆる角度から検討を加え沖縄の中心都市として恥かしくないような大きい視野に立って計画をすすめる必要がある。一部に片寄ことなく旧市街地の復興はもちろんのこと現在市民の大多数の住んでいる区域や小禄、首里をも含めた総合的な計画にすることは　　として当然なさなければならない重要な課題である。このさいはっきりしておきたいことは瀬長が市長になったら今までの都市計画に一顧も与えず無視し自分勝手なことをやるのではないかという危懼があるかも知らないが本年度の予算に組まれた都市計画は、区画整理亊業にしろ、水道亊業にしろ、これをむしろ強力におしすすめてゆく決意を固めている。この場合問題となるのは例の凍結された資金を如何に解除するかということにあるがこのことについては項を改めて説明することにする

（ロ）水道亊業について

現在の上水道亊業は次第に増加する人口と生活の安定と向上に伴い需要量が高くなることは常識でありこれに対し市政担当者として出来るだけ市長の要求に応ずるよう亊業計画を立案実施しなければならない計画の具体的説明については担当部課長が行うが要するに從来の計画即ち本年度予算に計上されたことをおしすすめると同時にさらに他に依存せず自己給水によりて市長の需要に應ずるために現在具志頭村ギージャバンタ比謝川長田川をはじめその他の水源地を踏査し既に水質、水量調査は完了し一日三〇〇万乃至四〇〇万ガロンの給水可能という見通しがつき測量を開始できる段階にある。

（ハ）区画整理亊業について

区画整理亊業は都市計画亊業の一部としてなされておるがこれも直ちに工亊を変更したり出来上ったものを壊したりするのではなしに誠意を以ておしすすめるつもりである　これについては資金凍結の結果工亊が中断されており、資金が凍結されたままであれば日本における区画整理亊業で行はれているように区画整理組合を作り工亊を進めていったらどうかといった意見もあるが資金面も考慮した上、いろいろの方法でもって現在の区画整理亊業を推進していかなければいけないと考える。

（ニ）資金凍結の解除について

資金凍結によって与えられた都市計画亊業の影響は実に大きい。お手元に配付した資料で明らかなように現在までの那覇市会の決議によって実行されつつあった起債亊業に対する打撃は一般会計において總亊業費一億六千一二〇万三、〇〇〇円の内、執行済額が一億一千三七三万、七〇〇〇円であり、その比率は七〇・五六％となっている。土地区画整理亊業特別会計において總亊業費八千三四七万四〇〇〇円執行済額五千三七三万七、五〇四円その比率は六四・三八％である。水道亊業特別会計において同じく八、〇八八万三、〇〇〇円。執行済額七、〇〇一万一八三九円で八六・五六％となっておりこの三つの合計の總亊業費は三億二、五五六万円。執行済額はその七二・九五％にあたる二億三七四八万六三四三円であるからこの起債亊業を完成するためには、さらに八八〇七万六五七円の銀行からの融資の継続が必要である。いま融資を拒否されているのはこの金である。この融資ストップによって一般会計、水道亊業特別会計、土地区画整理亊業特別会計の亊業が停止している状况にある　さらに特別補助金八、七〇〇万円未執行額が三、三一二万四、七二五円でその比率は六一・九三％となっている。注意すべき点は執行済額五、三八七万五、二七五円の内には一、一八四万三七一四円の一般財源からの立替金があって凍結されているので八、七〇〇万円の軍補助金の内から実際に支出された金額は四、二〇三万一五六一円に過ぎず未だ補助金の半分を出されていない結論である。つぎに一般会計収入二、一〇〇万円、水道亊業特別会計収入一一七万四五九〇円区画整理亊業特別会計から九四一万八、二一九円　計三、一五九万二、八一〇円の市予金が封鎖凍結されている。以上のべたように融資の停止と補助金の打切り資金の凍結は何の目的でなされたかこの理由を民政府並びに琉球銀行に貭すことはもっとも緊急なことであるので去る二十二日琉球銀行を訪れ融資停止と資金凍結の理由をもとめたところ、後で文書でもって返亊をすることになっておりさらに民政府に対しても当間主席を通じて資金の凍結と軍補助金の打切り、銀行融資の停止について話し合いによる打開策を講ずるために現在努力中である。ここでははっきり申し上げたいことは軍特別補助金の打切り、復金融資の停止、資金の凍結は知り得た情報によると殆んど口頭でなされており、その理由は全然不明のまま放置されている。起債亊業費の認可條件にはこれあれの亊象がおこったら融資をとめるなどの項目はない。指令をもって認可し口頭でとりけすことは民主的ではない。この常識はづれの非民主的仕打ちによって不安と動揺を市民に与え迷惑をかけておるのは何の意図によるものか。良識ある人々はその真意をすでに察知しているに違いない。工亊が打切られたために久茂地川は泥の山で閉され橋は未完成のままでなげ出されている結果、雨が降らば久茂地川は氾濫し浸水によってその附近の市民は水浸しになる。橋がないためにせっかく造り上げた前島小学校に通う学童の足はとられ旧市街地と新市街地の往還は不自由になっている。私はただちに破壊のまま放置された久茂地川の浚渫と架橋工亊を実施し建設に当ろうと思う。そうなると破壊者は瀬長が市長であるか前市長が計画し市会が承認した亊業を中止せざるを得ない破目に追いこんだ一群の人々であるか普通の常識ある市民であればこれを明らかに見分け得るであろう。したがってその責任は瀬長にもなければ市会にもない。いわんや十一万市民にもないことをこの際はっきりと言明する。その責任はあげて融資を断ち切り、市予金を凍結した人々が背負う運命にあることをつき加える。そうだからといって市長は控手傍観しようというのではない。私も真心をもって努力する。したがって資金凍結の解除、銀行融資の維持、せっかく与えた軍補助金の打切り中止に対しては、市会も全員一致して市当局と提携、その打開策に邁進されるであろうことを確信して疑わない。

７、民政府及び日本政府からの補助金獲得について

アメリカ民政府からの補助金については選挙前にも選挙後にも、補助金が要らぬと云ったことは一度もないし、むしろ逆に補助金は少いのでもっと出して貰いたいと強調しているのである。さらに紐つき補助金ではなしに、自由に議会の議決によって使えるような補助金にして貰いたいということが私の年末の主張であり、今でも変るものではない。したがって、私は全力をあげて市会とともに補助金獲得のために努力する決意をかためている。さらに沖縄は第二次大戦の最後の戰場となり壊滅的打撃を受けたが時に那覇市はさきにも申し上げたように一物も残らないまでに徹底的に破壊しつくされた。日本においては原爆で一瞬の内に何十萬の生靈が殺戮され惨憺たる破壊をうけた広島、長崎が特別戰災都市として日本政府はこれに補助金を与えてその復興のために莫大な資金を注ぎこんでいる。広島と長崎と同じように那覇市民が日本政府に対し特別戰災都市として援助資金を要求することは正しいことであると考える。アメリカ民政府及び日本政府からの補助金獲得は自信をもってわれわれは当る必要があると思う。私はあくまで九千万祖国同胞の汲めどもつきぬ愛情と物的支援が苦しんでいる十一万市民に与えられることを確信している。さらに民族の解放を冀求してやまない一切の民主努力は民族的誇りとよろこびをもって那覇市民に救援の手をさしのべてくれるだろうことを信じて疑わない。市会もこの点について市当局と一体となり補助金獲得運動にたち上って下さることと思う。

８、税制の民主化と健全財政の確立及び地方自治体の自主性の強化について

（イ）現在の税制のもとでは、勤労大衆の税負担がいちじるしく重く、税金は勤労者の生活を圧迫している。

今年の予算でこれをみると住民から政府が吸い上げられる税金は所得税のように目に見える直接税や四億五千六百万円で煙草消費税、酒税、物品税などのように目に見えない間接税は直接税の二倍になっているがこれは政府がいかに勤労大衆から吸い上げられる限りの税金を吸い上げているかをよく示している。従って勤労者の税負担を軽くするためには間接税中心の大衆課税制度を直接税中心の民主的累進課税制度にあらためるよう政府に要求しこれと併わせて地方税制の民主化をはからなければならない。

（ロ）現在政府に大衆課税によって吸い上げられるかぎりの税金を中央（政府）に集めている一方、他方では市町村自治体の財源を少くして、地方自治体を貧困化させている。これは政府の予算が二十四億七千万円であるのに対して地方自治体の当初予算が六十四ヶ市町村を全部合計しても三億四千万円にしかすぎないという亊実を見ただけで一目瞭然である。一年間に政府に吸い上げられる税金は十四億四千万円にのぼっているがこれに比べて地方自治体では六十四ヶ市町村の税収入を合計してもわずかに一億四千万円にすぎない。ところで政府の予算の中から市町村財政の補助のために出された金額は全部で九千万円程度のものであってこれでは地方自治体の貧しさや赤字財政を救うことはできない。そのために市町村長や市町村議会は政府亊業を誘致したり特別補助金とか銀行融資をひきだすために政府や銀行に頭を下げる破目に追いこまれそこから政府や銀行が市町村の予算や政治に介入して地方自治体の自主性をなくし自治体を弱くする結果に追い込む。それは那覇市の場合も別のことではない。地方自治体が眞に住民の利益を守れるようにその自主性を強化するためには何よりも先ず政府の税制と財政々策に改革を加え地方自治体が政府や銀行に頭を下げないで自立して行けるようにしなければならない。その実現のために那覇市は他の市町村とも団結を固めて市町村の財政をゆたかにするように政府の税制と財政政策を改革することを要求する。

９、那覇、真和志両市の民主的な方法による対等合併について

両市の合併は総合的都市計画、財政面などからも檢討を加え責任のなすり合いをせず両市民が納得のいく方法が両市会で民主的に話し合って対等合併の線に話をのせていくことが正しい合併の理念であると考える。

２、対外的な諸問題について

１、祖国復帰実現の促進

日ソの国交回復と日本の国連加盟にともない祖国では日本の主権を完全に回復するために沖縄を日本に返せという運動がますます大きくなり国際的な世論もこれを支持する見とおしがはっきり生まれている。沖縄県民の民族的熱願である祖国復帰が実現するかどうか今ではわれわれ沖縄県民が団結して立ち上るかどうかにかかっている。沖縄の中心である那覇市は八十万県民の先頭に立って祖国復帰運動をおこなって十一万市民の意志を内外に示し日本政府と国際連合に対して沖縄の完全祖国復帰の実現を要求する

２、土地を守る四原則貫撤

沖縄県民の生きるための最低ぎりぎりの要求であり日本の領土主権をかちとるための民族的な要求である四原則を貫撤するために私は市民の先頭に立ち八十万県民の団結をかため、いっさいの妥協を挑してたたかう。

３、主席公選と民主的権利の擁護

主席公選の実施は沖縄県民の自治の権利と政治的自由をかちとるための切実な要求であり市は八十万県民と共に団結を固めて主席公選を実現し言論、集会、結社、思想、信仰等の民主的自由と基本的人権を守るためにたたかう。

四、結語

以上要するに那覇市政に対する市長の基本的態度と市政の大綱を示したのであるがこの大綱の具体化は市財政と関連するものであり、したがって来る六月の予算市会には自信をもってその実現のための予算案を提案できる確信をもっており又お約束する私は基本的態度の項でも述べたように権力に屈せず、利権に迷はされず市民の権利を常に念願において仕亊をやりとげる。もし政策に誤謬があれば勇気をもってこれを引きおろし、あるいは是正し話し合いによる市政をおし進めるつもりである　就任してわずか二十日しかたっていないので市会の皆さんに滿足の行くような施政方針ではなかったかも知れないが以上申し上げたことだけでも私が誠意をもって市政を担当して行くのだという態度については御諒承願えると思う。市民大衆の不正不義に抵抗する団結の力を信じ市会の良識を確信し冷静に勇気をもって市政をおし進めて行くことを那覇市会にお誓い申し上げて瀬長の市長としての施政方針の説明を終ります。

一九五七年一月二十八日

○議長（泉正重君）

本日の日程は是で全部終了致しましたので午前中に總務財政委員会に付託致しました案件は明日午後一時から委員会を開催する亊になっております。從って明後日水曜日は午前十時に本会議を再開三十一日と二月一日は色々雑亊がありますので休会する亊に致します。次いで二日土曜日午前十時本会議を再開致しまして議会側付議亊件を処理すると云う風になっております。では本日は是を以ちまして散会致します。

（午後一時三十六分　散會）
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一、会議録署名人

一九五七年六月十八日

十二番書議員　島袋嘉順

二十五番議員　高良清二

一九五七年六月十八日

議長　　　　　泉正重





一九五七年一月三十日午前十時三十分開議

○議長（泉正重君）

本日の出席二十六人、欠席四人でありまして議会は成立致しております。欠席の四人は崎山喜達君、玉那覇有義君、久高友敏君、備瀬知良君であります。

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申上げる亊項がございます。本月二十九日付で総務財政委員から議長宛に委員会審査報告書の提出がありましたのでその写を印刷の上御手元に配付致しました　本件に関しては後刻議題と致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上お手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ○ ―――





議事日程第二号

一九五七年一月三十日（水）

午前十時開議

一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第一号）

――― ○ ―――

・本日の会議に付した亊件

一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第一号）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります。日程の一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算、市長提出第一号議題と致し総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

（二十四番議員（久高友敏君）出席）

（二十九番議員（備瀬知良君）出席）

（十三番議員（玉那覇有義君）出席）

○委員長（高良一君）

只今議題となりました日程の議案第一号一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案につきましては昨日二十九日午後一時委員会全員出席の下に関係部課長並びに泊港務所長の出席を求めその審査を行ったのであります。本追加予算の内容につきましては去る本会議に於いて財政、建設、社会の三部長より詳細説明があった通りでありまして本委員会に於いては各委員より活溌なる質疑、討論がなされたのであります。處で論議の焦点は歳入面に於いて港湾施設使用料の追加額についてであり、本使用料を一九五七年度の実績から見るに予算額七百七拾参万八百五十七円に対し収入消額一千十九万五千七百六十七円であって差引二百四十六万四千九百十円の歳入増となって居るが本年度に於いては年度中途に於いて、昨年度の収入実績ギリギリの線迄予算額を計上することは、何時如何なる亊態が起るやも測り知れない状勢下に於いて、妥当な措置とは認められないし非常災害時に於ける経費捻出財源として確保すべき必要を認める。従って今回の港湾施設使用料四五万二千四百円の内二五万三千二百円は削減すべきであると云う原案を修正する意見があったのであります。之に対し歳入は過去半ヶ年の収入実績により計上されて居るものであり、原案通り認めると云う意見があったのであります。歳出面に於いては第四款土木費、第四目橋梁新設改良費並びに第五項第一目の河川改修工亊費についてであります。即ち資金凍結に依る市財政の逼迫せる最中に於いて、斯かる暫定的仮工亊を施行する亊は、從来の都市計画の資金凍結の停止に対する市民への申訳的措置として一時的姑息手段の如く考えられるのであり、寧ろ理亊者は既定計画に基づいて、本格的工亊を施行すべく資金凍結の解除に努力すべきであり尚河川改修工亊費についても堰き止め工策物を除去することに依り、資金凍結の爲、未完成の侭放置せられた護岸が崩壊し、それに依り浸蝕せられた財産の損害補償について、誰が責任を持つかこの財産、補償の問題も同時に解決する様考慮すべきであり、從って資金凍結による仮工亊関係予算をその侭認めるとすれば同時に財産の損害補償関係予算も追加計上すべきであって、それよりは寧ろ理亊者は凍結資金の解除に奔走し本格的護岸工亊を續行すべきである以上の理由に依り土木費の第四目、橋梁新設改良費十五万二千五百円並びに第五項第一目の河川改修工亊費十万七百円　合計二十五万三千二百円は飽く迄も削減すべきであると云うのであります。之に対し本工亊は学童の通学は勿論、一般市民の便利から考えて仮令之が暫定的なものにせよ、一應の架橋工亊は施行すべきであり、尚堰止めの施設は萬一、雨期に遭遇する場合、流水の障害物となり附近一帶水侵しとなることは、自明の理であって早急之が撤去は必要である。仍って原案通り承認すると云う二つの意見が開陳されたのであります。

以上の二説をめぐって活溌なる討論が展開せられたのでありますが採決に入り修正案に多数の賛成者があって本案は只今皆さんの御手許に配付致してあります修正案の通り原案の一部を修正の上承認することに相成った次第であります。以上簡單に審査の経過を御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。





一九五七年一月二十九日

總務財政委員會

委員長　高良一

那覇市議會議長

泉正重殿

委員會審査報告について

本月二十八日第十七回議會（臨時會）本會議において總務財政委員會に付託された市長提出議案第一號は慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する

記

一、議案第一號　一九五七年度那覇市歳入歳出追加豫算については原案を別紙修正案の通り修正の上承認した

（別紙添付）








議案第１号　１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算総務財政委員会修正案

[image: 画像]


[image: 画像]


○議長（泉正重君）

只今上程されております市長提出議案第一号については別に質疑はないと思いますのでこれを省略致し討論に入ります　御意見を伺います

○長嶺将真君

瀬長市長は資金凍結は春が来れば總て解けると自信満々で言われております　一日二十日より二月三日までは大寒であります。二月四日から立春に入っております。あと五、六日したら春が来て資金凍結も解けるであろう從って、国家百年の大針たる都市計画亊業に対し海に金を捨てるような姑息な手段では十一万市民を欺瞞しているのではないかと思いまして私は総務財政委員会の修正案に賛成致します

○儀武息睦君

本議案に対しましては十二分に総務財政委員会で検討されたものと思うそれで本会議に於ても委員会決定通り確定議にしたいと思います総務財政委員会の修正案に賛成致します

○島袋嘉順君

先程総務財政委員長から昨日の総務財政委員会の審査報告がなされてありますがそれに附加えて修正意見に対し反対した少数意見を申述べまして本日の本会議で是非全員一致で原案通り可決して頂きたいと思います。

趣旨を申上げます。それは勿論各議員もおっしゃる通り資金の凍結によって現在の久茂地川の仕切られた處がその侭放置されている。それに対して万一雨期にあった場合に不慮の災害が起って附近の住民が意外な損失を蒙る場合によっては人命を損うかも知れないということはこれは現実の問題として起り得る可能性があるのであります。更に今度開校されます前島小学校に現市内から通学する学童達或はあの附近の一号線から海岸側の官庁あたりに働いております勤め人がずっとこの附近を通らなくちゃいけない場合に万一あの橋が架っておらなければ遠廻りしなければならないようになっている。そういった現状であり、昨日の委員会に於ても意見が出ておりましたがこれは瀬長市長が就任してこれ迄琉銀から那覇市に対して起債を認可された指令書に違反し軍からの口頭指令によって融資が止められているといったような情報が入っております。それが亊実でありますれば更に復金が本当に融資をしないのか或は補助金を打切るのか或は那覇市の預金を封鎖するのかといったようなことについては当局の方から文書で琉銀に問合せておるそうでございますがまだ正式に返亊が来ない。聞く處によれば明日とか返亊が来るという話であります　何れにしましてもこういったことをひき起したのは瀬長市長の当選という亊実に基くものだという風に言われておりますが、現実の問題として工亊が止っておる　この凍結が解除されなければ工亊は施行出来ない　これも亊実であります。その場合にそういった亊態の中で我々市民を代表してあがっております。那覇市の市会がそういう不慮の事故を想定するということは　これはどうしてもあり得ることであります。更に市民の足を止めて不便であるということについても恒久的な橋が架設される迄暫定的に假橋を架けるということは先程二十番議員がおっしゃるような金を市民の血税を海に投ずるといったようなことにはならないと思う。それは何かの間違いじゃないか我々は敢て金を海に投出して橋を架けたり或は土砂を除いたりするものではない。これが市民のためになるという問題であればこれは当然やって然るべきではないか。例えば今度の予算に組んであったにしても架橋工亊その他の費用を組んだにしても万一那覇市議会の協力と当局の努力によって早急にこの解除が行われた場は予算に組んだとしても執行せずに済まされるそういった觀点から委員会に於てもこれは当局の案を一応修正もせずに出すべきじゃないかということを申上げておるのでごさいます。昨日もちょっと雨が降っておりますけれどもそういった不慮の亊件は更にそれ以上の大雨が降った場合に土砂が而も杙が打たれていて、普通の水の流れでは流れないという報告をしております。そうなりますと、どうしてもこれは万一の亊態を予測して那覇市会が関係予算を議決するということはこれは妥当な考え方であり誰が考えても態々市民の血税を海に捨てるものであるとは考えられない。そこで私としては一応そういった市民の利益の立場から或は起り得るかも知れない万一の不慮の亊態を予想して一応予算に組むということは当然那覇市会としても認めるべきであると思いますので一応その点今日の本会議でもその実情をもう少し大きな視野から取って貰って問題の焦点を現実に起っている問題だけに絞って一体那覇市、市民のこういった問題を解決するのか、誰の責任であるのかということを十分見究めながら以上のような趣旨に基いて原案を承認して頂きたい。次に委員長の報告に抜けておりますがこれは市長提案の議案第一号の中に謳われておる政府支出金の中に含められておる失業対策亊業費の問題でございます。これは政府の立法院で可決されました緊急失業対策法に基いて一九五六年度に琉球政府の方で五百万円近くの緊急失業の対策亊業費を予算化しており　これが各町村に補助金として交付されております　けれども五百万円に対して那覇市には三十九万九千百六十円の補助金が来ております。これは金の高が少いといったことも考えられますが基本的に考えられることはどういう立場から法に基いてこれ丈補助金がおりて来たか。これ丈の補助金を政府が交付するために那覇市の労働失業の状態雇用状態、労働者の生活状態そういった資料に基いてなされているのか交付されておるかということを当局に質問しておりますけれどもこれ迄度々那覇の市会でその亊情を色々審議もしておりますけれども昨日の委員会においてもはっきり打出されていることはこれまで当局の労働対策が非常にルーズである現在那覇市では毎月労働状態、労働者の生活状態　失業者の状態又は潜在失業者の統計を取っておりますが　處がこの補助金を交付した政府では別に政府自体が統計を取ってやっておる果して那覇市の実態に基く統計と政府のそれが合うかどうかも考えなければならない。一応那覇市当局でもそういった労働状態雇用状態更に失業者の状態労働者の生活状態等も色々調査してその調査に基いて打立てられるべき労働行政の方針というものがなければそういった政府の緊急失業対策法に対して我々としては打つ手がない根本的な問題からいいまして現在三十九万余円の補助金では三十名から四十名に対する亊業しか出来ない現在那覇市の見ている失業者の数丈でも去年の三月末の統計によると二千人余の失業者がおります　完全失業者並びに潜在失業者、それに労働に從えない人もおりますが然し那覇市の実態はそれ以上の失業者がおるということは明らかであると考えます　そういう立場から過去何ヵ年か知りませんが那覇市の労働行政を打立てるための労働調査が全然やられておらない　そのためにこういった政府の方で失業者に対する間に合わせの緊急失業対策法が出来ておりますけれども然し根本的に現在出来ている職業安定法と一体となり得るような失業保険法がこの沖縄でも出来なければいけない。民主主義の世の中で失業保険法がないのは沖縄丈である。日本でも数年前から行われておる。それで我々としては失業者に対する根本的対策をたてるためには当局で労働状態、雇用状態、失業状態を調査することによって那覇市の労働行政そのものを打立てるそういった市町村自治体の労働亊情を行政に強く反映させてどうしても失業保険法が出来なければならないということを明らかに打出すべきじゃないか。これは那覇市会の責任であります。そういった立場から委員長報告の中には盛られておりませんけれども今回の政府補助金の中に新たに組まれております三十九万九千円の失業対策亊業補助金の問題につきましてもそういった意見も出ておりますので併せて今日の本会議で審議して頂きたいこう考えておる訳であります。

○宮城清三郎君

この度の追加更正予算を削ったことについて反対の意見を申述べ良識ある議員諸君の再考を促がし本案を原案通り可決して貰いたい。那覇市会は今日迄も那覇市民のために運営されて来ております。そして現在も尚更那覇市民のためにやるという気持は皆一致していると思います。單に那覇市長に瀬長が立つたから瀬長は眞からいやだ　こやつの出す議案に対しては可決したら瀬長の手柄になるからよくないといったような感情に捉われないで飽く迄も十一万那覇市民の立場に立ってそして那覇市の市政を守るのだという意味に於て、この議案を、原案を可決しなければいけないのじゃないか、こう思っております。更に首里のあの土木工亊は認める。だが然し復興都計亊業で打切られた處の久茂地仮橋或は中橋の仮工亊はやってはいけない。これをさせると瀬長の手柄になるからよそうといった意味で止めておると私は見ております。そういう風な感情に捉われないでもっと冷静に物亊を考えて貰えれば必ずこの市民の利益になる　本案については全会一致で承認出来るのじゃないかと思っております。例えば私達那覇市の市会議員があの危い橋を渡り或は議員の子供達があの危い橋を渡っておると考えた場合に果してこれを瀬長のせいに向けるべきであるがもっと良心的に考えた場合には那覇市の市民が、お互いの子供達がこの橋を渡る時に万一のことがあった場合この責任は果して瀬長に向けられるのかそれとも三十名の市会議員に向けられるのか、その批判が何処に向けて来るかということを考えた場合には單なる感情じゃなしにこの議案を全面的にお持出来るものじゃないかとこう思っております　だから私達はあの首里の土木の問題にしても当然あれは交通の邪魔にもなる。あれが壊れたら或は人命にも傷害を加える同様にこの橋でも同じことじゃないかと思っております。あれは通すこれは通さないといった問題じゃなしにもっと良心的にものをお考えになって那覇十一万市民の先頭に立って生命と財産を守る意味に於て、この追加更正予算を原案通り承認して頂きたいことを良識ある市会議員の皆様にお願いして私の意見と致します。

○真栄田義晃君

瀬長市政に対する市会の態度と致しまして私は人民党議員である或いは与党議員であるという前に市会議員としてのあるべき態度に基いて意見を申上げ、そして原案に賛成したいと思います。大体瀬長の市政を批判し吊し上げ或は責任を追究するというようなことは瀬長が自分の手でもってやったこと或はやろうとしていることについては大いに結構であろうと思います　然し乍ら瀬長は二十日前に合法的に民主的な手続によって那覇市の市長に就任した訳でこの二十日皆さん御承知のように別に大したことはやっておりません。この瀬長が当選したということに対して色々困難な亊態が起っている　これは委員会の中でもこういった話が出ておったようでありますが然し乍らこういった困難な亊態が資金の凍結とか、或はその他の色々困難な亊態が起る場合に一体、これは瀬長の責任であるのが誰の責任であるのか、この点について市長は態度をはっきりさせるべきだと思うのであります　我々は瀬長が市長になった或は誰が市長になった。こういう前にこれに対して色々の妨害が起って来る。困難が生じて来ることに対して市会議員は市長に協力する協力しないの態度は別として市民の民主的権利、選挙の権利を守る立場から断乎として、これらの妨害を排撃するのが市会としてとるべき態度だと思うのであります。先ず瀬長施政に対する我々市会の基本的態度は以上のようでなければならない。このように考えております。そして次に資金の封鎖凍結これがこの度非常に大きな問題になっているようでありますがこの資金封鎖凍結の理由についてまだ正式の文書回答が来ていないが新聞の報道によれば新市長の政策の下では那覇市にはこれ迄の負債の償還能力がないと認めるから財源保全のためにとった措置で別に政治的な意図はないということを新聞は伝えております。新市長の政策と那覇市の負債の償還能力との間にどのように関連があると見たか私は分りませんが、これは全く杞憂であると思います。何故ならこれ迄那覇市長が計画しそして我々市会議員が承認した借金、この借りた金は何処も市長に瀬長がなろうが誰がなろうが借りた金は借りた金である。これを返済しないといったことはないし、又借りる場合の銀行から示された貸付条件を無視するといったこともない、又こんなことは気狂いでもない限り言える筈はないと思うのであります。では財政の見通しについてはどうか。財政主管当局の説明によれば現在那覇市は年間約八千万円の純計財源を根幹としてそしてその中の経常費が四千万円であるから、残り四千万円が投資的な亊業の対象となっており而も借入済の復興債三千万円の年間償還額が約一千万円でありまして、残り三千万円の余裕があるということであります。現状の侭では那覇市は一千万円の約定償還金を払って三千万円が投資的亊業の対象になるような状態でありますでは新市長の政策の中にこの財政の見通しを狂わせるような重大な歳入欠陥を生じさせる項目があるか、そんなことは選挙中でもいったことはない　一般会計についても税収についても減税は約束していないし取るべきものからは取って不当なものは安くする　税金の賦課の適正をはかるということを約束したのであり、又基本財産収入についてもその他の使用料手数料についても取らないといったことは一ぺんもない。而も市長は本年度の予算についてもこれは前の市長が計画し我々市会が承認した予算であるから踏襲するということを申しております。今度市長が就任して以来の税外収入を見ても市場使用料に致しましても港湾使用料に致しましても主管部当局が認めている如くこれは順調に入って来ております。それなら少くとも本年度の分についての銀行に対する約定償還金は大丈夫だということははっきりしております　それなら市長が次年度からやる予算についてはどうか、これについては新年度において市長が施政の方針に則って財源の裏付けをもって出して来る予算これについてはまだ見ていないからここではっきりしたことは言えないが然し少くともこの予算というのは市長が勝手に決めて勝手に執行出来るものではなくして市会の議決を必要とするものであります。若し新年度の予算に於て、銀行への償還を危くさせるような財政計画が立てられ或は銀行への償還を拒否するような予算が立てられたならばこれを拒否する権限を那覇市会は保留しておるのであります。又更に拒否から不信任へ持込むことも出来ます。又一旦予算は組んでも然し執行がどうなるか分らないじゃないか、執行に当ってその通り出来るかということに対してはまだやらしても見ないことについてこの執行がどうなるかと心配することは早計である。市長が新年度予算を立て銀行の償還をはっきり保障するような予算を立て、そして市会が承認すればあとは市長がこの執行をどうやるか執行の状態を見てそれが甚しく拙ずければ、その場合に市長に対する不信任こういったことも考えられる筈であります。從って今や那覇市の都計に対する預金の封鎖凍結この問題を解く鍵は瀬長市長を責め立てることによって出て来るのではなくして現在の那覇市会が銀行からこれ迄借りた金これの条件は市会の誇りと権威に掛けてこれを新市長に守らせるであろうし更にこういった償還を不態にするような亊態が生じたならば更に市会の誇りと権威に掛けてこれを市長の椅子から追払うであろうということを市会が責任を持って銀行に保証するならば最早政治的意図はないというのであるからして那覇市の資金を封鎖凍結する理由は何ら一つとして残らない筈であります　だから必要なのは瀬長を責め立てることにあるのじゃなくして市会が市会の誇りと権威に掛けてこれ迄借りた金は借りた金であり、この償還については三十名の議員が責任をもって保証するということを申しさへすれば資金の凍結は必ず解けるものだと思います。だから資金凍結解除を瀬長がやるといったからやって見ろという野次馬的態度ではなくして市民から合法的に民主的に選ばれた市長であるから先ずこれに仕亊をやらせるためにこのような困難な亊態はお互いが切り拓いて、そして仕亊をさせてみてそれが市民の福祉に反するという場合には市会は断乎たる態度を取るべきた若し瀬長が市民の福祉に反するようなことを実際に自からやるとすれば、その場合には私も人民党員であるという前に先ず那覇市民の福祉を代表する議員であるからその場合に皆さんと一緒に大いに批判したい。だからこの橋の問題に致しましても資金凍結で瀬長を責め立て、そして実際現在子供達が危い足つきで歩いている。又いつ大雨が降って氾濫するかも知れない　こういった亊態に於てはもう少し眞剣に考えて貰って、そして金といっても百万や二百万の金でもなくして二十五万円の金でありあそこから渡っている子供が自分の子供であるということを考えた場合に果してこの予算に反対出来るかどうか、親身になって考えて貰いたいこう思う訳であります。ここに於きまして今後資金の凍結について、銀行の折衝にも市会の権威に掛けてその償還を保証しそして又更に現在目の前に市民が危機に晒されているあの状態に対しては小さい「ガースーブ」こういったことはやめて市民の立場から是非とも原案通り可決さして頂きたいことをお願い申上げまして原案に賛成致します

○辺野喜英興君

私は修正案に賛成致します。ここで一寸意見を申述べたいと思っております。三議員の原案賛成意見を聴するに二十七名が協力して呉れということと又感情的だというようなことでありますがどうもここで私は考え方について根本的に相違を見出しておるのでありますと申上げるのは私も勿論瀬長亀次郎氏個人に対して何らの感情を指挾むものではないのであります。只然し瀬長亀次郎氏が那覇市長候補に立候補した時にも眞向うから反対でありました二十七名の議員も勿論そういったと私記憶しておるのであります　そういったことは謂ふ迄もなく政策的にどうしても我々とは食い違う處であります。而も今先もいった通り瀬長氏は民主的方法で合法的に当選された。勿論であります然しそうかといって市長になったから協力やれこういうことは私は考えられないと信ずるのであります。立候補した場合に当選しても私は瀬長施政に対してはどうしても反対しなければいけない反対することは那覇十一万市民のためだと信ずるからであります。こういうことから考えた場合に先程の御意見通り良識ある議員はこれに賛成しろといっても私は賛成出来ないのであります。ということは、これは大を取るために小を捨てることもあり得ると思うのであります　從ってこういうことをもたもたするより先ず資金凍結これを解除するにも我々はどうすべきかということを我々自からはっきりしたいのであります。然るが故にこういう修正案に対して私は賛成致すのであります

○真栄田義晃君

私の説明が拙ずかったか知りませんので十五番議員はちょっと誤解しておられるようであります。瀬長が立候補したときに反対であった。これは反対で宜しいと思います。併し乍ら問題は瀬長の政策に反対であった賛成であったというよりも合法的且つ民主的に選ばれた市長、これが就任してまだ何もやらないうちに就任して二十日にもならないうちに施政の執行を妨げるような色々な困難な亊態が起っているこれは瀬長に賛成する、しないの前にこういったことが起るのは那覇市民の民主的選挙の権利に対する、大きな弾圧であります　この点に関して市民の権利を守り民主的選挙の権利を確保するために瀬長に協力するしないとこういう問題は別としてこういった不当な圧迫に対しては市会も一結になって断乎として斗うべきであるとこう考えるべきであります。更にこのような困難が解決しそして市長が施政を取り出し得るのは六月の定例議会である今回の施政方針は財政に関係ありませんから挨拶程度であって、財政の裏付けを得て出して来る。即ち予算を伴う本当の施政方針というのはどこまでも六月の予算定例議会であります。この場合に瀬長の出して来た予算案それに盛られている施政方針に対して市民の利益を守るということからこれが間違っている場合は大いに反対して宜しいと思うのであります　只その前にこのような市長が就任したということに対して色々困難な亊態が起って施政を妨害することに対しては主義・主張・立場こういったものを離れ、一致して市民の民主的選挙の権利を守るために断乎として斗うべきだとこう考えたのであります　資金凍結の問題に致しましてもこれは先程申上げましたようにこれは政治的意図はないということを総裁がはっきりいっている。そうすれば残るのは償還態力の問題であり現在本年度の予算については市長はその侭踏襲するといっておるし、又これ迄の就任して以来の収入の上がり方も順調にいっております。次年度の予算においては現在、琉銀総裁が考えている理由これは我々は杞憂だと思っておりますがこれが現実のものとなるような予算案が出て来る場合には断呼として排撃し、或いは不信任にもち込むこともできましょうが。

○議長（泉正重君）

只今の御意見は先程も承っております。

○真栄田義晃君

だから現在は瀬長を攻め立てるのじゃなくてあの橋であります。目の前で子供たちが危険なめにあっているからこの資金凍結は全部が一緒になって解決するということにしましてあの橋については早急にやらなければ不測の亊態が起った場合にその責任は誰にあるか市長が当選してそして都計がストップされたからこれは市長の責任になるのか、こういったことを一々就任したということ丈で橋を放ったらかして危険な状態にあるのでそれを除去しようとしたことを妨害した人々にその責任があるのかその点については、はっきり市民が判断をすべきだと思います、だから良識ある皆様はこの儀案については小我を捨てて原案通り可決決定して頂きたいと思います。

○比嘉朝四郎君

那覇市十一万市民の利益のために無駄金を使わないで凍結されている資金を氷解して貰って本工亊を済すという委員会の修正案に賛成するものであります　もう討論を打切って表決に移したいと思います。

（「議場騒然」）

○議長（泉正重君）

分っております。原案賛成の意見は分っております　会議規則第三十一条の第四項でもって議員は同一亊項についての発言二回を超えることはできないことになっております。

○仲井真元楷君

総務財政委員会の委員長の報告通りの意見を持っているので繰返し申上げる迄もないと思いますが今先の島袋議員のおっしゃったこと、真栄田議員のおっしゃったこと、宮城議員のおっしゃったことに対して、意見を申上、尚失業対策の補助金に対しても決定されたことについて意見を申上げたいと思いますが、島袋議員がおっしゃった亊実に即してやるべきである当選した亊実は瀬長氏が当選した亊実に対して、資金が凍結された　又、凍結されたということも亊実である。この亊実をして十一万市民が利益になるようにするためには眞実にもって行かなければならない　その眞実とは只管に資金凍結の解除のみだと私は考えております。それから宮城議員のおっしゃった感情に捉われないで良識ある行動をせよ誠に御尤でありますのでそういう御意見に從って冷靜に考える、人命の計り知れだる危険に晒らされているときには尚更これを解除する根本的な凍結の方を眞先に解決すれば総てが解決する。その感情に捉われない冷靜の上に立っての考え方であると思います　真栄田議員のおっしゃったことは協力しないということは、おかしいではないかという御意見なんですが私が協力しないという声明書に同意したことは人民党の瀬長市長の与党になったり、市長派になったりしないということである。そういう意味においては私は協力致しません　後で申上げますが失業対策の處ではこれは聊か協力態勢をやっている筈であります。後で申上げます。尚資金凍結に対しては政治的な意図はないのだから皆んながやるべきだという所意見でありますが成程政治的意図はないと総裁はおっしゃっている。琉銀は総裁の意見でもって人に金を貸したり貸さなかったりする筈であります。聞く處によりますとこれは瀬長市長の下では償還能力がない返さないと思うから自分は貸さないのだ　銀行は金を返さないような人には、返さんだろうと思われる人には貸さない商売な人ですからこういった意味からそこをもっと追求しなければならないのだが今日までの亊実には償還能力のない人には貸さない、それを市会も一緒になって大丈夫だといえばいいのじゃないかと言われるが市会はこの点についてももっと研究しなければならない。ここで宜しい償還能力があると議決できるには早計だと私はこう考えるのであります。この度、資金が凍結されて春が来れば成いは資金は氷は解けるかも知れませんが百人一首ではないが春過ぎて夏来にけらし赤錆の鉄筋晒す久茂地川となったら大変ではないか。五月六日は立夏です二月四日には立春になる後四ヵ月したら夏さんです。春過ぎて夏来にけらしになったら大変だから凍結を解除するのが先ず第一だと私は考える。それから失業対策の補助金については既に市当局で受入れ態勢が整えれらて、且つ又これは市長の所意見に從いまして、今日議決しなければ間に合わないのだという意見の下に我々は早急に評決しないと今月分がなくなるから、これは早くやってくれと市長は言っているし又やらなければならないという我々議会の義務なんです。これについては聊か、協力している、やるべきものはやっている、若しこれを原案に戻して総務財政委員会でやり直すということは、これは極めて非民主的だということになる。店員会の剩度は委員会で多数の意見を纒めるということにある。多数の意見を纒めてそれによって処理するということは、これは民主的な根本原則である。それを敢えて、引繰り返すというのは非民主的である。だから委員会の多数の意見によって決ったことはこれを評決してそして市長の要求通りこれを出さなければならない。失業対策亊業補助金の今月分が貰えなくなる、これじゃいけない矢張民主的に委員会で処理された通りやって行くのか穏当だと思います。その意味で議決して貰いたいと思います。

（議場騒然）

○議長（泉正重君）

それ以外は議題外です。では討論をこれで打切りまして賛成の御意見、反対の御意見十分に承っておりますので採決致します。

市長提出議案第一号即ち一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算の総務財政委員会委員長の報告に係る修正案につく採決致します。この委員長報告の通りの修正案に賛成の諸君の挙手を求めます

（「賛成者挙手」）

○議長（泉正重君）

挙手多数によって本案は委員長報告に係る修正は可決致しました。

○議長（泉正重君）

次に委員長報告に係る修正部分を除いたその他の原案について採決致したいと思います。つまり先程修正可決致しました、残った部分がありますのでこれに対する賛成の方、挙手を求めます。

（全員挙手）

○議長（泉正重君）

全員賛成であります。依って修正部分を除いたその他の原案は可決致しました。依って市長提出議案第一号即ち一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算は修正可決確定致しましたでは本日の議亊日程はこれで終了致しました。次は二月二日午前十時本会議を開きます本日はこれで散会致します

――― ○ ―――

（午前十一時二十二分　散会）
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一、会議録署名人

一九五七年六月十八日

十二番議員　　島袋嘉順

二十五番議員　高良清二

一九五七年六月十八日

議長　　　　　泉正重





一九五七年二月二日　午前十時二十七分　開議

○議長（泉正重君）

本日の出席二十七名欠席三人でありまして議会は成立致しております

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申し上げる亊項が御座います　若狭小学校長　同校ＰＴＡ会長から議会宛に若狭小学校敷地拡張についての陳情、若狭小学校幼稚園敷地提供についての陳情、以上二件の陳情書提出がありましたので議長は会議規則第五十九条の規定に基き各位に通告すると共にその所管文教厚生労務委員会に審査を付託致しましたから報告致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます。

――― ○ ―――

（高良一君出席）





議事日程第三号

一九五七年二月二日（土）

午前十時開議

第一、都市計画事業促進について

（五番、九番、二十番　議員発議）

第二、水道事業促進について

（十四番、二十三番、二十五番議員発議）

第三、区画整理事業促進について

（十五番　十九番　二十七番議員発議）

第四　農研所移転問題について

（二十四番、二十八番、三十番議員発議）

第五　資金凍結解除について

（二十二番、二十六番、二十九番議員発議）

――― ○ ―――





○本日の会議に付した亊件

日程　第一　都市計画亊業促進について

（五番　九番　二十番　議員発議）

日程　第二　水道亊業促進について

（十四番　二十三番　二十五番議員発議）

日程　第三　区画整理亊業促進について

（十五番　十九番　二十七番議員発議）

日程　第四　農研所移転問題について

（二十四番　二十八番　三十番議員発議）

日程　第五　資金凍結解除について

（二十二番　二十六番　二十九番議員発議）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります　日程第一の都市計画亊業促進についてを議題と致し発議者の趣旨説明を求めます。

（玉那覇有義君出席）

○高良清二君

只今日程第一の都市計画亊業促進についてが議題に供されておりますけれども本日の議亊日程は第一、第二、第三、第四、第五、何れも関連した亊項と思われますので第一から第五まど全部総括して頂く様要望するものであります

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

どうです一括上程して差支えありませんね

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　よって日程第一から第五まで一括上程致し順を追って発議者の趣旨説明を求めます

○長嶺将真君

日程第一都市計画亊業促進について発議した理由を申し上げます。瀬長市長が当選して市長の椅子についてから都市計画亊業が完全にストップしている。

市長は如何なる困難なことがあっても十一万市民八十万県民の為に戦って仕亊をやって見せると啖呵を切っておられるが、就任應て一ヶ月になるが何ら仕亊の動きがないし、市民はその無能振りに那覇市は一体どうなるであらうかと苦慮している。

吾々二十七名はこの実状を見るに忍びないので連署して臨時議会の招集を要請した瀬長氏が市長になって、斯かる現象に到ったのは一体何處に原因があるか　その具体的意見を聞き、吾々の意見も十分開陳し、その結果から決議をすべき亊実をキャッチしたいために都市計画亊業促進についてを付議亊件と致したのであります

なお最後に強く申し上げたいのは那覇市の市政が完全にストップしたその大きな原因は瀬長市長のイデオロギーにあると十一万市民八十万県民は見ておるのであります。市長は反米でも親米でもないといっているので吾々は何れの立場が本当であるか　市民の前に立派に見せる責任があるのであります　それで発議は総て市長の施政方針と関連してこれを申し上げております以上提案理由であります。

○議長（泉正重君）

第二の水道亊業促進について提案趣旨の説明を求めます

○比嘉朝四郎君

水道亊業の促進について簡單に私から提案趣旨を申上げます。市長の生活には寸時たりとも絶つことのできない水の問題は、市に於て特別会計による水道亊業をやっているのであるがこの水道亊業解決の根本問題は他力本願によらずして自己給水の出来る永久的水源地の確保にある私は思います　その為に市では昨年の議会におきまして水道課長の報告にあった通り具志頭のギーザバンタの水源地を確保し那覇市に水をひく計画が既に進められておったのであります。

水量、水貭の検査も済んで現在具体的に支払いを禁じられている　その亊業費八千万円も既に前当間市長の時に琉銀からの融資について話し合も済んでおったのでありました。

處が去る二十八日付の沖縄新聞の報道によりますと、具志頭村に於ては那覇市水道の問題に対し次の様な態度をとることが決定された様であります

既ち二十七日朝刊沖縄タイムスによると産経亊時から転載として那覇市長問題とその内紛と致しまして　日共と那覇市長との関係を報道しているが産経時亊にある通り那覇市長は日本共産党と密接な関係があることが判明した以上吾々は共産党市長に対しては全然協力することはできない。瀬長市長に対して協力することは共産主義勢力が増大するのを援助するようなものであるとして瀬長亀次郎氏が那覇市長である以上具志頭村が那覇市に対して水を分けることを拒否すると、こう云う風に云っております

又琉銀は二十九日付琉球新報の夕刊で富原総裁談として那覇市の預金を凍結したのは同市の起債に当てられた埋立地の売却費で償還に当てることが条件となっているから当然とった措置に過ぎない。那覇市の起債をストップしたのは瀬長市長就任により氏の政策では償還出来ないと見たからであると、何れも銀行の営業政策に基くもので政治的意圖に基くものではない。

銀行の営業政策上瀬長氏が市長である間は解除することは出来ないと言はれておるのであります。

結局瀬長氏が市長の座にある間は他の町村は水をやらない琉銀はその水源地確保のための工亊の融資をやらないと言っておるのでありますから水道亊業の根本的促進のため新市長には誠にお気の毒でありますが、市長の座から引き退って貰わなければならないと思い提案致しました　宜しく御検討をお願いします

○議長（泉正重君）

第三の区画整理亊業促進について提案趣旨の説明を求めます

○儀武息睦君

私は提案者を代表致しまして提案の理由を簡單に御説明申し上げます　旧那覇市民は自分の土地は開放になっているが、他人の土地に高い料金を払って、そして住宅を構え生活しており一日も早く自分の土地に帰りたいと云うことを一日千秋の想いで待っているのであります。にも拘わらず今度の瀬長市長の出現によってこの区画整理亊業がストップすると云うことは旧那覇市民は勿論那覇市民として非常に遺憾に思う次第であります

この見地から区画整理亊業に対して那覇市長の御意見を聞きそして聞いた後吾々議会としてとるべき手段があれば然るべく善処したいという趣旨から本案を提案した次第であります　簡單ではありますが以上をもって提案者の代表と致しまして　議案趣旨説明と致します

○議長（泉正重君）

日程第四農研所移転問題について発議趣旨の説明を求めます

○赤嶺慎英君

日程第四の中央農業研究指導所移転問題について提案の理由を簡單に説明させて頂きます。

農業研究指導所の移転問題は既に御承知のことと思いますが当初首里鳥堀区の屋嘉比氏外三百二十名からあの試験場の候補地を除外して貰いたいという陳情があったのでありまするが　これは政府の方針が未だ決まらない前の陳情でございました。今政府の方針が確定した處鳥堀地区の問題は自然に立消えになっている現状であります。處が試験場用地を除外して貰いたいと云う陳情が崎山区の小作人、地主代表五百名から反対陳情がなされて、今議会でもこれが審議中であるということは各議員御承知のことであると信じます。

その崎山区から出された處の陳情について委員会に於ける審査の中間報告は何れ御ゆっくり申し上げると致しましてその結果を申し上げますと前当間市長はこの崎山区の試験場候補地に農研所を移転する問題につきましては全琉の農民の為にこの研究のセンターはどうしても必要であるということを認めている。それから都市計画上都心部から農業研究所は移して貰いたい。移したいものである。更にこれは農業の研究のセンターでありますので出来るだけ那覇に設置したいという基本方針を持っておられらました　處が農民を殺すということには反対である　これを殺さんように補償の問題でこれが解決出来そして移転した方がこの百五名の小作人並びに地主の方々が有益であるということがはっきりすれば崎山区の百五名の地主、小作人の代表の方々の意向も尊重して出来る丈善処して行きたいというのがこの研究所移転に対する当間前市長の基本方針であったのであります。

これに対しまして人民党は研究所が必要施設であるということは認めておられます。處がこの土地の問題、研究所の土地の問題を飽く迄も軍用地の問題の延長であると理論付けて更にその経費の支出はよく新聞に話題を撒いております　移住資金から出る金であるという二つの根本問題からして今迄の当間市長時代の案に対しては反対の線をもって来たような状況であります。

處が今は人民党は与党になり吾々が野党になった今日必要な施設ではあるが　崎山区にこの試験場の用地を置くことは反対である。必要な施設であるが　那覇市におくのは反対であるから山原の山奥にもって行きなさい、或いは慶良間にもって行きなさいという風な無責任なことは既に与党であり全琉の住民の福祉増進のために考える市長でありますのでそういう無責任なことは云えないような現状に追込まれておるのであります。

新聞の報道によりますと、政府も強制收用は絶対やらないという風に言明されていることから推して強制収用で人民を圧迫するようなことはないと信じますが政府は飽く迄も全琉農民の農業研究センターは此所が最適であると確信し、そして関係地主並に小作人に対しどうしても移って貰いたいという風に折衝している。處が人民党はこれに反対し、そしてその間に実際に土地と取組んでいる農民の方々は政府から押される。人民党からは反対だというように言はれ　両方から板挾みになっているような現状であります。そうしてこの土地問題はいつ果てるやら分らんと云う風な状況であります。処がこう言う押す、押されるその中間になっていつ果てるか分らないこの問題はその間の精神的の傷手　物的の傷手は結論を申上げますと、政府がこの傷手をこうむるのではない。これに反対を続けている人民党がこの精神的物的の農民の傷手を受けるのではない。それは飽く迄も百五名の地主であり、小作人であり、その家族であり、その付近の農業経営者の方々であると信じます。この苦しみを一日も早く解消し、落付いて農業が出来るようにやっていかなければ崎山区の市民、崎山区周辺の農家が非常に苦しみに追込まれるであろうということを確信致しますので市長の御方針を承り、一日も早くこの農研所の問題を解決して貰いたい。尚出来ることならば今議會においてそういうことを議決して頂くように取運びたいため本問題を提案致した次第であります。宜しく御審議をお願致します。

○議長（泉正重君）

次、日程第五の資金凍結解除について発議者の趣旨説明を求めます。

○高良一君

資金凍結解除の問題であります。この問題は施政方針に謳われております通り、数字的なことは既に市長が御承知であります。只この資金凍結によって那覇市の都計亊業はすべて停止しているということは那覇市の大きな問題である。これを市長はこの責任は市長にはないということをおっしゃっております。然その責任が市長にないとするならばこの資金凍結の問題を誰が解決するのであるか。この点について市長にお伺いしたい。

この問題を今話合によって解決するということの見通しを市長はおっしゃっている。これは吾々の非常に希望するところであるが又これが早急に解決することを念願するものであります。ところがこの度の追加予算には既にこの問題が永引くことを予想してのことか、港湾収入から今度の臨時の河川橋梁費それから河川改修費の二つを見積っているということもこの泊港というものはかつて人民党が商港としては反対した。漁港で良いのではないかという港から収入を得て今度の所謂予算を作りあげていくということはこの橋が三ヶ年位は保つだろう。こうなれば市長の任期は四ヶ年、この都市計画亊業は四ヶ年もストップしたんでは非常に莫大な損失を蒙る　担任課長の話によりますとこの工亊のストップによる損失が一月一千万円も損失を蒙る。これを四ヶ年もしたときには那覇市の財政は全滅して大変なことになるのではないかこの責任を市長は持たれないということであるならばこの責任は誰の責任に於て解決するのであるか、こういうこともお伺いしてその上で更に質問をやりたいと思います。

○議長（泉正重君）

では発議者の説明を終りましたので日程第一から第五まで一括致しまして貭疑に入ります。

○仲井真元楷君

本日提案になりました第一から第五の案件につきましてはこの問題解決の糸口になっって解けて参りますのは何と申しましても市長の施政方針の中にある施政に対する基本的態度を吾々が明らかにすることによって、第五までの問題解決の糸口が見出されるものとして私は二、三市長に色々お伺い申し上げたいと思っております。吾々は戦争が終りました時には死ぬか、生きるか、といったような問題が次第に軟いて参りまして、それに代って吾々の前面に押し出されて来たのはどのようにして我々が生きていくのかという問題であったのであります。

處が吾々が生きる態度と致しましては民主々義こそ吾々の生きる信条として今日迄やって来たのであります。その民主々義の問題につきましては日本の民主化に対するマッカーサー元帥の見解でありまして一九四九年十一月十一日、マッカーサー元帥が幣原首相に対する書簡として述べておりましてこれには国民の日常生活が精神的奴隷的な制度に置かれていたが、斯かる一切の秘密捜索及び思想、言論、信教の自由を抑圧せんとする一切の制限から釈放せられなければならないのがありまして尚又琉球列島米国民政府に関する指令の中には、日本帝国降伏受諾及び占領国の権利、義務に関する国際法の原則の結果として米国政府は琉球列島の行政責任を負っているので行政運営に対する米国政府の方針は軍亊的必要の許す範囲に於て住民の経済的及び社会的福祉の増進を図るというのであり、琉球の帰属決定迄の占領国たるアメリカの権利義務を正当に考慮してこの指令が発せられたのであります。その中の目的の「Ｃ」の處に民主々義の原則により、設立された立法、司法、行政機関による自治、然し最後の権威は民政長官にあり、その権威に服する処なっております。即ち沖縄におきましては国際法上の原則の結果としての行政責任は軍亊的必要の許す限りでの住民の経済的及び社会的福祉の増進ということでありまして民主々義の原則による自治となっておりますか、瀬長市長の施政方針の中に施政に対する基本的態度におきまして沖縄の現状としては真の民主々義を育成しなければならない、こう謳われておりますがその民主々義によりまして吾々は繁栄と幸福を齎らすのであって將来戦争と破壊から遠ざかるということである　憎しみと爭いと死の恐怖から永遠の訣別をなすことである思いますが、民主々義が相互尊重による友愛と好意の精神でありまして、仮装民主々義、口先民主々義では甚だ困ると思います。そういう意味におきまして、真の民主々義を育成すると謳われている。その真の民主々義に対する市長の御見解をお伺い致したいと思います。

○赤嶺慎英君

只今三番議員（仲井真元楷君）の御貭問が出ておりますのでこの議亊をスムースに運ぶために日程を一括して上程されておりまするが、市長の施政方針に対する貭問と一緒に審議して貭疑をして頂いたらどうかと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

只今三十番議員（赤嶺慎英君）の緊急動議に対して賛成するものであります。と申上げますのは先程上程されております、五議案に対しては何れも施政方針と関連するものであります。從いまして施政方針に対する貭疑も含めた方が良いのではないか、とこう考えるものであります。三十番議員（赤嶺慎英君）の緊急動議に賛成するものであります。

○議長（泉正重君）

三十番議員（赤嶺慎英君）の動議のように五つの提案は総て市長の施政方針に大なり小なり関連を持っておりますが故にこれを取扱うために市長の施政方針に対する貭疑をも一しよに加えてやっていきたい、こう云う動議に御賛成の方は挙手願います。

○議長（泉正重君）

（挙手者多数）大多数であります。依って動議の通り取計らいます。では只今の三番議員（仲井真元楷君）の貭問に対する市長の答弁を求めます。

○市長（瀬長亀次郎君）

今の御貭問は真の民主主義の育成、これについてどう考えるかと云う貭問であります。色々関連しますが私は具体的に申し上げます。何故ブルジョア民主主義を育成しなければならないかと云う問題であります。ブルジョア民主々義と申上げますのは資本家擁護の民主主義と云う風な意味でなしに市民的自由、この市民的自由を確保することが真のブルジョア民主々義であると考えております。現在において今三番議員（仲井真元楷君）はマッカーサー司令官がおしやった言葉を引用しておられますが私は賛成であります。若し、民主々義の国に言論、出版、結社、集会、デモストレイションの自由、これがないならば民主々義ではありません。御承知の通り、フランス革命を契機と致しまして、封建社会の圧迫を受けた所謂市民的自由、即ち、その当時資本家階級が労働者と一緒になって封建の圧制を跳ね返すといったあのフランス革命がきっかけとなって、次第次第にブルジョア民主々義が繁栄して来ておりますが、これが軍亊占領下においては非常に狭められていることは御承知の通りであります。一例を申上げますと言論の自由、出版の自由、結社の自由、或いはデモストレイションの自由、これが本当に沖縄においてあるかどうか、ということを考えます場合に私達はこれこそ育成しなければならない点が沢山あると考えております。一例を又引用しますと、言論、出版の自由、これは日本並ではございません。新聞社をとって見ても分ります。沖縄の新聞は許可制になっております。毎年一回切替えます。この毎年一回切替えると云うこと、自体が新聞に対する、言論に対する制限であり制約であります。そして新聞記者は如何に書こうと思ってもその制限と統制は新聞記者並びに編集まで圧力が加わって亊実が書けないという処迄来ております。こう云った問題は少く共、日本並に持っていくとすればもっと沖縄の天地は朗らかになると考えております。結社の自由に致しましても例えば人民党は共産党であるから非合法化すべきだというような議論も出ており、又新聞紙上でもちょいちょい出ております。結社の自由これは如何なる制度であってもブルジョア民主々義が完全に生きているとすればこれは許されなくちゃならない、問題であります。言論、出版、結社、集会、デモンストレーションの自由というのは市民的自由、これが一番大きな問題であります。從って私達はどうしてもこの民主主義の根本である言論、出版、集会、結社、デモンストレーションの自由を確保しなければならない。それから人間の生活は朗らかになってゆき、暗雲は次第に遠ざかっていくと確信しております。尚関連することはこの資金凍結の問題についても同様でありますがこの問題は別にあとで色々議案として案件として出ているようでありますので以上申上げておきたいと考えます。

○宮里敏慶君

私は瀬長亀次郎氏と中学の同期生であり、非常に親しい友達でありますが、政策的には真向から反対する者であります。資金凍結預金封鎖、補助金の停止で那覇市の市民は皆な不安な暗い生活を続けております。

亀次郎氏も色々演説会に於ては、何時でも明るい政治、住みよい町にすると何処の演説会でも言っておりますが現在に於てはその逆になって市民は不安な生活を続けております。資金凍結の解除は市長として現在非常に重要な問題であります。

瀬長市長は軍から共産党であると言われ尚又仲宗根源和氏の発行する、手紙の中にも瀬長氏ははっきり共産党だと発表されております。軍は共産党の滲透を防ぐために沖縄に莫大な金を投じて基地を作っております。亀次郎氏が共産党であれば那覇市に対する援助、それから総ての金の貸借りなんかも絶対軍としてはやらないと思います。これは子どもでも敵に金をやらないということはよく分っております。亀次郎氏は共産党と言われた以上は是非とも司直の手を借りて裁判して白か、黒か、即ち、共産党であるかないか、ということを、はっきりさせればこの資金凍結その他の問題も自から解けると思います。これに対して市長は司直の手を借りて白黒をはっきりさせる意志があるか、どうかを、お訊ねします。

○市長（瀬長亀次郎君）

朗らかな貭問でありまして私も非常に朗らかになっております。別に白か、黒か赤か司直の手によって調べさせるのかどうかわからんですが、これは司直のやることであって私が裁判を申し出るのかでないのか、これは別として私は数次に亘って言っておりますが人民党は別に共産党であるといったようなことになっておらないのです。沖縄人民党はちゃんと合法政党であります。許可されております。もう生まれてから九年位いなります。その間沖縄人民党が共産党であると騒ぎ立てられたのはございます。ビートラー副長官の如きは、あの大島における中村安太郎議員の選挙で約十万枚と推定される印刷物を発行してそして沖縄人民党は、共産党であるからこれに投票するなということを海を渡って大島の全島にばら撒いたことも私は知っております。然しどんなに共産党だ、共産党だと言ってもそうじゃないのだからこれは仕方がない。沖縄人民党は沖縄の特殊亊情から生まれた、最終目標が日本復帰にあると云うことを謳っている人民党であります。そして労働者、農民、中小商工業者等一般勤労大衆の利益を守って、そして日本復帰を最終目標として結成された、結党された政党大衆政党として沖縄人民党は規定されております。

だから今別に裁判にかけまして瀬長亀次郎が白か黒か、或は赤か青か、これは別と致しましてそういったようなことは私、考えておりません

（拍手）

○仲井真元楷君

私の貭問が途中で司直論が出て消えて仕舞いましたが続けます。真の民主々義に対するブルジョア民主々義の解釈を後で聞こうと思っておりましたが、市長からの話がありましたのでもう一度それについては次の貭問で申し上げたいと思いますが沖縄の民主々義は民主々義の理想を可能ならしめる現実の条件を一歩一歩実現して行く地味な努力が伴わない限りは口先丈の民主々義になり單に民主々義に関する理論になって仕舞い却って沖縄の現実からの逃避になるのではないかと思います。それは理想に走って議論をすることは無益となり却って有害な結果が生まれて来るとこう私は思います。

民主々義の本貭を論ずるときには常に沖縄の現実を中心に置き乍ら議論を展開しなければならないのでありまして一番大亊なのは沖縄の民主々義をどうすれば確実に前進させることができるかということでありまして、沖縄の現実を無視したり我々の生活内容を軽視するようなことになったならば、この考えに対しては我々は警戒しなければならないと思うのであります。

沖縄の場合、我々の考えの重点は飽く迄も今先申し上げましたように生活内容でなければならないのでありまして、單なる表面的な生活形式や自己欺瞞的なイデオロギーにあるのではないのであって沖縄の民主々義は今申し上げたような条件の下で軍政下という課題を背負って初めから出ておるのであります。この点の反省に不足する処があるならばこれこそ多くの不幸や衝突が生れて来るのであります。然し乍ら米軍に対する盲目的服從と盲目的な反抗とはこれは結局一つの権威に対する依存的な性格の異った表現であってこの二つの傾向は全く同じようなもので対外の権威に対して拘束されているという点では同一の性格であり、同一の傾向であると私は思います。他の者に身をまかせなければならない非民主々義的な性格以外の何者でもないのでありまして、盲目的服從、これ即ち非民主々義であり盲目的な反抗も非民主々義であると断定致します。この性格を私達が克服してこそ沖縄の現実にある民主々義というものの育成が出来て来るとこう考えられるのであります。處が世界の政治上の総ゆる現象や亊件は今対立する二つの勢力の関係に支配されておりましてこの両勢力の戦力的な観点から民主々義の意議を考えなければならないような亊態になって来ております。然し乍ら沖縄の人口の増大、死亡率の低下、生産の向上、生活水準の進歩等の社会的な変化はアメリカの経済的な援助によるのでありましてこれに対しては住民の大多数が聡明なる意図の下に一致した条件を見出して住民の現実生活の民主々義的前進のために沖縄住民の現実生活を共通の主題として米琉の深い広い共同の場を見つけるべきであり、一歩一歩着実に沖縄の民主々義を養って行くべきであると思います。

この考え方に立ちました時に市民の繁栄が招来されるのであるが、相互に米琉と協力することによって市長の施設方針にもあります通り　相手を信ずることは　知らしめる衝動へ導く、知ることは理解の始めである　理解は協力を生むと明言しておりますが我々はアメリカに協力してこそ今日の現実の沖縄におきましては、民主々義の育成が出来、沖縄の前進があり、十一万那覇市民の繁栄が齎らされるものと信ずる者でありますが、市長はこの考えで米軍に協力できるか、その意志がありや、否や又その協力体制は如何にしてやって行こうとするのであるか、その辺の御見解をお伺い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

只今の御貭疑はアメリカに協力できるかというのが、大体結論のようであります。

三番議員（仲井真元楷君）のおっしゃるように民主々義は具体的なものであり空に飛んでいるものではありません

飽く迄も現実を直視しなければならないと思います。現実とは何かということになりますと、非常に面白い現実になっている訳であり、例えばアメリカが真にアメリカ的と申し上げましょうか、或いは市民的な民主々義眞の全大衆の民主々義を若し育成するということであるとするならば私は又それを信じたいのでありますが沖縄に於いて行政、司法、立法というのがあって琉球政府を形造っている、この琉球政府のうち、民主主義のルールに從って選挙されたのは只立法院丈であります。一番肝心な行政を担当する行政主席は任命となっております。更に人権に関する司法、こういうことも判亊は任命でございます。

民主々義のルールに從って一日も早く行政の首長である主席を公選にしなければならないことは全県民の民主々義の叫びであります。処がそれが沖縄にはございません現実であります。それから裁判官もその通りであります。任命でございます。これも矢張り民主々義のルールに從ってその長官は選挙制でなければならないということはこれ又那覇市民を含めて、全県民の民主々義の叫びであると考えております。

こういう風に現実を見ました場合我々はどうしても、眞の民主々義は沖縄にも早く来ることを要求しなければならないし、それから軍政下にあるということも私も三番議員（仲井真元楷君）と意見を同じくする者であります。

十一年間沖縄は軍政が續いております。対日平和条約が発動して　そしてその第三条によって占領統治は終息をする。所謂占領統治は止めて、民政に移し本当に民の政治が施行されるものと思ったらそうではなくして、相変らず布令布告が沖縄の最高権威として今施行されております。これも現実であります。

この現実は然し民主々義の線に照します場合にどうしても占領当時の政治、あの軍政を除いて貰って真に民主義のルールに從って民政が施行される筈であります。

それがない、これも現実であります。この民主々義に逆行するような線を成る丈我々の力で押し退けて或いは払拭し努力をして、真の民主々義、占領地下から離れた我々の力によって選んだ者が政治をとるという方向にもって行く場合に自ら色々な問題が解決されるのではないかとこう考えております

よつて結論と致しましてはアメリカに対して協力できるかどうか。協力してそして米琉の話合によって亊を運こばなければならないということも三番議員（仲井真元楷君）と同意見であります。そのために例えば資金凍結の問題についても話合をするために二回に亘って私はバージャー民政官に面会申し出をしておりますが拒否しております。拒否されても何百回も申し出る積りでおります。話合うために、今度の話合の問題は何かと申し上げますと八千七百万円の軍の補助金の打切り何故打切ったかという理由、更に起債事業として残っている八千八百万円の琉銀融資の拒否の理由、何故拒否するのですか。更に市預金税金を含めて市の預金が今三千一百万円ありますが銀行に預けたら封鎖凍結されてしまっている。この問題はこの前アメリカの新聞記者二人、ロンドン、タイムスの東京支局長も交えて外人記者三名に話しましたら「市の預金を凍結するのですか、へえー」とびつくりしておりました。「こんなことがあるのでか」と二回、三回に亘ってこの預金というのはどういう種類のものか聞いておりました。向うの常識では、考えられないのです。ブルジョア民主々義の線では考えられないのです。市が金を持っていって預金をしたら封鎖凍結する。あの新聞記者の常識では考えられんものですから三回位いに亘って私に聞いておりました。然し亊実なんで仕方がないとそう話しましたら書いておりましたがアメリカの新聞、或いはロンドンタイムスに應て載ると思います。妙なことが沖縄に起っている、那覇市に起っている。変だ税金を持っていったら凍結されて仕舞った、こういうことなんです。結局どうするか、私は飽く迄も、アメリカと話合って話合によってだんだん話が良い工合に行けば纒まって来るんじやないかとこう考えております　アメリカに対して協力するしないというよりはアメリカの政策が本当に常識で判断して正しい政策であるかということが論点となると考えております。若し常識で考えても正しくないという判定がされれば誰でもこれには協力する等ということはできないと私は考えております。

これは三番議員（仲井真元楷君）もおっしゃいました盲目的な服從をやっちゃあいかん、その通りであります。正しい政策を打出すと思いますアメリカも民主々義の国であるからその正しい政策をお互いの話合いの場所によって解決することが新市長としての考え方であり基本的態度であります

○仲井真元楷君

次は眞の民主々義というものが沖縄の那覇市においては市長が全身全霊を打ち込んで守り抜かなければならないというのが侵されつつある民主々義である。こういう風な御意見でありますがその根本的な考えの源になるのは今先の市長のお話によりまして、ソ連的な民主々義じやなしに、西欧的なアメリカ民主々義といったような解釈が成り立つのだ、こう思うのでありますが、この西欧民主々義ないしはアメリカ民主々義として別名に謳われている處のブルジョア民主々義の歴史をちょっと振り返ってみますとイギリスにおけるブルジョア民主々義制度の出現は十七世記前半から後半におきまして、これはチャールス一世の処刑或いは、クロムウェルによる共和国の成立或いは、名誉革命といったようなことが現われており、アメリカの独立宣言においては植民地としてのアメリカがイギリス本国に対する一つの特権に対する戦いであり、尚又フランス革命は御承知のようにルイ十四世から続いて来た悪政がルイ十六世になりまして特権階級に対する小市民あるいは商人階級といったブルジョアジーの一連がルソーの思想に啓発されてここに革命が勃発してブルジョア民主々義の進展をみたといったような恰好になっておるのでありますが　これを詳しく申し上げるのは避けまして、結局都市の市民及び商人階級、即ち、これを第三階級と申しておりますが、この第三階級の新興ブルジョアジーが十七世記以降自らの役割を演じて、そしてイギリスの今申し上げましたような共和国の成立となり或いは、名誉革命となりアメリカの独立となり、若しくはフランスの革命の根底をなしたといってもいいのでありまして特権階級に対する階級的な反発と闘争の歴史であります。つまり第一、第二階級としての貴族、僧侶、大地主などの階級に対する第三階級としての庶民あるいはブルジョアジーの戦い其處迄はまだ労働者の意識という處迄は第四階級として行っておりませんが、そういった特権階級に対する闘爭の歴史であります

日本におきましては、明治七年に自由民権の運動がこれと同じものでありましてその思想は結局日本においては決底的にこの革命が成就するという處迄は行っておらなかったのであります。翻って沖縄はどうかと申しますと明治の初年に矢張り民権思想の一つの現われはあつた。それは卑近な例で申しますと沖縄の人は、藩閥の一つの、日本政府の或は鹿児島からの圧政に馴らされて鹿児島商人がやって来たら金左衛門殿小太郎殿という敬稱を付けて商人に対してやっていた。處が民権思想が入って来た時に逸早くこれが那覇っ子の民権運動の一つの思想となって　もうそういう「殿」は付けない、平尾、中島と敬稱を取ってやって来た。そういったものが一つの沖縄における民権運動でありますが然しイギリスやフランスのような革命迄の発展は行っておらないのであります　このブルジョア民主々義の発展におきます　政治的なイデオロギーの方式は社会法則或は政治法則がこちらではまだ発達していないので一般大衆もそのブルジョア革命の時に政治的に未成熟の時代でありますので今日の共産主義や社会主義のような能動性周密性或は普遍性というものは樹立されなかったのであります。從って当時は政治的な理論に対する人民大衆の理解若しくは攝取というのは非常に狭い範囲に縮められておったのでありまして人民大衆の政治的勢力としての自治と組織の未発達の上に必然的な帰結であったと思います。

そういうふうにみましたときに特権階級に対するブルジョアジーの反発と闘爭の歴史を市長も認められておられるのであるならばこのブルジョア民主々義の成就ということは歴史的に見た時にどうしても矢張一つの革命といった處にもって来なければならないのであり、フランス革命のように牢獄をぶち壞して其處からフランスのブルジョアジーの一つの勢力が発展して来た基礎が出来て、暴力革命或は制度、そういった革命運動に迄もって来なければこのブルジョア民主々義の樹立は望まれないと思うが、一切の不正と不義を跳返す不当を跳返して徹底的に抵抗する　ヒューマニズムの精神を持つ市長であるならば、一体このブルジョア民主々義の確立、及至はこれの育成には革命的にもって行こうというのであるか。それとも一体何年待ってこの時期が来る迄隠忍自重何時迄待たれようとするのであるか。そういった那覇市の侵されつつあるブルジョア民主々義を守るために四ヶ年の市長の任期においてやらうというのであるか。そういった、意味ではなしに、どういった手段方法でこれをやろうというのであるか、その根本的な態度にお伺いしたいのであります。こういうような問題がはっきり示めされたならば示されることによって市長の抱いていることが繰返えし繰返えし人民党は共産党ではないといったようなものの氷解もあるいは見い出されるかも知れませんし、また繰返して申されておりますように人民党か本当に共産党でないということが、共産主義を信奉しないということをもう一度はっきりと腹の底からの誠意をもってお答え願いたいと思います。どうも瀬長氏が共産党でないといつても、平家物語の重盛が父清盛を観迎に行つた場合後白河法皇を鳥羽の北殿に移そうとして兵を集めた。その時に重盛がやって来た時に　腹巻の上に素絹の衣を慌てぎに着たまいけるが胸板の金物少しばずれてみそけるを隠そうどと衣の胸をしきりにひきちがへひきちがへぞしたいまいける。　といつたようなことになつては甚だ重大であり、滑稽であると思いますのでこういつた意味におきましてブルジョア、民主々義の確立の方法それと、もう一つは今の侭発展して行った時に何か、共産主義的な臭が立ち込めつつあろようにもなる思われますが、その辺の市長の御見解をお伺い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

だんだん話か佳境に入って面白くなつております　即ち、平清盛が鎧の上から絹のヴェールをかけていた。ちらちら見えるということは共産党の鉄兜を冠って上にブルジョア民主主義の偽装網を被っているのじやないかというのともう一つはもう一つは暴力革命でもってブルジョア民主々義を達成しようというのか、こういう問題だと思いますが、これに対してお答えします。私は、別に共産党の鎧いを着けてその上から白い白衣を着けておるのではありません。はつきり申し上げますと、これはビートラーさんが私にいったことなんです。

これは土地問題でありました。具志の土地の収奪並びに渡具知部落の立退の問題について立法院を代表して行った時に私に対して瀬長は二つの帽子をかぶつている一つは人民党の帽子一つは共産党の帽子、その二つの帽子を時に冠り換えてて来る　これは止めんといけないという風なことをいつておりました。じやその帽子が二つの帽子であるか、どうかは具体的に話合で決めましう、あなた方は具志部落のあの武力接收はいかん、渡具知も余りよくない圧力で接收した。これは何も帽子の問題ではなしに土地の問題でありますと、土地問題は強制收用はいけません武力でもって被た領地住民の私有財産を取上げるということは如何なる場所に於いても如何なる統治形態に於ても取らるべきではありません。私はそういう場合には断乎として反対致します。これ丈である。私の姿は万一アメリカの軍政が我々の常識で判断しても十分納得の行く政策であれば協力しますが、我々の常識でもつて判断して正しくないと思ったら、私は真向うから反対をするということを言ったことがあります。從って私は赤い洋服をつけている時は赤い洋服であります。緑の洋服を着けている時は緑の洋服で別に上から何もカムフラージュしておらない。更にブルジョアを守るということではないのであります。飽く迄もアメリカに於てさえやられている、このブルジョア民主々義が沖縄に於いて行われていない。アメリカが本当に沖縄の民主々義をマッカーサーの言を借りて言えば奴隷的なものではなしに本当の民主々義をしくというのであればもう、何年になりましょうか。一日も早く民主々義のルールに從って一切の非民主的な政策をやめて貰えば皆が安心して理解の下にすべてが運行されるのじやないかと、考えております。更にもう一つは革命の問題であります。私は又私の屬する人民党も暴力革命を絶対に否定致します。明言します。結党以来九ヶ年間私も又私の屬する人民党も暴力によつて政府を転覆しようとしたり或は暴力によつて市民主活、県民主活を破壞しようとすることは否定しております　そして、我々は飽く迄も議会を通じてこの民主々義を育成して大衆の盛上る力でもつて日本の九十万祖国の同胞の力を一緒にして一日も早く日本に復帰すること。そうすれば今より幾らか、政治形態も良くなると考えております　日本は国連に加盟致しまた、加盟致しまして国連憲章第七十八条によつて主権は完全独立国として認められた筈でありますが、この日本の領土である沖縄はサンフランシスコ条約第三条によつて祖国日本から断ち切られております。これ丈でも日本が完全独立国でないということがはつきり現れております。だからこそアメリカのワシントンでは行政権丈は返還しないといかないのじやないかということが伝えられておるのはそこら辺からの国際的な諸情勢の進展は既に話は其處迄来ております。我々は一日も早く民主々義のルールに從って暴力革命ではなく、議会主義を中心として話合によって我々の望む祖国への復帰を押進めて行かなくちやいかないと、考えております。飽く迄も暴力政策ではないということを、はつきりと茲で断言を致します。

○仲井真元楷君

分ったようで余り分りませんが、暴力革命でないということは、はつきり致しますが、さて残る問題は特権階級に対するブルジョアジーの反撥と斗争の歴史であるということは、これは亊実でありますが、それでは今日の沖縄ではその当時の社会制度と比べて見た場合に特権階級というのは一体軍を指しておるのであるが、琉球列島米国民政府を指しておるのであるか若くは琉球行政府を指しておるのであるか、その辺の御見解をお伺い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

私別にアメリカが特権階級だということをいった覚えはありませんがアメリカは私の判断によると、階級というよりは統治者なんです。所謂、支配者なんです。このアメリカの軍亊支配、この軍亊支配から来る諸種の問題が起っております。この軍亊支配は誰でも民の手で我々が自分で自分を治めるという制度に変えて行かなければならないと皆そう考えておると思います。

だからアメリカの絶対的軍亊支配ではなしに自分達の政治と自分達でやるという方向へ向けて行くことこそ真の民主主議の第一歩を画するのぢゃないかという風に考えております。

○仲井真元楷君

最後に今一つお伺い致しますが、我々が臨時議会を要請した、その最も根本的なものは、結局は案件のこれ丈の要素の中にある重大なものは私は私なりの解釈で致しますならば資金凍結の問題でありますが、これは若し瀬長市長がおっしゃるように氷が水が固まったんだいったようなことでありますならば問題のこの雪解けは瀬長市長のおっしゃるような風であればその底い、表面氷があるならばその底に流れるものがある筈なんだ、そうするというと雪解けがあれば必ず暖かい平和な春が訪れて来る筈なんだが底流する處の我々の心配する大きなものがあった場合にはこれは雪が流れて解けるじゃなくて那覇市に危険なものが覆いかぶさって来る筈である。從ってもう一つの見方は單に水が凍って氷になっているならばこれは瀬長市長の体温でも或は融けるであろう處が、豈図らんやこの凍結はこれは氷点下百九度六分であるドライアイスである。觸ったら火傷をする。だからなかなか瀬長市長の手でこのドライアイスを融けさせる丈の熱情があるかどうかに私は非常に疑問を持つものであります。何時迄も那覇市民をして暗い合間を歩かさないようにやがて春が来ると云うならば本当に春を、越させて立派な福音を齎らして人民党が共産党でない、という、愛国民主々義というのが或いはブルジョア民主々義というのが、必ず実現される日がやって来ると思うがまだそれを信ずる訳には行かないのであります。

○大山盛幸君

私は二つの問題について瀬長市長にお伺いします。人民党書記長を辞めて那覇市長に就任した瀬長さんは市民の公僕としてやって行きたい。又行かなければならないと就任挨拶におっしゃっておる。又記者との一問一答に私は常識で考えられないことはしません　從来の市長がやって来た通り市政を進めて行く幽霊でもない。驚くようなことはしませんよといっておることが、新聞記事にも載っておりますが、市長となった上は十一万市民の福祉増進のために人民党の政策に抱束されることなく人民党の中央委員会なるものの支持も全く受けないでやって行くという心構えであるかどうか、詭辨を弄さないではっきりと簡潔にお答え願いたいと思います。

○市長（瀬長亀次郎君）

人民党の中央委員会の決定に抱束されないでやるかどうか、という問題を明確に答えろということであります。私は沖縄人民党は党大会であろうが中央委員会であろが、常任委員会であろうが、党のために総てを決定してやる政党でないということをはっきり知っております　政党あっての市民ではない政党あっての県民でもない、その逆である　市民の利益これを中心にして県民の利益これを擁護するために政党は生れております。從ってこの政党の中央委員会或は常任委員会が決定することは市民のためになると思って決定するであろうと考えております。從って若し市民の利益に反するようなものを決定し、押つける場合には断乎としてこれに反対する。これは如何なる政党人であってもその通りである。逆に人民党の中央委員会の決定が市民の利益になる場合には私は喜んでその政策を推し進めて参ります。政党人である以上例えば皆さんが民主党或は社大党の党員である場合もその通りであると思います。政党の決定は全部正しいという風なことにならないかも知れませんが正しい場合には我々は進めて行く　正しくないと断定する場合には抱束される必要はないと考えております。飽く迄も市民と県民の利益の先頭に立って一切の努力をするというのが政党であると考えております。政党の存在理由も亦其所にあると考えております。

○大山盛幸君

全くなんであるかはわかりませんが、これは人民党の中央委員会の政策が瀬長書記長時代にはっきり打出されて中央委員会で決定された亊項をこの選挙当時の人民党の公認市長としての政策綱領として謳ってある　この政策　那覇市施政綱領と今度発表した施政方針とは何ら変る處がない。こういう点を考えた場合に非常に矛盾する。これは今の市長の答弁から見ると正しいことを決めたから正しいものだ、と思って十一万市民の福祉のためにやっておるというかも知れないがそんなら若しこれをどうだとするならば書記長を止めて瀬長さんは矢張り人民党の党員であり、親方である。顧問役に変りはないと思う。そうすると沖縄人民党の綱領規約の第七番目の植民地的重税反対、合理的な累進課税にせよ　という項目があるが、その七番目の項目の第五項の教育税の廃止ということが明確に謳われておる。教育税の廃止　現在の那覇市長である。瀬長さんは、教育委員であり市長である。市長である以上は教育委員会から提案された處の教育予算をちゃんと課税をして又それを徴税しなければならない義務がある。この教育税撤廃ということに、対して、これは正しいものだと思って一月の中央委員会では決定したと思うが現在の市長として、これをどう思いますか。

○市長（瀬長亀次郎君）

施政方針は人民党の政策の中で特に那覇市の選挙を通じて又当選したら、こうやるということを明確に表はしておりまして今二十八番議員（大山盛幸君）がおっしゃるようにあの施政方針は殆んどが市民に公約した政策であります。

これは正しいと考えております。そこを勇気を持ってやって行きたいと考えております。教育税につきましては皆さんもお考えになっていると思いますが、教育委員会の中でも、この教育税は廃止してもつと税金として合理的な税制にもつて行った方がいいんじゃないかという意見もございます。で教育税を廃止して教育が出来ないようにするためとではなしに、教育税をもつと合理的な方向にもつていって税金が取れるようにして教育が出来るような方向、これについては勿論施政綱領には謳ってございませんが、更に検討を加えて那覇市の教育税というものはこうなっているのでこれに対しては立法院あたりにどう要請すべきか、という行き方が具体的になって来ると思います。

その際明確にやっていきたいし、更に申し上げますが、飽く迄も施政綱領というのは人民党の政策の中から特に那覇市においてこうこうということが必要である。或いは又仮りに胡差市の市長選挙に人民党の党員が出る場合には胡差市としての施政綱領がある筈であります。石川においても同じ又農村地帶においても同じであります。そう云う意味で施政綱領は、掲げておるので　これは確信と勇気を持ってこの施政方針を貫きたいし、それの具体的な問題については六月の予算市会にこの裏付がなされる筈であります。

○大山盛幸君

はっきりと人民党の選出された市長としてやって行く、そして人民党の中央委員の決定した亊項によるのだということが内々窺われます。

こうなった場合に教育税の撤廃ということをはっきりと謳われておるに拘わらず今度は又教育税の撤廃じゃなくして、税の適法化だと云う風におっしゃっておりますが、これこそ「ジレンマに陥った處の答弁と解しまして、それ丈にします次は、色々な情報を私の支持者から入った怪ニュースでありますが、瀬長市長擁護のための人民党の四原則なるものについてお尋ねする。最近瀬長市長宅において人民党の重要メンバーが集まって内密に市政の乘取りに対する四原則なるものを協議したらしい。その一つは市職員労働組合の強化、その二つが部課長人亊の刷新その三つが、二十七名議員の結束の撹乱即ち、離間工作、その四つが「市民の友」の人民党機関紙化、以上の四点であるらしい。これを一つ一つ分析する一番目の市職員労働組合の強化は、職員の生活条件の改善や市政の民主的運営云々という美名の下に組合員の中の人民党員やその同調者を扇動して党勢拡張を図ると共に市長の擁護をさせ、人民党の幹部の意図する策略を好妙な手段で実施させて行く方針であるらしい。その二つの部課長の人亊の刷新は労働組合を通じて部課長に嫌がらせを言わせ一人一人の部課長が椅子に居辛くなるように間接的に退職を余儀なくさせることであるらしい。その三つの二十七名の議員の離間工作は個人に対して個人中傷等を行って結束の撹乱をするらしい。四番目の「市民の友」の人民党機関紙化は市長擁護の記亊や二十七名議員の攻撃記亊或いは、不利になるような記亊を「市民の声」として或いは市民の要望とかというように巧みな手段で編集して市民に人民党市長の良さを宣伝し、党勢拡張を図る材料にすることらしい。四原則にも色々あるが、これ誠に市政撹乱の四原則と言わなければなりますまい。瀬長市長はこの怪ニュースを否定しなければこれをどう思うか、それとも今言うたことは全くデマであるというのかどうか、お答え願いたい　簡単にお答え願いたい。

○市長（瀬長亀次郎君）

全部嘘のように聞えるかも知れませんが四原則は協議したことはないのです。これは全く怪ニュースですな。これについて私はあなたが言われたこととバージャー民政官が外人記者に話をしてＵＰ・の電報を通じて産経記亊となって現われたことと非常に似通っていると思います。バージャー民政官は非常に神経を尖らしになられまして例えば新市長の施政方針の中に区長制の復活を謳っておるのであるが、この区長制度は人民党の共産党の細胞を作ることが一つの狙いである。さらに、労働組合の育成ということも書いてあるがこれは労働組合を共産党化するのではないかというようなことをいっております　市民の友については何もいっておりませんが、更にもっと言葉を敷行して、人民党市長追出しのためにはこうこういうことをすれば宜しいということを示唆しているようであります。これはなかなか容易には退陣しないから退陣させるためには市条例を改正する。実際間違っている。立法院で決めなければいけないやつらしい。今一ヶ年のリコール制であるが、一年を刻んで六ヶ月、もっと刻んで三ヶ月位にして追出せるのだ、追放せよといったような、法的なことも教えているようであります。我々としてもそういう四原則なるものを打ち立ててやる場合には大へんなことになる。又これは通る筈もありません。労働組合はそんなものではないのです。私のものではない。六百のものが決めるのであって、これを何とかする少し神経貭になっているようであります。バージャーさんが何とかする。バージャーさんは即ち、神経貭になっているようです。それから部課長の問題も施政方針に述べた通り、私は断乎として、今の、あの施政方針に謳われている、態度を継続していきたい。

嫌がらせで有能な者迄辞めさせようとする政策等ということは全然取りません。市民の友も機関紙には絶対致しませんし、市民の友はあることないことをいうのじゃなしに現実に現われているものを枉げずに市民に訴えるこれが市長の方針でございます。市会の撹乱、これはまあ、常識で考えても分ります通り、二十七名の議員を一人や二人で撹乱することができるものでないと思いますので御安心願いたいと思います。

○大山盛幸君

長い答弁ですが簡潔にエースかノーか簡潔に返亊して貰いたい。デマであるとするならば結構なことであります。然らば後日のために特に念を押して最後にお尋ねします。人民党の党勢拡張を目的にした先ほどの四原則なるものがデマであることを將来とも実行の上に確かに約束して貰いたい　これは、出来ると今おっしやっておるから敢えてできるかどうかは問いません　できるといっている以上二十七名の議員の離間工作は勿論わかる問題であるから何でもないのですが、職員労働組合の問題ですが、これは市政の破壊活動を労働争議を援助するようなことは或いはこれに類似のことを人民党は口先では絶対にしないといいますが人民党の顧問である瀬長市長の施政方針の第一、施政の民主化、第四項の市職員労働組合の育成云々を如何に実施するか、これを具体的に説明して貰いたい。しかも簡潔に

○市長（瀬長亀次郎君）

非常に簡潔に申上げます　これは別に御心配は要らないと思います。あれは労働組合というのは簡單なものではないのです。私は十数年に亘って組合のことを知っておりますが例えばです、ここには労働組合は生まれたものの亊務所も未だないのです。亊務所を貸して上げるといったようなことは矢張り雇用者としてなすべきものであると私ははっきり労働、これは労働組合法にも謳われております。例えば組合専從職員これはないようであります。こういった専從職員を認めて呉れと要求があれば矢張り市長はそれを認める積りであります　そういったような方向へ何も私は労働組合には入りませんあれは、労働組合というのは全部労働者の団結の力で育成していくものであってただ、雇用者は組合側から要求があれば便宜を与えること丈しかできんわけであります。そういった点についてはまだ労働組合から決議をして亊務所を貸して呉れ或いは専從職員を置いて呉れといったことは出ておりませんのでやがて出る場合にはそういうふうにいたしたいと考えております。

○大山盛幸君

労働組合法の第七条四項の不当労働行為に陥らないように特に注意をして労働組合の育成をやって貰いたい。次に人亊問題と市民の友の機関紙化の件についてお訊ねします。市長は今度こそ責任ある答弁を明確にやって貰いたい。瀬長市長がこの七十一号の市長の友の出る前に或る青年を斡旋して総務課に雇員でもいいから臨時採用やれといって採用させておるこの青年は瀬長さんが或新聞で社長地代に部下として使っていたらしい雇員で臨時採用しているので辞令が出ていないのでどういう誤弁で胡魔化すか知れないが資金凍結その他で仕亊らしい仕亊もなく手持無砂汰である現在瀬長市長のために百人以上の解雇をさせているに拘らず市長自身で臨時でもいいからと採用させている。而も何の仕亊であるか、この七十一号の市民の友の編集に喙を容れさせているではないか、それが四原則中最も力を入れるであろう市民の友の人民党機関紙化を意図した計画的魔の手の前触れであると断言されても仕方のない亊実であるが、これに対して市長はどう思いますか。

○市長（瀬長亀次郎君）

市民の友の問題は私非常に重視しております。私に対する一切の攻撃不当であると考えております。これはあとで資金凍結の問題が出る場合に全部一時間以上に亘って説明する積りであります。如何なる干渉が瀬長市長追出しのためになされているが、これは全部私は新聞切抜をもっております。不当であるか不当でないかこれを私は明確にする積りでございます。今は私その場でありませんのでやりません。應て貭問の出るのを待ち受けております　市民の友は市政を如何にすれば全市民に知らすか、これがモットーであります。それで市民の声を又如何にして反映させるかこれが一番であります。私も新聞亊業をここ何ヶ年に亘ってやっておりますので所謂市民の友の持つこの重要性をはっきり知っております。私はそれを通じて私の言わんとする處を、市長の言わんとする處を明確に打出し市民の又一切の声もそれに載せてそして正しくこの市政が十一万市民に知れ亘り十一万市民がああそうだったのか我々は知らなかったという風になればそこから本当の民主主義が生れて来ると私は考えております。從って市民の友は今二十八番議員が言われたように最も私は力を入れて編集をする積りでありますから御諒承をお願い致します。

◯大山盛幸君

先程の人亊問題については一言も答弁していない。人亊問題については市長の権限だからよろしい、いいです。月二回発行される市民の友は一回に八千円の予算で一万百六十枚位の印刷をしておるが、これは飽く迄も市長のためのパンフレットであり人民党を有利に導く機関紙であってはならない筈である。よって七十二号以後今市長が言われた通り間違いなく、これを履行して貰いたいと思うがどうも市長は機関紙化する、という言葉は使わないか、飽く迄も市長の編集方針によってやるというようなことをはっきりいうていおる、ような感じがする。今迄の市長は総て職員に委しておる。市長自体が自分の施政方針を自分の今後の在り方を今迄の態度を市民に知らせるための編集をやるということは何だか不安である。所謂人民党機関紙となる恐れが十二分にあるような感じがする　今後この編集についてその記亊についてもそうですが、疑問を持たれないようにして貰いたい。万一編集の過程に於て市長ははっきりと今迄の市長がやったことをやるのだからして市長自体で干渉したり或は人民党員が干渉したりさせないようにして貰いたい。若しそれが亊実干渉したということがあった場合には市長は責任を取って貰いたいと思うが、これに対して市長はどう思いますか。

○市長（瀬長亀次郎君）

人民党の機関紙には絶対にやりませんから安心して貰いたい。市長は干渉するしないじゃないのです。市民の友は市で出しておりますのでこれは市長が責任を持たなければいかん、重大な市民の友でございます。

○宮城清三郎君

今迄の貭問から判断しまして那覇市民は瀬長市長が共産主義者であるという意味に於て当選させた市民はおらないと思っております。今迄の貭問内容から如何にも人民党は共産党である、だからこの解剖をやらなければいけないといったような論旨になっておると聞いておりますが私達は飽迄も那覇十一万市民の利益は何処から生れて来るか、果して瀬長市長が施政綱領に謳った處のこの案を果して実行出来るか若し今の資金凍結これを如何に具体化して打開策を講じて行くか、これが私達十一万那覇市民の代表としての市会議員の権威じゃないかと思っております。

如何にも共産主義者であるないで政党の審査会みたいになっております。こういったことをやらずにもっと誠意をもって瀬長市長が謳ってある處の施政綱領は正しいか正しくないか、これに焦点を絞って本当の市会議員としての市民の公僕としての立場からこの施設に対する基本的態度にも私達人民党の有利になるような態度は謳ってない　飽く迄も沖縄の住民は現実をよく考えてこれをやらなければいけない。そして最後は祖国日本に復帰することであるという風に基本的態度を謳っております。そういう意味に於きましてこの問題を議案にも明示してありますようなこの項目について市長に貭疑して頂きたいと思っております

○議長（泉正重君）

議亊の進め方について御注意申上げたいと思いますが只今は貭疑の時間です。議長を騙すような発言であります。討論は討論の時間にやって貰いたいと思います

時間でありますので本日はこれをもって散会致し次は二月四日午前十時本会議を開きます。

（午後零時十五分散会）
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一九五七年二月四日　午前十時三十五分開議

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二六人缺席四人でありまして議会は成立致しております。

只今から本日の会議を開きます。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ― ―――





議事日程第四号

一九五七年二月四日（月）

午前十時開議

第一　都市計画事業促進について

（五番、九番、二十番議員発議）

第二　水道事業促進について

（十四番、二十三番、二十五番議員発議）

第三　区画整理事業促進について

（十五番、十九番、二十七番議員発議）

第四　農研所移転問題について

（二十四番、二十八番、三十番議員発議）

第五　資金凍結解除について

（二十二番、二十六番、二十九番議員発議）





○本日の会議に付した亊件

日程第一　都市計画亊業促進について

（五番、九番、二十番議員発議）

日程第二　水道亊業促進について

（十四番、二十三番、二十五番議員発議）

日程第三　区画整理亊業促進について

（十五番、十九番、二十七番議員発議）

日程第四　農研所移転問題について

（二十四番、二十八番、三十番議員発議）

日程第五　資金凍結解除について

（二十二番、二十六番、二十九番議員発議）





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります。

○嘉数ツル君

若狭小学校ＰＴＡ会長及び若狭小学校長お二人の連名によりまして陳情なされた二件が文教厚生労務委員会に付託されておりますのでこの件につきまして今日この審議をやりたいと思います　就きましては本会議を午前中にして、私達委員会のために今日と明日をお願い致したい、宜しくお願い致します

○島袋嘉順君

本日の議亊日程について意見を申述べておきます。只今十八番議員の意見が出ておりますが若狭小学校の幼稚園敷地並びに校地拡張の陳情が参っております。文教社会委員会に付託されたようでございますが今日の議亊日程をどういう風に決めて行くか例えば午前中どうやる午後はどうやるといったことがございますし更にこの学校敷地の問題は多分ここは替費地処分の中に含まれているのじゃないかと思います。

そうしますと市の予算にも関係して来ますので勢い總務財政委員会にも関連して来るのじゃないかと思いますので、それを今日の午前から午後にかけて更に五日、六日、七日頃或は八日迄掛かるか分りませんが一応そういった会期の問題或は議題の内容の問題につきまして本会議を一応休みまして十分間位でも宜しうございますから全体協議会に移して頂いてそこで文教社会委員長の御意見更に總務財政委員長の御意見、そういったものを併せて審議して頂きたいと思います。又總務財政委員会において余祐があれば問題になっている崎山の農研所の問題も三十番議員からも議会の初日に御意見がございましたけれどもこれは總務財政委員会ではまだ結論を出していない而もその後に政府の方針も幾分変って来ているようであります　就きましては總務財政委員会としても検討を要する問題でございますから、併せてその点も今日の全体協議会で審議出来るならば取計って頂きたいと思います。議長に要求致します。

○議長（泉正重君）

只今十二番議員の動議、一応本会議を休んで協議会で運びたいということでありますが

（「いいでしょう」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

全員御賛成の様であります。暫時休憩致します。

（午前十時三十七分休憩）

――― ― ―――

（二番議員（上間長和）出席十時四十分）

（三十番議員（赤嶺慎英）出席十時四十一分）

――― ― ―――

全員協議会

午前十一時再開

○議長（泉正重君）

本会議を再開致します。

日程第一から日程第五迄を一括議題と致しまして貭疑に入ります。

○儀武息睦君

市長の施政方針に対する貭疑に入る前に市長にお断りをしたいことがあります。それは私は今歯の治療中でありまして、発音が思う様に参りませんのでその点悪しからず御了承をお願致します私は瀬長市長に対しまして日程になりました案件につき卒直に貭問申上げ而して市長の明快なる御答弁をお願いする次第であります。瀬長亀次郎氏は從来人民党の書記長であり、かつては立法院議員でもありましたし議会人としては常に野党として琉球の建設に邁進せられた点、本員感謝する次第であります然し乍らその過去に於ける行動たるや果して琉球住民の福祉のためにプラスになったか、マイナスになったかは本員誠に疑問に思っている次第であります。瀬長市長が人民党としての立場と、那覇市長としてのあり方につきましては先日二十八番議員大山君の貭問に対し、市長は住民あっての政党であり政党あっての市民ではない、施政に対しては党議に拘束されることはないとはっきり言明なされた点、本員賛成する次第であります。

申上げる迄もなく瀬長市長は本市に於ける最高の行政責任者でありますので何處迄も不偏不党の立場に立ち飽く迄も本市の復興と市民の福祉のために總ゆる点に努力なされることと私は期待もし、又信じている次第であります。然し乍ら瀬長亀次郎氏が市長に当選するや忽ちにして資金は凍結され、進行中の都市計画は全面的に停止せざるを得ない状態に陥り市の前途に一大暗影を投ぜられたことは誠に遺憾千万で本市はもちろん、全沖縄の住民の不幸この上もないことと本員は考えるのであります。この重大問題の解決に当り、市長は只單に眞心を以て市会議員と共にこれが打開に邁進すると抽象的に説明されておりますが、琉銀の資金凍結理由の回答もあったし、具体的の解除の案でもあれば御説明お願いしたいのであります。私は本件に於いて、總ゆる角度から検討して見るというと第一瀬長亀次郎氏は從来の如く反米的行爲を改めて、一九五一年サンフランシスコにおける平和条約の規定に基く琉球の地位を認識し、アメリカに協力することが本件解決の唯一の鍵ではないかと申上げたいのであります。資金凍結の期日も那覇市の情勢が好転する迄となっており、民政長官も先日沖縄を去るに当り嘉手納飛行場においても新聞記者会見で米國の那覇市に対する援助は新市長の行動如何によっては軍の態度も決まる方針のように私承っているのでありまするがこれに対し、市長はどういうお考えを持っておりますか。

お尋ねしたいのであります。繰返し、申上げます。この考えなくしては瀬長亀次郎氏では市の復興はできんということは明らかでありますのでこの際亀次郎氏が人民党を脱党なされて不偏不党の立場に立つ心境の変化があってこそ特別補助金起債面の工亊開始全面的に停止された都市計画亊業もこれに従亊する二千有余の失業者の解決も容易に出来るものと私は信ずるのでありますがこれに対し市長はどういうお考えを持っておりますか。お尋ねしたいのであります。繰返し申上げます。この考なくしては瀬長亀次郎氏では市の復興はできんということは明らかでありますのでこの際亀次郎氏が人民党を脱党なされて不偏不党の立場に立つ心境の変化があってこそ特別補助金起債面の工亊開始、全面的に停止された都市計画亊業もこれに從亊する二千有余の失業者の解決も容易に出来るものと私は信ずるのでありますがこれに対し市長はどう思いますか脱党する意思があるかないのかをお尋ねしたい。尚又申上げたいことは、瀬長亀次郎氏が最大の目標たる日本復帰もアメリカの協力なくしては絶対に実現しないのであります。故に亀次郎アメリカに協力してこそ日本復帰も前進するのではないか、明快なる市長の御答辨をお願い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

只今の十九番議員（儀武息睦君）の御貭問は焦点に触れているようであります。從ってちょと長く掛りますが説明申し上げます。資金棟結と言われておりますのは軍補助金打切りこれは正確に申上げますと、八千七百万円のうち、四千六百万円近く打切られております。更に一般会計、水道亊業特別会計、区画亊業特別会計そういったものを推し進めるために現在八千八百万円まだ融資が継続されなければならぬ。これも今ストップされております。更に市の預金三千百万円、この豫金が凍結されております。この三つが所謂資金凍結として騒がれている問題であります。私はこの問題を解決しなければ水道亊業の問題、区画整理亊業問題、更に都市計画全般に亘る問題が懸念されておりますので大騒ぎすると考えております。この資金凍結を打切った責任は誰にあるかということを申上げる前に那覇市長に当選したという亊実で以って斯かる処置が執られることは正当であるか、正当でないかと云うことを説明すれば誰が一体こういったようなものの責任を執らなければならないかということが明確になると考えております。これは独り那覇市の問題ではなく、又沖縄丈の問題でもなく、日本全ての問題に拡がっているし更に國際的に大きい反響を呼んでおります。何故そんなに國際的に大きい反響を及ぼしているかと申上げますと瀬長亀次郎が市長になったということは私が暴力を以って市長の椅子を奪ったのではない。正しいアメリカの布令による市長村長並に市町村議会議員の選擧法によって合法的に選ばれたのであります。そして選擧においても選擧違反も無く何ら障害も無くして当選をした。当選が確定したのが去る十二月二十六日の午後三時でありましたこの日確定すると二十七日から大騒ぎが始まっております。そこで問題は焦点に入りますが二十七日アメリカ民政府を代表してバロン財政部長、更に琉球銀行代表として富原總裁の談話が載っております。この補助金打切り銀行融資の拒否並に市預金の凍結についての理由を次のように説明をしております。バロン財政部長は要約しますと、瀬長亀次郎は私が当選したらアメリカの一切の援助を拒否するということをいっているので、補助金を打切ったのだ補助金を打切るということは当り前であるという風な談話を発表しておりこのことは皆さんも既に御承知の通りであります。更に民を代表して琉球銀行の総才は次の如く結論付けております。兎に角瀬長氏は米国の援助も又銀行融資も要らないということを公言しているので要らないものには貸す必要はない、これが理由になっております。即ち二人の軍民代表の財界並びに財政関係の代表は、口を揃えて瀬長亀次郎はアメリカ民政府の補助金は要らないというから断ち切るのは当たり前である更に銀行では借らないという人間に貸す必要はないというのが理由であります。この時私は軍補助金を要らないとは言わなかった更にもっと余計補助をして貰わなければならないのだというたんだと、更に銀行は償還能力があるとすれば誰にでも個人であれ団体であれ、貸すのが当り前であるのだといったんだといっても水掛論であるということになっておりました。處が茲に水掛論でないとはっきりした返亊が来ております　誰がどうしたかこの明快なる返亊はここに来ておりますから読んでみます。私は当間主席にも二回会っております琉球銀行の總才には四回会っております。その結果、今迄理由不明であった、補助金打切り銀行融資の拒否、市豫金の凍結の理由これが明確になっておらないのでこの理由を書面で市長宛に出して貰いたいということを要求致しましたら一月二十二日附でそれが来ておりますこれは琉球銀行總才富原守保から那覇市長瀬長亀次郎宛になっております

市豫金凍結、民政府特別補助並びに起債打切に関する回答

一九五七年一月二十一日付　那覇市財政部発第二百五號　貴状を以って御照会ありました首題の件について、左の通り御回答申し上げますから御了承願います。

一、琉球復興金融基金は那覇市に対し、現在凡そ二億八百万円の債権（貸付金）を有しておりますが復金の受託者たる琉球銀行はこの債権の完全なる回収をなす責任を負うております。然るに那覇市においては今回の市長選挙の結果、諸般の情勢が変化し、市の財政状態も今後どうなって行くか見通しが立てられず右債権の回収に不安が生じましたのでこれを保全するために最善と思考される今回の措置が講ぜられた訳であります。このことは受託者としての当然の責務であります。

一、金融機関が融資するに当ってはコマーシャルベースに立って貸付金回収の安全、確保性が強く要求され十分なる考慮が払われねばなりません。復金と言えどもその埒外にあるものではありません。從って將来の償還の見通しが不十分である対象に対する貸付は極力回避されねばなりません。この意味に於いて那覇市に対してはその財政状態の見通しが完全に立てられ債務の償還に懸念がないと十分判断される迄現在執られている措置は継続されます。これ又受託者としての当然の責任であり金融機関を管理する者の常識であります。以上のようでありますこの書面の回答の眞意は市財政の見通しがつき、即ち貸付金の回収条件が備ったならば貸すのであるという回答であります。

前のあの軍並びに富原總裁の理由とはそっくり違っております。以前は瀬長亀次郎が軍政府からの補助は要らない、協力もいらない、と言ったから打切るのだ或いは金を借りる必要はない、金を借りる必要のない男には金を貸さないというのが理由であったが今はこの書面にはっきりしている通り償還能力があると分れば貸す分らないから貸さない、此所迄進展して来ております私は市長就任後四回に亘って琉球銀行総裁に会いましたら、その三回に亘って琉球銀行總裁が私に言ったことはあなたはこの資金凍結に対しては責任があるでしょうから凍結を解くように努力して呉れと申上げましたら三回とも私達は銀行の雇人であり月給取りであって、私の進言能力は余りないというのが結論であります。これは私に丈ではありません。總務部長も一緒に行ってはっきり聞いております。單なる使い者である、月給を取っている者であって總てアメリカ民政府の意思によって動くものである。即ち私達は受託者である。そして復金の部長松田賀哲氏も口頭命令で今の復金の問題、軍補助金の問題、更に資金凍結の問題もアメリカの係官から口頭で言われたということを明確に話しておりました。處が又軍はノータッチ実は私がやった我々がやったのではない銀行の總裁がその意志に從って償還能力があるかないか不安であるので今止めている裏を返えせば不安が無くなったら貸すという處まで来ております。更に第二回目当間主席に会った目的は別に当間さんにお願いしてそして資金凍結を解いて貰う積りではなしにアメリカ民政長官に会う場合には当間主席を通ずるのが正しい行き方として規定されておりますので当間主席をおいてフライマスに直接会てそれから連絡をつけるよりは寧ろ当間主席を通じてアメリカに面会を申し込んだ方が、いいという意味で行きましたらその時の話では償還能力があるということは今の区画整理亊業、これをその侭推し進めて行くかどうかにかかっている　現在替費地処分として今地主が三割の地代を取って二割五分は道路その他のものに使い五分は現在償還に当てるということになっているが金城課長の話によると三割を二割に減らすという風なことを君は言っているそうではないか、こういった話をしておりました。處が私は金城課長にも申し上げた通り二割にするなどと言っておりません。只何故三割にしたか、何故二割五分でなければならんか何故五分はここに廻わすかという法的根拠、更に工亊関係からのこの基準を決めたことを聞いた丈でありますこれを言ったらいや金城課長が言ったのではなしに君に近い誰かが金城課長に言ったのだと又、こういうことになりましたそういうことを總合致しますと償還能力があるとすれば金は貸すそしてこの融資は継続するという裏付になっておりますこの糸口を掴むために実は文書回答を求めて去る金曜日から土曜日そして今日に掛けて財政部と建設部と市水道亊業からこれこれ一般財政からこれこれ更に区画整理亊業からこれこれの金が出て、あの年次計画で借りている融資の起債の償還は可能であるという裏付けが今日迄で出来ております。これを検討した上、明日琉銀に提出することになっております。以上申し上げましたようにこのアメリカ民政府並びに琉球銀行がとった措置が非常に猫の眼の変るようにくるくる変っております。これは国際情勢の変化並びに日本の諸情勢の圧力更に新聞記者さえ外人記者でありますがこの融資の拒否、軍補助金の打切り、而も資金の凍結、市預金の凍結は我々の常識じゃ考えられんということを市長室ではっきり言っております。私の市長当選という單なるこれ丈の亊実であの措置が執られたということは正しいものだとは考えておりません。不当なものと考えております。この問題は正しいものであるか、不当なものであるか、というけじめをつけることが一番眞先に得られなければならないことであり、そしてこれによって責任のありかをはっきりさせなければならない。資金の凍結を含めて融資並びに補助金の打切りによって工亊が中止され、労働者が四千名とかいうのが職を失って瀬長亀次郎の責任だという風に言い振らして見た處で労働者階級は、瀬長亀次郎が雇用者であるか誰が雇用者であるかを明確に知っております一人も騒ぎません、そして瀬長亀次郎に対して賃金を拡へ工亊を進めろといったようなことを言っているのは一人もおらないのであります　私がやったんではなしに寧ろ金を持っている人々が自分達の首を絞めるためにとった態度、資金家のストライキこれは正に沖縄的であると私は見ております從ってこれも具体的な解かす方法は何にかという貭問になりますが明確に私今迄申し上げましたように建設部、財政部、全部一生懸命この解除方法の具体的な数字を検討しており明日回答資料を持って行くことになっております。今日、明日直ぐ解ける問題ではなくてそういう一切の努力を続けて行く。もう見通しはついているというのは今迄政治的な問題で、やつは協力しない或いは補助金は要らない、銀行からも金を借りんでも宜しいというのが理由だったのがもうだんだん解けてきていや実はそうでないということが明確に書面で証明付けられております。その意味で具体的にこういうことをやって私は進めて行く積りであります　次はアメリカに対する協力という問題であります。私は一昨日三番議員（仲井真元楷君）にも明確に示しましたアメリカの政策が普通の常識で考えて正しいものである場合には、はっきり申し上げます協力というよりも寧ろ賛同して推し進めて行く、だが普通の常識で正しくないというものに対しては断固として反対することを明確にお答え致します。次は人民党を脱党した方がいいんじゃないか、その意思があるかということでありますが死んでも脱党致しませんということを明確に申し上げておきます。

（拍手）

（死ななきゃ解決出来ないじゃないか」と呼ぶ者あり）

（笑声拍手）

◯比嘉朝四郎君

若し、今市長が言われた案が今迄四回あったと言われるのでありますが十回あっても解けない場合は市長はどうされますか、この都計を止めるのか或いは市長の座から下るのか或いは他から財源を見付けて来るのでありますかお尋ね致します。

◯市長（瀬長亀次郎君）

努力して解けなければ市長の座から去るか或いはよそから持って来るかという問題でありますが、私は今まで申上げましたようにこの処置は不当だと考えております。不当なものに対しては徹底的に斗い抜きます。施政方針の基本的態度にあります通り不当のものであるに拘わらずこれに屈服するということは日本国民の魂として許さないと思います。又十四番議員（比嘉朝四郎君）もその通りだと私は考えております。更に他からの援助も要るかという亊でありますが施政方針にも書いてあります通りアメリカ民政府からの補助金と同じように更に日本政府にも要求しなければならないと考えております。何故かと申上げますと広島、長崎更に東京、そういったような都市に対しては戦災特別都市として日本政府は多額の資金を毎年注ぎ込んで、その復興に当っております。そして今沖縄に対しても当然これがなさるべきであるということは施政方針にも謳ったのでありますが、應てこれも具体化する見通しがあるのではないか、既に日本の各種団体、政党ではこの点について猛烈な運動が起っております。市会も日本政府からの援助に対する要請は当然なされて然るべきじゃないか、出来る丈多方面から補助金は来た方が良いのでそういうことに対しても全力を盡したいと考えております。

◯辺野喜英興君

市長に貭疑申上げる人民党が那覇市政綱領を発行しているのでありますが、それの六番目、都市計画に対して謳っております。これを読んで見ますと、都市復興計画は軍亊優先主義を止めて市民の利益を第一としたものであるため那覇市全域に亘る總合的な都市復興亊業を促進する、これをもっと細かく謳っているのでありますが、現在の都市復興計画は市民の利益よりも軍亊的必要が優先し、軍亊基地建設と深い繋りを持っているこれ迄の工亊十億円のうちアメリカが補助した約五億円の金は主として一号線、四十四号線、小禄、飛行場内の道路に使われてある都市計画を一々アメリカ軍に伺いを立ててから後に始めて議会に掛けられる状態であるこれは正に今迄の都市計画を鋭く批判しているのであります。然し乍ら当選なされて今回明らかにされた瀬長施政の大綱を示めした施政方針の中には如何様に謳われているか、これを又申上げます。これもやはり六項によって戦災都市復興計画について、こういうことであります。これを読んで見ますと第二次世界大戦の最後の戦場となった沖縄は正に壊滅的打撃を與えられたが特に那覇市は文字通り、灰盡に帰する迄に叩きつけられた。従って那覇の復興都市計画は政治経済社会文化など凡ゆる角度から検討を加え沖縄の中心都市として恥かしくない様な大きい視野に立って計画を押進める必要がある一部に片寄ることなく旧市街地の復興は勿論の亊現在市民の大多数の住んでいる区域や小禄、首里をも含めた綜合的な計画にする亊は爲政者として當然なされなければならない重要な課題であるこの際ハッキリして置きたい亊は瀬長が市長になったら今迄の都市計画に一顧を与えず無視し自分勝手な亊をやるのじゃないかと云う杞憂があるかも知れないがこの杞憂があるかも知れないと云う亊はそう云う心配はない今迄の案を踏襲すると云う亊であります

「本年度の予算に組まれた都市計画は区画整理亊業にしろこれを寧ろ強力に一押進めて行く決意を固めて」おります。これは今迄市長がやって来たものを推し進めていく全く吾々には逆だと反対だと思うこの場合問題となるのは例の凍結された資金を如何に解決するかということこういうことなんであります。こういった工合に何故百八十度の転換をしたのであか、此所を市民の前にはっきりさせたいために貭問をしているのであります　御答弁をお願いします。

○市長（瀬長亀次郎君）

別に百八十度の転換はしておりません同じ線に立っております。説明致します。軍亊優先の都市計画を止めてと非常にお気遣いになっているようでありますが軍亊優先というのは今迄の執られた処置、これが軍亊優先であると見られる訳であります。即ち一遍出したそれが瀬長亀次郎のポケットに入るのではなしに市民の利益になるといってやった金が突然アメリカの命によって打切られるこれ即ち軍亊が優先している証在であり軍が優先していなければそんなことはない筈である。出来る丈吾々としては所謂補助金は一億であれば一億五千万円であれば五千万円やって市会がどういうふうに使おうと自由に使えるような資金でありたい。又努力によってなさなければならないということでこれははっきりしております。そしてこの都市計画は首里にも小禄にもそして現在市民の住んでいる地域にも全般的に行き渡らなければならないということを私は考えております　そして特に現在組まれたあの予算を突然（変更して）そしてこれを無茶苦茶に自分勝手にやるということは絶対に出来るものではありません　そういう意味で今度の予算に組まれたあの亊業は水道亊業にしても区画整理亊業にしても或いは一般会計あいいからの亊業にしてもこれを解きほごしてやるということは不可能であります。これは出来るものではありません從ってそれはその侭踏襲して行くということは常識であってちっとも矛盾はしないのであります。私がはっきり申上げたいのは施政方針は最初にも申上げましたように市長が市会をお呼びしてそして挨拶をする、この挨拶をする機会があったにも拘わらずそれがなくなって仕舞ったので皆さん全員お揃いの場を借りて挨拶をしたのでありこれが最後に掲げてありますように本当の施政方針として具体化するのは、六月の予算市会でありますこの予算の裏付なくしては結局抽象的な貭疑応答に終るものであるということも明確に致したいのであります。施政方針というのは予算に裏付があっての施政方針であって今示されているのは挨拶程度の大綱である、こういう点を御了承をお願いしたいと考えております。

○宮里敏慶君

私は施政方針の対内的諸問題の第二の中小商工業者の保護育成と中小商工業從業員の生活の向上について市長にお訊ね致します市長は此の度の選擧演説会に於いて又そのことを力説しておりますが市長は即時日本復帰を主張しております。然し即時日本復帰が実現しても経済的に住民が如何なる地位に置かれるかをまだはっきりさせておりません。即時復帰が出来たとしたらどうなるか　日本から沢山の資金と物と人が押寄せて来るということははっきりしております沖縄の中小商工業者は忽ちにして彼らに圧倒されることははっきりしおります。尚日本には、現在沢山の失業者がおります。日本復帰と同時に数千或は数万の人が押寄せて来るということも考えられます日本の人が自由に沖縄に入ることが出来るようになったら恐らく、現在の軍作業も過半数は彼ら日本から押し寄せて来た就職希望者が占めることしなりますこうなれば中小商工業の育成とその従業員の生活の向上をどうしてするかそういう点を市長に訊ね致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

中小商工業者の保護育成を謳っておるが日本に復帰をしたら寧ろ日本から色んな資本をもって沢山入り込んで中小商工業者は苦しむのではないか又日本も失業者がおるのでこういった失業者がどんどん入って来て現在の軍亊工業に從亊している労働者も圧迫を加えられて失業者か殖えるのぢゃないかといったような御心配のようでありますが私は寧ろその逆ではないかと考えておりますと申上げますのは日本復帰しますと国土計画に致しましても全部視野が大きくなります中小企業に致しましても直ちに日本からわんさと押しかけて来て今迄の中小企業の首を絞めるような方向に行くとは考えられません更に労働者に致しましても日本から流入する丈ではなしにこっちからも自由に行きます今は旅券も許可制であって港から直ぐはいけませんが日本復帰すると鹿児島から東京に行くと同じ様に那覇から東京に行くのも熊本に行くのも福岡に行くのも自由になる又向うからも自由に来ましょう寧ろ視野が広くなって政治的にも経済的にも財政的にも豊かになると私は確信しております。こういった問題については具体的にどうであるこうであるということは結局意見の相違だということになるかも知れませんが政治的に見ましても今のような政治形態を執らずに日本国民として本当の権利を与えられてそして知亊も選擧制になるし県会議員も選擧制になる更に参議院、衆議院にも沖縄から六名或は二人送れるということになる議政壇上に於て我々は首を下げて日本政府に要請する立場か変って当然権利として日本政府に要請し得るといった点も考えられ、更に中小商工業の保護育成に致しましても單なる那覇なら那覇という丈ではなしに本当の国民的な視野の下にこの育成というのが寧ろスムースにそしてやさしくなって行くということを私は考えております

○赤嶺慎英君

市長の施政に対する基本的態度についてお伺いしたいと思います。市長は眞の民主々義を育成するのが市政に対する基本態度であるとはっきり明言されておりますが、眞の民主々義というものがブルジョアー民主々義であるということをはっきりとおっしゃっておられます。そして更に全身全靈を打込んで侵されつつあるブルジョア民主々義を守り抜くという御決心をなされるということが施政の基本態度として明言されております。處が本員としては一昨日の仲井真議員の御貭疑に対する答辨においても略々同一のこともあると思われますが、まだ不可解な處がありますので、お訊ねしたいんですが本員としては琉球に於ける民主主義は亊実の例におきまして、女性の参政権問題、或いは新民法の問題、或いは最近発効しました處の刑訴法の問題にしましても世論は余りに民主々義の法律が先行して人民がそれに追付くのに非常に苦労しているのだという處迄民主々義は非常に発展して来ているという見解を私は持っている訳であります。處が市長の市政に対する基本的態度におきましては侵されつつある民主々義という風に非常に御心配になっておられるようであります。そこら辺に議会と市長との或いは世論との食違いがあるのではないかと思われますので仮りに眞の民主々義が侵されつつあるとすれば、吾々吾々議会も今一度考え直さなければいかんという風に又そうであれば一大亊であると思いますので具体的に眞の民主々義侵されつつある眞の民主々義は良いとしまして侵されつつある民主々義を具体的に御説明願いたいと思うものであります。

○市長（瀬長亀次郎君）

侵されつつある民主々義の具体例を申上げます　これはロンドンタイムス東京支局長の話でありますがアメリカ、イギリスの新聞記者の彼等はプロレタリア民主々義でなしにブルジョア民主々義の中で生活しているので、その頭の中にはブルジョア民主々義とはどんなものであるかということについて明確に彼等は知っているので、彼等の頭ではどうも理解出来ない、一ぺんやられた補助金が打切られ更に今計画中の融資が打切られ、市民の税金を持って余っているので、これを直ぐには使えないから銀行に預金する。これが封鎖凍結される。吾々には考えられんが本当に封鎖凍結されたのが三回に亘ってこれを聽き返しております。侵されつつあります。眞の民主々義であれば本当に民主々義のルールに従って選ばれた市長、只選ばれたという丈で斯かる仕打が行われているということはブルジョア民主々義所謂市民的自由、市民的自由を守り抜かねばならないというアメリカ並にイギリスの新聞記者さえ、不可解であるということをいい、モーニングスターにもその通り出ております。彼等は上から何らの圧力もないでこちらの話すことは殆んどその侭書いております此所の報道機関で私のいうことは余り書かれないのであります。時々は歪曲されるようなこともあります。これは上に暗雲が柵引いているからであります。一例を申上げますと水の問題、具志頭村会が瀬長亀次郎が那覇市長である間は具志頭村はギーザバンタのあの水を那覇市にやることは出来ないということを決議した此の話をタイムス新聞社から私は聽きましたこれに対して市長はどんな意見を持っているかということでありました。そのとき、私は忘れもいたしません。丁度午後八時十五分でありました。あの時は文芸春秋から頼まれて原稿を書いているときでありましたので原稿をストップして、具志頭の問題は去る二十五日区長ならびに村会議員が全部集められました、村長の手によって那覇に対する水の問題を討議した様であります。那覇市に対しては具志頭村会で決議をしてギーザバンタの水をやるということではなくて口頭でやって宜しいというようなことになっておったがこの水を那覇市にやるかどうか協議した處区長さんも村会議員さんも何だこれは捨てる水じゃないか。捨てる水、というよりは具志頭の田圃に引入れて灌漑用水に使っているのではなしに海に流れているんじゃないか　これをやらないという訳にはいかないではないか又この水をやれば具志頭の四ヵ部落には簡易水道が敷かれて助かるに拘わらず吾々は何故那覇市に水をやらんということを協議しなければならぬかということを意見が大多数でついにそのときの区長並に村会議員の合同会議では話が纒まらなかった更にその前からでありますがアメリカ人が来てそうして村長ならびに主立った人々に瀬長亀次郎が市長である間は水をやらないということを協議せよ、圧力はついに加わった。そして二十六日は土曜日であります。二十七日日曜日であるに拘わらず臨時村会が開かれてこの臨時村会では既に水の問題ではなしにこれは政治問題であるから可決しなければならない若し反対する者があれば誰が反対したか誰が賛成したか、その名前迄書け、という處迄圧力は加わっている。そして遂にあの海に流して捨てる水を那覇市民にやらない瀬長亀次郎が市長である間はやらないという常識では考えられない即ちブルジョア民主々義のあの思想では考えられないような結論に達しております。そういうことを新聞社に話しましてこれを私の責任においていうのであるから書いて呉れと申上げましてもそれは一字一句も新聞に載らないのであります。言論出版もこういう風に統制されているという亊実私は何か故にブルジョア民主々義を保護育成しなければならないか所謂軍政の継続が行われるならばこれは何時迄掛かっても西洋文化の中心であるブルジョア民主々義は保護育成されることは夢みたいなものである。アメリカの新聞記者さえ、そしてロンドンタイムスの東京支局長さえ頭をかしげて変だねということを考えるにいたっては正にこの沖縄の民主々義の現情というものがこんなものであるとはっきり分ればこそ、この那覇市の市長問題は国際的な反響を及ぼしていると　私は見解をそう持っております。そして聞く處によりますと、この民主々義を守れ、沖縄の原爆基地反対のあの斗いは既に日本では國民的な斗いになって、今月の二十四日には東京で国民大会が開かれることになっているそうであります。斯く迄この那覇市長選擧に絡らむアメリカ並に財界のとった仕打は国際的な反響を呼び民主々義と國の繁栄と生活を守るため一切の努力が集中されているものと思うし、私は十九番議員（儀武息睦君）の質問にもお答え申上げた通り何處迄もこの責任は奈辺にあるかということではなしに一人の人間か那覇市長になったという亊実丈でとられた一切の声明や一切の仕打が不当であるか、不当でないか、正しいか、正しくないかを全市民が應て、知ることになるであろう、此處では知るということは非常に遲いのであります。日本では非常に早い。何故かというと、日本では私のいうことを更に民主的な諸勢力のいうことも臆することなく発表するからであります。毎日新聞にしても朝日新聞にしても国際新聞にしてもそ他労働団体の機関紙に致しましても更にＮＨＫ、ラジオ東京、ラジオ九州これは五回に亘って私に国際電話が繋がれ私の声が九千万同胞に伝えられております。だからこそ日本國民は那覇市民並に沖縄縣民よりはこの那覇市長問題の本貭を十分知り盡しております。沖縄ではこれが十分に知らされるような報道の陳客ではないのであります。私は一日も早くそういう侵されつつある民主々義が正しく姿を民主々義の線に沿って現わして一歩々々市民の生活が本当に明るくなることを希望するし、又その点に向って全力を盡したいと云うのがその趣旨でございます。

○高良清二君

先程、幸いに学校問題に触れそして二十八番議員の貭問に対して教育税を撤廃して合理的にこれを徴収し教育税に代るべき予算を立てるのだということを市長は答弁しておったのでありますがこの教育税撤廃の問題について少しく市長の見解と將来の方針について承りたいと考えておるのであります。教育税は即ち教育の自由を守りそして豫て日本時代でありましたように教育が政治に犯されないというような方針だと本員は思考するのでありますが、この教育税を撤廃して合理的にこれを徴収するというようなことは市長はそれを如何なる方法でなさんとしておるのであるが、その具体的方法について承りたい、というのは教育関係者やその他の文化団体の方面では教育税は当然あって然るべきだという見解を從来に於ても世論としてあったと私は記憶しておりますがこの撤廃の問題について教育委員会や教職員会、その他青年会婦人会あたりと話合った亊実があるのが若しあればそういう関係団体の意向はどんなものであったがその点について具体的に説明を願いたいそのお答えによって又続けたいと考えます。

○市長（瀬長亀次郎君）

教育税の問題は施政方針に書いてありませんが御貭問でありますのでお答えを致します。私の施政綱領の中にもちゃんと謳ってあります通り、私の施政綱領は対内的な亊と対外的な亊に分け、更に対内的な亊を市長として出来るもの、市会に諮らなければできないもの更に全市町村長と一丸となって立法院に要請し、行政府に要請するという区別分けをしておるのでございます。教育税の如きは寧ろそれは全市町村長の意思を纒めて或いは今、二十五番議員がおっしゃったようにＰＴＡ、あるいは教育関係者、教職員、並びにその他の団体の意見を徴さなければならないと思いますが、これは教育の基本的な問題として教育を政治の圧力から解放して独自の活動をしなければならないという意味で、立てられたものであるが亊実はそれに反して今の教育税の問題は教育委員会に市町村長を入れることによって、そして教育税を安く出来る丈容易に取れるように教育委員会は税を取ることは市町村に一任し、市町村が税金を取って教育委員会にやるという制度であります。從ってこの教育を政治と引き離し、政治から解放してやるというこの目的は寧ろ政治に頼らなければいけない、市長の政治力、市長の税金徴収の権力に寧ろ頼って始めて教育が出来るような制度であり更にこっちの財政部、あるいは徴税課あたりでも自分たちのものではないからというのでどうもその教育税徴収にはあまり積極的にならない、ということになれば教育税の集まり方も悪い成績になって来る、そういうふうなものよりは寧ろ、税金の集め方という問題よりは教育税のあり方をもっと合理的にして、そして教育委員会なら教育委員会が何ら税金をお願いします。市長さん税金は一つお願いします。という風なことを言わないでも教育が独自の活動ができるようにする税体系を根本的に直す必要があるのじゃないか、從って教育税は廃止をして、それに変るべき税種目を立てて市町村が一本の力で教育委員会や教育者に心配を掛けてお願しますといったようなことがなくても十分活動出来るような、仕組にもって行くことが現段階として望ましいんじゃないかという風に考えております。從ってその面で教職員会あるいはＰＴＡあるいは学校関係、さらに各市町村長の意見を徴して出来る限り教育が政治家に頭を下げないで出来るような方向に仕向けて行くということが正しいことだと私は考えております。

○島袋嘉順君

本員は議亊日程に上っております。貭問打切による日程変更の動議を申上げます。理由を申上げますそれは既に去る一月二十八日更に二月二日更に本日にかけて約三日に亘る市長に対して貭問が行われておりますが貭問の要点を私達聽いておりますと本日の議亊日程の議案に書いてあります。第一都市計画亊業促進について（五番九番二十番議員発議）第二の水道亊業促進について（十四番、二十三番、二十五番議員発議）第三区画整理亊業促進について（十五番、十九番、二十七番議員発議）第四農研所移転問題について（二十四番、二十八番、三十番議員発議）第五資金凍結解除について（二十二番、二十六番、二十九番議員発議）こういう風な議亊日程が組まれております。この第四の農亊試験場移転問題に関するものを除き残り日程を見ますとこの中には一番根本的な問題になっております。現在琉球銀行によって取られております。資金凍結の問題であり市長に対する議員各位貭問もそういう点に向けられております。處で本日の市長の説明によりまして都市計画亊業促進、水道亊業促進区画整理亊業促進に関するものと深い関係をもっております。資金凍結の問題が琉銀並びに復金の回答によりまして亊態が明らかになっている而も当局としましては如何に那覇市が所謂起債の償還能力があるか、という資料を明日琉銀に提出するということが市長の口から出されております若しもこの市長が報告なさっている当局の資料が琉銀に出されるとする場合我々としましてこれ迄の貭疑に対する答弁の中から明らかにされましたことは現在、那覇市民の特に沖縄県民の中で那覇市民の一番問題になっているのは那覇市への補助金打切り復金融資の停止、那覇市の預金三千百万円の凍結こういったものを市長は如何にして解くかということが議員各位の貭疑の焦点になっておるし市民代表であられる議員の方々も番念頭に置いておられるようであります、この問題が貭問によりまして明らかになった様にこれを解決する途は明日提出される資料によってこれが一つの推進になるのじゃないかという明るい見通しを持っております。そういう立場から考えて見ます場合にこれ迄の説明によります琉銀並びにＵＳＣＡＲの取っている態度が我々としてどうしても妥当でないと考えられる点が沢山あります。そういった点に於きまして先ず第一番目に申上げたいことは一応これで本日の、これから続けられると思いますが議員各位の施政方針に対する貭疑を打切りまして私達は自己の利益を追求するためにこの那覇市会に上っているのじゃない十一万市民の利益を優先させんがために上っている。そういう立場から兎や角の問題もございましょうし更に選擧の施政方針についても或はこれから市長がどういう立場で市政を行なうとするかということにつきまして沢山の貭疑あると思いますが、問題の焦点が資金凍結の解除に掛かっていると思いますので又議会もそれを要望致しておりますのでここで貭疑を打切りまして明日銀行に対する資料の提出と同時に本日の議会に於きまして以上の亊実が明らかになったのでここに於いて市会からも琉銀に対する復金融資の停止並びに軍補助金打切り更に那覇市預金の封鎖、こういったものを一日も早く一刻も早く解除して貰う様この那覇市会に於きましても要望するような決議を行うべきじゃないか　これは先程申上げました通り議員各位の中には確かに施政方針に対する貭疑がまだ多々あると思います。私達自身も持っております　更に当局に対する要望も沢山もっておりますがそういう問題よりも優先するのは資金凍結の解除であることが明らかになっておりますので私はここで貭疑打切りの動議を提出致しまして皆さんの御賛同を得て直ちに議会が市民の利益を守るために、那覇市の自主性を守るためにも是非市当局と一緒になって資金凍結解除のため明日那覇市が資料を提出すると同時に市会からもそういう趣旨の所謂資金凍結解除に関する那覇市会としての要望決議案を是非本日の議会で採択すべきじゃないかという意見をもっておりますのでその点一つ皆さんにお諮り申上げまして更にそういう手段を我々は取り乍ら施政方針に対する貭疑なり或は文教厚生労務委員会に付託されております学校敷地の問題なんかもずっと継続して出来ると思いますので本日会議は午後迄長くはかからないと思いますので一応資金凍結解除に関する那覇市会としての決議を是非本日の本会議で扱って頂きたいと思います。これが我々那覇市会の市民に対する責任であり民主々義を守るための常道であると思いますので以上心から議員各位に要望致しまして私の動議の理由を説明し、その目的を明らかにしたいと思っております

（「反対」と呼ぶ者あり）

○真栄田義晃君

只今の動議に賛成致します

○議長（泉正重君）

動議は成立致して居ります

十二番議員の動議の通り貭疑打切りに賛成の方は擧手を願います。

（賛成者擧手）

○議長（泉正重君）

小数であります依って貭疑終結の動議は否決致します。貭疑を続行致します。

○高良清二君

先程の貭疑に答辨しておりませんが教育税の・・・・（議場騒然となる）・・・発言中ですよ、議長

○議長（泉正重君）

静かに願います二十五番発言中です

○高良清二君

教育税撤廃の問題について市長は撤廃するのだというようなことを市民の前に話しているか、この問題は如何にも教育税を撤廃することによって税が輕くなるかのような錯覚を與えておりこれが市民の通念じゃないかと思いますので、その撤廃の問題について教育団体とか他と話し合った亊実があるかどうかその点答辨して貰いたい。この答弁がまだですか、それについて又続けて貭疑致します

○市長（瀬長亀次郎君）

只今の御貭疑については就任してからまだ僅か一ヶ月であります。その間集中攻撃が余り激しいのでまだＰＴＡ学校関係に連絡をつけて具体的にどう進めるかということにはまだ到っておりません。このアメリカ並に財界ありから来る不当な処置がだんだん解かれて集中攻撃がだんだん輕くなり荒波がさざなみになると、そういった点も検討したいと考えております。

○高良清二君

只今の御答弁においてこの教育税問題についてはまだ具体的に触れてないということがはっきりしております。ので將来の参考にしたいと思います。重ねて貭疑致しますがこの教育の問題に関連致しますので、次の項に觸れたいと思います。と申上げますのは市長の施設方針の中に社会施設面に関する亊項が全然見当らない、その項は即ち予算に対する児童や生徒や未就学幼児に対する社会的の施設が何も考慮されていないと見ているのであります。と申上げますのはこれらの施設も成程重要であるということは從来の議会や施政の中にはっきりと謳われていたのでありますが、今回の瀬長市長の施政方針の中には只單に失業保険法の早期制定実施所謂失業対策亊業であります　三つが市営託児所、公営質屋、三つが公営住宅法、の制定四つ、生活困窮者の生活保護、これらは成程必要であることは何人も認めるのであります。然し只今読み上げました現在の施政方針の中における四項目中には既に過去の市会においても審議され、なお当時においても救済の手を述べたのがあるのであります。これを繰り返したに過ぎないのでありますが以上のほかには即ち成人で働ける人、働ける可能な人或は働きたいが仕亊がない、或は身体障害のために働いていない、こういふうな人達を対象としての問題は考慮に拡われているが所謂教育税の撤廃にも関連し、子弟に対する何ものの考慮も払われていないということは即ち民族の発展は教育にあって子弟の教育が即ち次代の発展であるということを私は考えるのでありますか、只市長は現在の状態において混乱を打開する当分の凌ぎにおいて只成人を相手にし、人民党や或いは瀬長市長の施政が如何に良いものであるかというような一方的な即ち悪く申上げますれば所謂選擧対策の具に供したに過ぎないと見るのでありますか、將来この子弟の教育や或いは幼児に対する諸施設なるものは何もないが將来これは考えないか、その点について考慮するとすれば如何なる方法で考えるかその点を具体的に説明願いたい先程の教育税の問題においても法治國家においては市長は即ち市民に法を知らしめる、そして自らを守りそして法の範囲内において条例を制定する、そして市民のために忠実に市の行政を執行するというのが市長の責任であると思うのであります。先程の教育税撤廃の如き問題においては即ち教育基本法や、地方税法或いは地方自治法において示された法を無視し、教育税を撤廃するのだというようなことをいいふらし如何にも、税を軽減するといったような市民に錯覚を与えたということは甚だしく市民を愚弄するのではないかと考えるのでありますが、この点を十分考慮の上で先程の子弟に対する社会施設を如何なる方法で考慮するか、その点を御説明願いたい。

○市長（瀬長亀次郎君）

私が施設方針を発表しましたのは三日間も繰り返しますが大綱丈であります。これは予算の裏打がない施政方針は挨拶程度のものであるということは皆さんも御承知であると考えております。從って教育税の問題につきましても六月の予算市会では必ず織込まなければならない。今教育の問題で一番考えられることは、所謂教育税を廃して、税金がなくなるのだ軽くなるのだという印象を与えるための努力ではありません。問題は学校敷地さえ、今不安定な状態でありそして午后からかけられるという幼稚園の敷地を提供して呉れというあの陳情から見てもお分りであり更に区画整理亊業をも含めて例えば垣の花小学校、これは個人の私有地を全部取っているために、この個人から何千坪という要求があります。替費地、所謂替えて呉れ、そうしたら市の市有地は今の垣花小学校の地主の要求する程の市有地がないという状態であり、この学校敷地の問題さえ、現在窮々たる状態にあります。この点につきましても、教育委員会、並びに市は学校当局ともよく打合わせをして子弟が安心をして勉強できる土地この土地の刑争が未だに続けられております。こういう問題の解決が真っ先に立ち、その上でじわりじわり教育がほんとに日本國民としての子弟を生み出すような方向に教育をしなければならないし、そのために六月の予算市会では、これを裏打ちする積りでございます

○三番議員（赤嶺慎英君）

今先の十番議員の動議とも関連しますが、本日の議亊日程の議案を早く議決したいとのは提案の理由からしてみんな同じような気持だと信じます。處が市長の施政方針を十分聞いて納得の行く議決をするのであって、單に自分の利益でもない、飽く迄も市民の利益のために議決をしたいのであります　それで市長の施政方針を十分に聞かんうちに議決するのは誤りである　動議にも不賛成であるというのは市長はこの凍結を解くということは当間市政に対する石川構想の都市計画を続行するという裏付けになると思います。その施政の方針が不明確である以上、この凍結を解除して貰いたいということを議決した場合には軍亊優先の都市計画を早く進めて呉れということになることはよくお分りのことであります。そこで本員は暫く、留保したいと思います。検討したいと思うのであります。それで関連してお尋ねしたいのは、一号議案に出ております假橋の問題におきまして、市長は三ヶ年の期間でやるのは三ヵ年の時を稼げば何とかなる御方針で出したのかどうか、それからもう一つはこれを架けておけば軍亊優先のあの都市計画から改めて別の都市計画をやる間の暫定措置かということを具体的に御説明願いたいということで貭問に立った訳でありまするが市長はよく御記憶になられる通り施政方針にはっきり謳ってあるというふうに二回も明言されておるのであります。そこにおいて、私は今一度市長のそういうことで納得して坐ったのでありますが、施政方針は別にそういうことは何も謳ってありません。がこの議案を審議する上に非常に必要でありますのであの施政方針に謳ってあるのは目をお通しにならずに簡單にその場限りの御答弁をなさったのか、それとも軍亊優先の都市計画という風に決めつけて議会闘爭もやって来ましたがあれはまだ考えておらなかった、大体批判のための批判の発言であったのか、このいずれか又別の意見がありましたら是非お聞かせ願いたいと思って立っておる訳であります

○市長（瀬長亀次郎君）

三十番議員の御貭疑にお答え申し上げます。施政方針に謳ってあるというのはこの個所でもあります。この常識はずれの非民主的仕打ちによって不安と動搖を市民に与え迷惑をかけておるのは何の意図によるものか良識ある人にはその眞意を既に察知しているに違いない工亊が打切られた爲久茂地川は泥の山で閉され橋は未完成の侭で投げ出されている結果雨が降れば久茂地川は氾濫し浸水によってその附近の市民は水浸しになる橋がない爲に折角作上げた前島小学校に通う学童の足は取られ旧市街地と新市街地の往還は不自由になっている私は直ちに破壊の侭放置された久茂地川の浚渫と架橋工亊を実施し建設に当ろうと思うこれであります　今工亊打切りは私が就任する前に取られた処置であって私が市政を進めてそしてその後に打切られた工亊でないということであります。處が市の理亊者と致しましてはあの学童の通う橋さえない。ことに雨が降れば、久茂地川が氾濫するという緊急の場合には、どうしても自分達が出来る財源を見つけて緊急処置をして、市民の不安と動搖を取除かなければならないということは当然でありその爲に予算を出したのでありますが遂にこの橋を架けるということを久茂地川の氾濫を見越して浚渫をしなければならないということは議会によって削除されて仕舞いました。そこで今市民の中から吾々の力であの橋は幾らも掛からないからユーレーでもやって架けてもいいからという申出が出て来ております。実は三ヶ年もつということは市職員の口から出ております。別に三ヶ年待てば資金の凍結が解除されるという意味でなしに兎に角車は通らなくても学童や或は旧市街地と新市街地の往還でも出来る板をおいてでも宜しい、これを作れば宜しいという意味であります。然し矢張予算化される段に橋の恰好を作らなければならないので職員としては責任をもって、これは仮橋であっても雨が降ったら橋が流されるような橋ではいけないという意図の下に予算に計上されたものであります。從って私と致しましては三ヶ年もつ、三ヶ年の間は資金凍結解除はできないという予想の下に出したのではないことを明確に答弁致します。さらに久茂地川の浚渫に致しまして市民の積極的な申し出か、應てあの泥の山を取り除くか或は仮橋をかついでもって来て、架けることが出来るのかどうか、これにそはどういうふうになるか今否決されて僅かの日数しかたたないので分らないのであります。兎に角あの橋は仮橋であって学童が通学に支障のないように市民の往還が、車馬は通らなくても人間が通れる丈にしなければならないということは考えております。氾濫も既に雨期が近づけば氾濫を見越されます。そういった意味で今色々方法を考えておることを申し上げておきます

○赤嶺慎英君

御答辨は既に否決された問題に触れて本員のお訊ねした点も反れておりますので今一度お訊ねしたいと思います。本員は日程第五項の資金凍結解除につきましては希望致します　早く凍結を解除して、あの元の構想の都市計画をお進め願いたいというのが狙いであります。處がお訊ねしようと思いますのは、戦災復興をするのに軍亊優先の戦災復興はいけないときめつけておいでになった、人民党のあの方針を通じてこの資金凍結を解除することによって生かして行くそれをお訊ねしているのでありまして、あの久茂地川の仮橋のことは反れておりますので今一度凍結か解除されました場合には持論の軍亊優先の都市計画をどういう風にしてこの資金と作って行くかということをお訊ねしている次第であります

○市長（瀬長亀次郎君）

資金凍結が解かれましたら結局今の予算化されたものはその侭、継続して行くということはもう再三申し上げました。更に継続亊業の変更につきましては首里、小禄今大多数の住んでいる那覇市内それにも押し拡げるために計画はし、この計画の裏打ちは六月の予算市会で提案することを付加えておきます

○二十二番高良一君

隨分私も疲れております。聞く丈でも疲れます　市長も攻撃されておるし攻撃する方も疲れておるし、人民党は共産党であるという人もおるしでないという人もおるし、金は借りないという人もおるし借りないとは言わなかったという人もおるし、これでは何時迄たっても議論は尽きないようであります。從ってこういう問題は國際問題になって来るようでありますから、日本政府を通じて国連迄持って行くようになるのじゃないか、そうなって来ると三年も四年も掛かって市長の任期も済み我々の任期もすんで又蒸返して来る、こういうことになって来るんじゃないかそれでもう少し具体的に誰を進めてはどうかと思うのであります。要は負けたのは負けたことであります。我々は島袋議員、真栄田議員、宮城議員にこの選擧で負けたことは認めなければならない、最初から負たかと言って市長をいじめるということも悪いんじゃないか。所謂市長を完全に那覇市民の代表として我々は認めなければいけないと思うのであります。だからと言ってなにも人民党を褒めているのじゃありませんよ、亊実は亊実であります。何故人民党の瀬長市長がなったときに資金凍結になったか、これはなにも瀬長市長がなったから急に止ったのじゃない、所謂人民党の今迄の政治行動がいつも反米的であるという行動に基因しているのじゃないか、これ以外になにものもない。例えばこの問題は所謂るアメリカ圏内、ソ連圏内の一番一線基地である沖縄のど真中の那覇市長が人民党から出たということは滑稽千万であります。これが世界の話題になっている訳でありますこれが世界の話題になっている訳であります

（「逆だ」と呼ぶ者あり）

これは逆でもあります、どちらか本当かわからない、その上で（笑声）ここに保守二十七名の議員が幾らかんかん言っても仕方がないだからこのことは喧嘩腰にやらずに話合によって持って行かなければならないと思う。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

瀬長君でも皆がいじめると余計頑張ります頑張らないように話合いで（笑声）彼の顔を立てて我々、二十七名議員の顔も立てるように話合で行かなければならない（笑声）

從って三名の顔も立つ訳であります。アメリカそのもに対する瀬長市長の人気と我々二十七名のアメリカに関する考えが相当違う問題はこれであります日本は勿論ですが、東南アジヤも反共國家が沢山あります、その中には全部反共國家としてはっきり制圧が出来、取締りも出来ている。處か沖縄は反共とか何とかいうことはなしに人民党のやり方が悪いのだ出過ぎているのだこの行動は共産党的であるということをいっているかなぜそれが悪ければそれを立法措置によって取締らないか何も法律は作らずにおいて吾々を喧嘩させておいて人民党でもこれはいかないぞこういうことをすれば非合法である。こういうことをすれば括くるぞという立法措置が出来れば瀬長君でも恐いから觸わらない、こういう運動をやったらくくられるぞこういうことをやると解散を命ぜられる。こういう法律があればしないのであります彼もかつては国民総動員法にも服從している人間であります。法治国の立派な国民として自覚を持っている。法律は作らずにあれは悪いこれも悪いという風な議論をしてお互同志喧嘩させるということも立法院の無能さを曝いていると思う。だからつまりこういうことは非合法だとか、破防法を作れば人民党の活動もその範囲で活動されるのであります　だから早くその法を作って人民党はこれをやってはいけないということになればその範囲でやることになるのである。アメリカの国は非常に人間がウーマルー（大まか）であります。だから瀬長市長がアメリカの大統領にいってその施政を批判しても絶対にくくらない。然しロシヤに行けばちょっと批判したらすぐ銃殺される。アメリカの眞中で人民党がいくらアメリカを批判してもこれを大目に見て大いに活動をしているということかアメリカの良さであります。メキシコあたりでも向うの政治を批判すれば直ぐ投獄される、どこの国でも台湾にいっても韓国にいってもその通り琉球のみが変な法律を作って妙な盲点だらけの中に吾々を泳がしているということを反省しなければならないと思う。だから人民党のいうことも吾々は立法措置の問題になって来るのではないかと思う　それから今回の市長選挙を通じて吾々は右の足に左の靴を履き左の足に右の靴を履いてチャップリンみたいな変な歩き方をしている。だからこの歩き方で何時迄歩くのか、後は靴はげして歩けなくなるのではないか。だから早く正常に戻して人民党は野外において人民党の活動をする、又保守党は保守党の主張を掲げて、又政治をしていくということになれば元の右左の靴も正常に帰って来るのではないか、こう思う訳です。それから四原則の問題も人民党が一括払いも反対した。その一括払いによって金というものが、三億六千万ドル今は違うかも知れませんが、それでも一括払によって金が入ってくればこういったような小さい橋グヮーの問題でも簡單に片付いて来る、金は要らない。要らないということになるものだから実際金のいる場合困って来るのではないか、こう思っている訳であります。それから琉銀の資金凍結の問題でも所謂るコマーシャルベースによってそれは当然の話であります。處が借すとか借さんとかいうことよりも本当の腹の中は瀬長市長である間は借さないということが決まっている訳であります。

（笑声）

瀬長市長がいくら努力しても非常に有難い話でありますが島袋議員のいうように今日も議会でこれを決議して凍結を解除してもらうという市会の決議を出して見たって結局借さないのであります。そういうふうになると市会の面目も又非常に大へんなことにあるので問題は市長か私を信用してもらえば明日でもこれを解いてみせます。市長にそれだけの腹があるかないかの問題になる訳であります。

（笑声）

それでこの橋グヮーの問題でも解ける問題だが、然し市長としても就任して一ヵ月位にしかならないので三月迄よく考えて貰ってすぐ解除して貰うべく、研究努力願いたい、も三月迄にこの凍結が解かれない場合は二十七名の議員の方から不信任をもって行かなければならない、こういうことになる訳です。市長は又解散、こういうことになるのであります。解散して又出て来ても又不信任結局瀬長市長が止めてもらうこういうことになるというとヒジュルーになって仕舞うそれで三月の間迄に市長はよく研究してどうしてもこれは努力してみたが那覇市の都計のために十一万市民の福祉のために努力はしてみたがどうにもできないのだおれが引くことによって大那覇市の都計がスムースに進み十一万市民の福祉が齎らされることであるならば或いは、聊か市民のために身を犠牲にして引くということと或いは不信任を出すなら解散して闘うという抵抗をするという二つが残される訳であります。それで市長はその点をよく三月迄にお考えになってお止めになるかならんかの大きな瀬戸際であります。それから日本復帰をどうしてもやるということは人民党でありますが、然今考えてごらんなさい、オフリミツのときには三ヶ月でなくなる一月でもなくなる財政はそれ丈オフリミツに対して非常に脅かされている。それ丈アメリカの援助というのが非常に大きいし沖縄の財界には大きな影響をしている又考えてごらんなさい。今琉球水産、辺野喜君、沖縄食糧会社の渡口君の倉庫にしても製粉工場にしてもこれは東洋一の施設であります。（「琉球ホテル」と呼ぶ者あり）琉球ホテルはまだまだですもう一つはＲＫＫこれは琉球海運も今五千トン級の船をもっている戦前は波の上、浮島の四千五百トン級であります、これでも既に琉球には大阪商船会社の一級船を琉球の人間の力によって持つことが出来た産業がどんどん興って来ているこれも人民党員がその從業員とな訳であります。そういう意味からして人民党は人民党の線に我々を引ずりおろすという考はないでしょうか。我々の線に人民党の党員のレベルを向上させて行くといった方向に進んで貰いたい。それから琉球が日本に歸ります場合奄美大島でも歸ってあと非常に後悔している皆沖縄に来たがっている現在日本が所謂國際貿易の收面では一番ドルを稼いでいる處はアメリカであります。その次が沖縄であります今日本は何十億というドルを持っているがその貿易収支の一番大きいのはアメリカその次は沖縄から受けておる訳であります。それは貿易丈であって例えばお互いが旅行するとか子供の学費を送るとかいったことは別であります　だから沖縄を通じて日本がどれ丈のドルを稼いでおるか、それなら教育の面でも日本の教科書をその侭沖縄に於てさせている映画にしてもそうである旅行では行きたい人はパスポートの手続丈の問題であって誰でも行っております市長も行っております。人民党だからやらないということもない。皆さん自由にさせておる訳であります　然し自由の中でも幾通りありまして建設的自由もあるか破壊的自由もある結婚をするのも自由であれば、離婚をするのも又自由であるそれで皆自由自由に行くとどちらか本当になるか分らないのでありますが村議会議員選擧の時には「ウチナーグチ」でやるそうですが自由主義とは「ドーナーカッテ」にすることであるといっているそうであります。この自由主義の限度沖縄の常識の範囲で扱う所謂把握力これは職業或は階級色々の立場に於て見方と考え方が違う。其所に人民党の所謂自由主義の考え方と我々保守系自由の考え方が違う所謂民主主義ということは非常にチャンポンになりますので所謂デモクラシー　コミンテルンこの二つによってはっきり方向つけられているこういうことを考えます場合この自由主義民主々義は余り取り上げずに議題を中心にもって行くということ現在那覇市の重要問題はこの資金凍結を早く解決することでありますそれで賢明なる瀬長市長にお願いすることはお互議論は抜きにしてどちらを取ることが那覇市民のためにいいか又お互いもこれを願う訳であります。それで今日の結論を出すということよりは来る三月に於て市長の不信任案に対する解散の抵抗で行くのかどうか我々に一任してこの解除が出来るならば潔ぎよく市長はお辞めするこれを発展的勇退をしていいんじゃないかこういう考え方も出来る訳でありますその点よくお考えになって三月迄は宮城議員島袋議員もよく御研究に来て頂きたいと思います私は簡單にそれ丈申上げておきます

○議長（泉正重君）

では隨分時間も過ぎましたが本日はこれで散会致しまして明日、明後日は休会し七日木曜日午前十時本会議を再開致しまして議会からの附議亊件の処理を致したいと思います

（午後零時五十一分散会）

――― ― ―――
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二十五番議員　高良清二

一九五七年六月十八日
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一九五七年二月七日午前十時四十四分開議

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十五人、欠席五人でありまして議会は成立致しております。只今から本日の議亊を開きます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します　本年一月十八日付で那覇市監査委員から議長宛に一九五七年度十二月分一般会計並に特別会計の例月出納検査報告書の提出がありました。本件に関してはその写を印刷の上各位に配付致しますから左様御了承願います。

本月五日付で文教厚生労務委員会、委員長から議長宛に委員会審査報告書の提出がありましたので、その写を印刷の上御手元に配付致しました。本件に関しては後刻、議題と致し、御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上御手元に配付致してありますので、それによって御報告にかえます。





議事日程第五号

一九五七年二月七日（水）

午前十時開議

第一　若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査報告）

第二　若狭小学校々地拡張に関する陳情について

（文教厚生労務委員会審査報告）

第三　都市計画事業促進について

（五番　九番　二十番　議員発議）

第四　水道事業促進について

（十四番　二十三番　二十五番　議員発議）

第五　区画整理事業促進について

（十五番　十九番　二十七番　議員発議）

第六　農研所移転問題について

（二十四番　二十八番　三十番　議員発議）

第七　資金凍結解除について

（二十二番　二十六番　二十九番　議員発議）

――― ○ ―――





本日の会議に付した亊件

日程第一、若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情について

（文教厚生労務委員会審査報告）

日程第二、若狭小学校々地拡張に関する陳情について

（文教厚生労務委員会審査報告）

日程第三、都市計画事業促進について

（五番、九番、二十番　議員発議）

日程第四、水道事業促進について

（十四番、二十三番、二十五番　議員発議）

日程第五、区画整理事業促進について

（十五番、十九番、二十七番　議員発議）

日程第六、農研所移転問題について

（二十四番、二十八番、三十番　議員発議）

日程第七、資金凍結解除について

（二十二番、二十六番、二十九番　議員発議）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

只今から議事に入ります。

日程第一の若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情について、日程第二若狭小学校々地拡張に関する陳情について、以上二件は相関連致しますので、一括議題と致しまして文教厚生労務委員会の審査の経過並びに結果の報告を求めます。

（崎山喜達君出席）

（仲井真元楷君出席）

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

只今議題となりました、日程第一、第二の若狭小学校々地拡張並に、若狭小学校幼稚園敷地提供の二件の陳情について、一括して文教厚生労務委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

本件に関しては去る四日の本会議に於きまして本委員会にその審査を付託されたのでありますが、本陳情の趣旨と申上げますと、若狭小学校は去る一月七日に開校された新設校でありますが、その学校区域は一号線以西にある高橋町、前島町、市営住宅、若松通り、松山町、若狭町、辻町、上ノ蔵町、通堂、久米町、東町と実に広範囲の学校区域で、旧市街地の発展と共に児童数の急激な膨張が予想され、現在の校地三、〇〇〇坪では狭隘であり、未だ校地周辺には民家も建たず、区画整理中であるので丁度校地の東側の五筆（六五四坪）の個人有地を市有地と交換し、その分丈け拡張して頂きたいと云うのであります。又同校の幼稚園の敷地提供については、同小学校が開校したのにも拘わらず、幼稚園の設置がなく一号線を越えて久茂地小校、開南、壺屋小校に通う園児が八〇名以上もあり又一号線横断の危険の爲、父兄が止めさせたのが五〇名以上居るとの事であり、同校に幼稚園を設置する亊は、若狭校区々民の最大の要望であり又必要欠くべからざるものであるので同小学校隣北側（若狭町二丁目七二番地）四八〇坪の市有地が最適地であるので、幼稚園敷地として提供して頂きたいというのであります。

それで本陳情の付託に際して四日の本会議に於いて、相当活溌なる意見も開陳されたので、本陳情の審査の愼重を期する爲、本会議終了後直ちに委員会を開催全員出席の下に教育委員会事務局職員の出席を求め審査を行ったのであります。

貭疑の主なるものを申上げますと

　一、本陳情は直接議会宛に来て居るが主管である教育委員会ではどう考えているか。

　一、幼稚園は義務教育でないから、第二義的に考えられて居る様であるがその点、委員会としてはどう考えているか。

　一、本会議に於いて当局建設部長からの説明では、將来現在の若狭小学校は中学校に現在の那覇中校は小学校になると云うことであるが、教育委員会での見解はどうか。

これに対しまして、教育委員会事務局職員の説明によりますと、本来ならばこの陳情は、教育委員会を経て、副申をつけて提出するのが当然であるが急を要する為、委員会に口頭で連絡があったとの事であります。又幼稚園に対しては、力を入れるのが当然であるが、財政上の関係で現在保育料と入園料で賄なって居る現状だとの事であります。現在の那覇中校を小学校に若狭小学校を中学校に將来予定して居ると云う事は去年迄の案であり、教育委員会としては將来も現状通り押し進めて行くとの説明があったのであります。そこで委員会としては本問題が根本的な問題となるので責任者である教育委員会議長、那覇地区教育長、同委員会亊務局主亊を参考人として招致し、意見を聴くことに決定致し、直ちに現場視察を行ったのであります。越えて翌五日午前十時委員会を開催、委員全員出席の下に那覇地区教育長、教育委員会議長、同事務局主亊の出席を求め再びその審査を行ったのであります。

貭疑の主なるものを申上げますと、

　一、現場視察により、陳情の趣旨、並幼稚園の必要性を痛感せられるが教育委員会、教育長、と学校との連繋について伺いたい。

　一、現在市内各小学校にある各幼稚園の現状について伺いたい

　一、敷地で困って居る現状であるが、園舎の二階建は認められないか、日本に於ては認められていますが

　一、教育法が布令で出る様であるが、幼稚園の問題については布令六六号と変る予想はないか。

　一、幼稚園設置の必要性は認めるが、敷地拡張については財源が必要であるが、教育税徴収に困難を来たして居る現状であるが、教育予算の在り方についてどう考えて居られるか。

以上の通りでありこれに対しまして、那覇市地区教育長の説明によりますと、学校管理については教育上の根本政策は教育委員会を招集して決定されるが、日常の教育の管理は委員会から委任されて教育長が執行して居りますが、今度の陳情についても早急に実施しなければならない問題であるので議会開会中に提出し皆様に審議して頂く爲、正規の手続を経ないで提出した実状を察して頂きたいとの亊であり、又幼稚園は小学校への準備教育ではなく独自の立場から園児を理想的な環境において、共同生活、並、社会性を培い園児の円満なる情緒を養うためで、現在の幼稚園の運営に当っては、受益者負担、所謂保育料と教育税からの一割補助によって運営している現状であります。又幼稚園の是非についても文教局からの非公式の助言によれば現在の義務教育の充実を計る爲、幼稚園を第二義的に考えて居られる様でこれも当分の間であり、又、教育委員会、教育長、学校長、幼稚園々長及び父兄としても園児の完全教育の意味からしても、小学教育の関連から考えましても、是非設置して欲しい。又新教育法が公布されても、変更にはならないと思うとの説明があったのであります。又教育予算の在り方についての問題でありますが、教育税制度というものが、教育の独立性自主性の建前から取られた措置でありますが、現在那覇地区ではその徴収率も七〇％を越して居り、理想的ではないが、どうやら切り拔けて行って居り教育戝政は今軌道に乘りつつあり、補助金以外に交付税制度を設けて貰えば尚一層教育財政面の運営がスムースに行くのではないか。又教育税の徴收に関しても識者の方々が信念をもって啓蒙運動を展開して頂き関心を持って頂きたいとの要望もあったのであります。それで本委員会と致しましても該陳情の趣旨並に幼稚園の敷地提供の必要は十分了承されるのでありますが、こと財政に関する問題でありますので財政部当局の見解を糺しました所、現在小学校の東側六一四坪の個人有地を北側の市有地に交換して呉れ、との話であるが、北側の四三六坪、四九八坪、三八四坪の三ブロックから出来て居りますが、この分は奥武山の綜合運動場の設置に依る立退を余儀なくされる一三五戸の移住地で一人当り三〇坪として四〇五〇坪必要であるが、受入坪数は一三一八坪で差引二七三二坪の不足が生ずる訳でありますので、現在の市有地の状況では幼稚園の設置、小学校の校地拡張は困難だとの意であり、又現市有地は琉銀の起債償還財源に計画されて居るのであって、若し学校側の要求通りやれば起債償還に狂いが出来てその皺寄せを如何、処置するかとの問題が生じて来るというのであります。都計課長の説明によります。一九五六年三月二十三日都市計画区域が決定され、現在問題になって居る若狭小学校は都計上からは、中学校と決定され、在籍児童数七〇〇名を押えて、校地三〇〇〇坪を取って居り、現在の那覇中校は小学校と決定して四四八八坪の校地を確保してあり都計課としては都市計画区域の決定通り実施するとの答弁であり、教育委員会の決定した案とは根本的に正反対の立場であるので、この問題は一応都計課と教育委員会で再検討して頂く爲、若狭小学校の校地拡張の陳情についてはお手元に差し上げた審査報告書の通り審議未了のまま継続審査する事に決定致した次第であります。幼稚園の敷地提供については琉球教育法にも幼稚園の設置を認めて居り、又市内各小学校にも幼稚園が併置されて居り、現状から見た場合是非とも設置の必要性が認められるので本委員会に於ても早急に敷地の提供方を解決して貰う爲にお手元にある委員会の審査報告書の通り三件の要望意見を付し、市町村自治法第六十五条の規定に基き、これを全会一致採択の上、当局に措置せしめる様、意見の一致を見た訳であります。

宜しく御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。





一九五七年二月五日

文教厚生労務委員会

委員長　大山盛幸

那覇市議会議長

泉　正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情二件については愼重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情については、採択の上、次の要望意見を付し、市町村自治法第六十五条の規定により措置せしめることに決定した。

要望意見

　　　１、幼稚園の開校に際しては園舍及び附帶施設等の準備もあるので四月開校に間に合う様早急に善処せられたい。

　　　２、幼稚園敷地の坪数については、市の起債償還財源計画等を勘案の上、能う限り陳情の趣旨に沿う様取計らわれたい。

　　　３、本陳情に関連して、四月開校を予定されている前島小学校の幼稚園敷地提供方についても此際特に考慮せられたい。

一、若狭小学校々地拡張に関する陳情については審議未了、継続審査をなすことに決定した。





○議長（泉正重君）

只今の文教厚生労務委員長の報告に関して何か御貭疑ありませんか。

○高良清二君

文教厚生労務委員長にお訊ね致します　只今の陳情案件による議題となっております。若狭小学校並に同幼稚園敷地の問題については那覇市の都計画によりますと、現在の若狭小学校は將来中学に持って行きたい。現在の那覇中学を小学校に持って行きたいという現状を変更したいというような計画があるようでありますが、一方教育委員会や関係筋の計画によりますと、現在通りにしたい其所に相違点がありますのは、都市計画を立案されるとき教育委員会あたりとそういう風な話合なり或いは將来の計画なりについては具体的な話合とか何れもなくして那覇市は那覇市として独自の立場を、教育委員会は教育委員会として独自の立場で計画しているのか、その点もどの程度の連絡によってなされたか、本件審査に際してどういう風にあったか、具体的に説明願います。

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

この問題にきましては、都計課長からの話によりますと、当時都市計画の案を作る時は教育委員会とも協議の上でやったらしいのですが、実際に学校の運営をやらして見ると現在の那覇中校の問題ですが、中校として経営する以上、どうしても中校に適した諸施設を整えつつある。これを將来又小学校に変更すると、その諸施設に入れた処の金が全部不意になる。勿体ないというのが、教育委員会の見解で、又將来相当児童も増える予定から現在の若狭小学校もその侭にしておいた方がよいという教育委員会としての見解の様である処が、こういったことについて都市計画課に連絡がないらしい。それで都計課としては、これに対しては何とも云えない。それで納得いくような教育委員会からの説明がなければ都計課としては変更できないという様な説明がありました。それで最初の案と違って都計課としても困っているような御答弁でありました。

○高良清二君

関連致しますので、お訊ね致します。都計課長に対してお訊ねする。只今委員長の報告通り相当其所には基本的な喰違いを生じているようでありますが、それを、責任のなすり合いをして將来悔いのないようにこの際はっきり基本方針を持って頂きたいと、こう要望もし、なぜその辺に相違が出ているか、その相違点をもっと具体的に都計課長から御説明願いたいと思います。

○都計課長（花城直政君）

お答え致します。都市計画で学校計画をしたことは皆さんもお分りの通り一九五六年三月二十三日の告示ではっきり決定されております。それ迄は色々と教育委員会の方とも相談しまして決定した訳であります。学校計画の基本的な方針と致しましては現在の一号線、又吉道路、牧志街道、それから与那原街道、この幹線道路を児童が横断しないように学校区を決めている訳であります。それで今の学校は一号線から西側にございますので、そこは二つのグループに割っております。つまり御成通りから眞直西に行く道路、住宅公社をつっ切って行く道路、それから以北が若狭中学校と小学校の学校区であります。それでその校区では小学校は現在の那覇中学これを小学校が一番良いんだという様な考え方で決定した訳であります。一つの小学校の考え方からしまして、其所には学校はなるべく通学距離を勘案してこの区域の眞中に持って来た方が良いという考え方から現在の那覇中校の位置が小学校としては適当であり中学校は少し離れても良いという考え方で用地の確保やり易い現在の埋立地に決定をした訳であります。その後教育委員会からは何とも話はありません。それで教育委員会とも話合をしまして納得の行く線でやって行きたいと思っております。吾々としましては、飽く迄も、概定方針のようにやって行きたいと考えております。

○高良清二君

文教厚生労務委員長に重ねてお尋ね致しますが、学校の定義の中に幼稚園も含んでいるかと云うその点がはっきり教育長や教育委員会から答弁がなかったように思いますが、その定義を將来どう取扱うという根本的な態度はどういう風な答弁であったか、その辺りをもう一度御説明願います。

○文教厚生労務委員長（大山盛幸君）

その問題につきましては教育委員会の方にお訊ね致しましたが、布令六十六号に明記されております通り、はっきり幼稚園は学校として認められている。これは先程御説明申し上げました通り文教局の方からは非公式に幼稚園を何とか小学校から除けたいという話もありましたが、それは飽く迄も一時的なものであって、正式のものでない。これは文教局としても將来どうしても幼稚園はその侭継続して置こうというような意向になるものだと又ならなければ布令を出しておるに拘らずそれを打消すということはどうしても布今を改正しなければならぬこともあるし、又住民の要望でもあるので、將来ともずっと幼稚園は継続されるのだということははっきりおっしゃっております

○辺野喜英興君

私も文教厚生労務委員会の一員である関係で貭問じゃありませんが、今先も二十五番議員（高良清二君）からの貭疑もあるし、それに答えて都市計画課長からの答弁もありましたが、私はこれはこの小学校の校地拡張に対しては、審議未了の侭継続審査と云う事に吾々の委員会としてはもって行ったのであります。その理由と致しましては直ちにこれを採択するといった場合には、向うの地区の都市計画も変更しなければいかないということにもなるのであります。

これも大きな理由でありますがもう一つは学校側から要望があります処の六百五十四坪の坪数を増して号れということであります。これは説明のしようがちょっと拙いかも知れませんが、その点御了承をお願います。例えば今当局が考えていることは、現在の若狭小学校は中学校にもって行くということでありますが、其所で先ず現在の若狭小学校は七百名から八百名、中学校にもって行った場合には、そういう中学生を予想しておるようであります。そうして今の中学校に小校を移した場合にこれの収容人員が凡そ千四百名を見ておる。然し乍ら今度の陳情の趣旨から云いますと、この若狭小学校というのは將来二千名になるというような予想で拡張を申し出ておるのであります。然し乍ら向うの学校側の校長の言分、教育委員会の言分と致しましては、この地区域が大分この辺までまたがっての予想をして二千名、然し乍らこれは結局茲は一応又学校になるという予想でもありますので、二千名ではなく一千四百名で済むのじゃないか、要するに都市計画、最初やった考えで済むのじゃないか、ただその場合問題が起きて来るのは今迄中学校でやった関係でどうしても日にちが掛かり中学校に適したような施設をやっておるから今からその施設をまた若狭小学校をもって行く場合にはこの施設をフイにして又中学校の施設をしなければならない、ここにちょっと困った処があるのです。然し乍らこの六百五十四坪の坪数というのは結局これも償還財源に入っているので今財政部として非常に心配しているのはそこであります。この六百五十四坪は財源に入っておりますので結局これを学校側にやるというのと、それから中学校にの施設としてやっておったのをこれをつぶして又これを向うにやる。そこらにどっちの方をとった方が市として有利であるか、ただ市の財政面丈でなくして学校側としてもどうなるかということを考えれば私はこれを根本の問題じゃないかと思います。私たちとしては所謂この交換は現在の中学校を小学校にもって行くという、この交換ということは、この辺のことを考えて行けば解決が早いのじゃないかということを考えておるのであります。從って今迄の私の考えとしては都市計画の今迄計画しておった行き方がいいのじゃないかという意見をもっておるのであります。二十五番議員（高良清二君）の御貭疑に対していくらかの補足になればと思って申述べた訳であります。

○高良清二君

この問題はＰＴＡと学校当局の方から陳情が出ておるようでありますが、これを継続審査の形式でもいいと思うのですが、審議未了でありますので未た時期は相当余裕はあると思います。ために学校当局、ＰＴＡから教育委員会に正式に申し出て教育委員会の独立機関から那覇市議会に対する陳情の形式を取ったほうが筋道は通るのじゃないかと思いますが、それは後戻りさせるという意味じゃなくして何れは独立機関から提出した方がいいんじゃないかと思います。一応早急の場合はこういう形でいいかも知れませんが、教育委員会なり、独立機関がありますので、単なるこの形式をその侭踏んだ場合は那覇市議会が教育委員会を無視したような恰好で取り扱いについては向うに批判なり、失礼にある感じが致しますので、幸い、審議未了でありますので一応の形式をすまして頂きたい、こう要望致します。

○島袋嘉順君

若狭小学校の敷地問題に関することでございますが、どうも委員会側の御報告並びに十五番議員辺野喜英興君の市の都市計画と、それから那覇市教育委員会の計画との食い違いの問題についても当局の方から説明を要求しておられますが、漠然としてわからない。

例えば十五番議員（辺野喜英興君）は那覇市の都市計画通りやった方がいいんじゃないかという意見でございますが、当局でもこれは明らかにしてもらわなければ、少くとも教育委員会と市の都市計画に喰い違いがあってはいけないというは、はっきりしていると思いますが、それがもし教育委員会の中に―市長が教育委員として入っておりますが、―市長がどういう立場で教育委員会に参加しているか、知りませんが、少くとも市長は教育委員として教育委員会に出席する限りは教育委員会で市の都市計画について教育委員会が決める前にはっきりさせるべきだと思います。というのは今迄の前任者が教育委員会に出席していたかいないか、それは分りませんが、こういった陳情が出てたら変更しようということが都市計画課の中に考え方があるとすれば一体市長は何のために坐っておったかということでありますが、今後喰い違いが出て来たら大変な問題だと思いますので、はっきりして貰いたいと思います。

○辺野喜英興君

結局委員会としてもこれを継続審査にしたということ自体は結論が出ない、結論が出ないということは市当局と教育委員会との考えが違って来ております。然し乍ら都市計画というものは何処迄もそれが妥当でありそれは先程申し上げましたように向うは千四百名だから中校をここにもって来た場合いくらというようなその調査の結果都市計画として確信をもってやった訳です。然し乍ら向うに小学校を移したもんだから教育委員会としてはこれをずっと小学校にするということ自体が今度、小学校にもって行ったから教育委員会が検討しないでやっておった、拡張を申し出たのは、中校はその侭小学校にすると云うこの当局の案を聞いておるもんだからそうすべくやっておったのが、然しこれは結局、時日が延びた場合にその侭放っておけんから中校の施設をしたそれは動かさん方がいい、或るべくなら向うもたくさんあって、こっちもたくさんもっという教育委員会の案であります。是は何もすぐ市役所がそう云う事を検討も何もしないでやったという訳でなくしてはっきりした都市計画によって数字的にも持っておっての進め方であります。それを若狭小学校ができてすぐ今頃から急にそういうことを教育委員会として考えたと云う事で、それを今度始めて持出したというような恰好になっております。從って私のいうのは結局この結論というのは、この委員会に対しては勿論でありますが、当局に対し、これを今の小学校を中校、中校を小校にと云う当局の案通りにもっていった方がいいか、そこを議会側として十分審議する必要があるんじゃないか、継続審査して委員会としても結局そこに焦点が絞られて来るんじゃないかと云う考え方であります。

○大山盛幸君

十二番議員（島袋嘉順君）の先程の御貭疑によりますと、前任市長の責任みたいな感じが致しましたが、教育委員会の職員の話によりますると、この教育委員会としての態度は今年の一月になってそういうことが、はっきりしようということになった。こういうことを云っていた、それで去年迄は十二月迄は前の都市計画の通りやろうということになっておったのが、一月になって現在の那覇中校をその侭若狭小学校もその侭やろうということで計画に喰違いを生じたということになりますが、是は一月になってからそうなったと思いますが、一月にきまったとすれば、現市長の方が、よく分らんといけないと思いますが、現在の瀬長市長はその問題についてはどう思いますか。

○島袋嘉順君

市長の答弁を聞く前に二十八番議員（大山盛幸君）は意見を間違って取られたのではないかと思うんです。それはこういう意味です。市長が教育委員会に出る、出ないの問題ではなく、那覇市に都市計画審議委員会と云うのが確か設置されていると思うんです。

（「政府にありますよ。」と呼ぶ者あり）

その場合、審議会が政府にあっても、一応教育委員会の方が今年の一月にそれを掛けたという風な問題でも、審議会で決定され方針を掛てる。ここは中校敷地、ここは小校敷地ということを都市計画審議会が―政府にあったとしても宜しうございますが―そういった処迄細かい審議が出来なかったかどうか、それが問題です。それは市長が出ようが問題じゃなくして当局の場合そういったことをはっきりして貰わなければ吾々委員会自身は那覇市の都計に反するような行違いが出て来た場合そう云った問題はどこで取扱うべきかと云う事であります。又審議会が那覇市になければ市の方で持つべきだと思います。その点ははっきりしなくちやいけないし、又是は誰が市長になったにしても大変な問題で若し是が前任者の問題でなくして現任者の問題であるとすればその点をはっきり説明して貰いたいと思います。

○市長（瀬長亀次郎君）

今の幼稚園の問題につきましては、私が就任してから教育委員会で論議になったことはありません。一ぺん教育委員会が開かれまして参りましたが、そのときに問題は出ておりませんでした。從って当局としては現在の若狭小学校の敷地を呉れといったこと並に市長は教育委員でありますが、教育委員として教育委員会でその問題が持ち上っておりませんでしたので、それに対して明確に答弁することができないような段階であると考えております。

○大山盛幸君

幼稚園の問題丈じやなくて今問題になっているのが所謂都市計画と教育委員会と見解の相違であります。この点について教育委員会としては現在の那覇中校をその侭にし現在の若狭小校をその侭にしたいという意向でありますが、市都計としてはそれを都計で決めた通りやりたいというような意向でありますが現在教育委員あらせられる現瀬長市長としては個人の立場としてこれに対してはどういう御見解でありますか。

○議長（泉正重君）

議長から補足説明致しましょう。都計の方で現在の那覇中校を小学校にしたい。從って現在の若狭小学校を中校に持って行きたいと云う事でありますが、こうなると中校であるが故に校地拡張は要らないであろう。こう都計では考えておりますが、委員会はそれをとっ違えようとするから向うを小学校の敷地にするのは勢い校地を拡張しなければならないという問題が出て来る。從って教育委員でいらっしやる市長はこれについてどういう風に考えているか。個人的なお考えをと云う事であります。

○市長（瀬長亀次郎君）

この問題ははっきり教育委員会の問題になると思います。この場合には今皆さんの御意見もありました通り、区画整理事業、その他都市計画事業とも関連致しますので、教育委員会では、そういう例えば起債事業に対する琉銀のあの凍結問題とも絡むと考えております。更に教育の根本的な問題を掘下げて実際どちらを優先ししなければならぬかといったようなことも考えなければいけないしこれは、直ぐ茲でこうするのだという風なことを打出ず時期じゃないのではないか、例えば今の都市計画によって計画された中学校にするか小学校にするか、こういった問題も都市計画と更に教育の立場からこれは教育委員会の討議に掛かる筈であります。從ってあらゆる角度から検討して出来る丈、都市計画にも支障を来さないで、そして教育問題も順調にできるような方向に進めて行かなければならぬのではないかと云う様な結局抽象的なことしか答弁出来ない、とこう考えております。

○大山盛幸君

何だかするりと抜けられたような御答弁でありますが、教育委員会としては既にそういう風にするということをはっきりおっしゃっております。その点において文教厚生労務委員会として困っている市長は、はっきりした教育委員であらせられるし、そうなれば教育委員会としての意思を十分市長としてもよく分っておられなければいけない問題と思います。若しそれが分っていないとすれば委員としての―教育委員としての―資格もないもんだとこう思う。それで教育税の問題についても是は是非変えなければならない。何とか強化しなければならないという風に相当批判し、又人民党においても教育税は撤廃するということをスローガンに掲げている。然し教育委員会、教育長の見解としては教育税は是非あって貰いたい、その徴収は那覇市においては七二・三％もいっているから軌道に乘りつつあり、指導階級の方々がもっと教育税に対する必要性或いは性格そういう方面の認識を新たにして、その点を市民に徹底させればもっと教育税の徴収も良くなるし、從って教育に対する種々の施設も十分整えられて来るとこういう風にはっきり教育長ならびに教育委員会の方がおっしゃっております。そうなると教育委員である処の市長は現在他の教育委員とは全く違った趣旨が違っているような印象を住民に与えている。そういった点から今少し市長は委員としてのプライドを持つ為にはっきりした答弁が欲しいと思います。

（「それは前任者の問題だよ」と呼ぶ者あり）

○市長（瀬長亀次郎君）

二十八番議員（大山盛幸君）は妙に絡んで来ますが、私は別に絡まれるような覚えはありません。私が申し上げますのは、事実です、私は一ぺんしか教育委員会に出ておりませんし、教育委員会でこんな問題は出ておりませんが、出ないで然もこういった重要問題を市長であり教育委員である私を呼ばないで教育委員会の立場をこう決まったからこうしろということを教育委員会が云い得るかどうか不思議で堪らない、その点は寧ろ大山委員長もよくお考えになって教育委員会は何時何処でどういう立場で決めたのか、都市計画をこわしても中学校をこうするのだという基本的な何か具体的な資格をもって当局に迫っているのかどうか、又そうではなしにこうして貰いたいという意味のことであるのか、はっきりしません。何時どういう要件で特にこういう重要な問題五百坪余の敷地の問題を討議する場合に所謂当局に絡んでいる問題これを市長であり、教育委員である私に何らの通知もなしに、教育委員会は決定したというのであるか、私はそれ自体が不思議でたまらない、具体的な話です。そういった意味で私としては更に教育委員会としても寧ろ委員会の開催を要請してほんとに今の文教厚生労務委員長のおっしゃる通り、教育委員会としては都市計画を変更しなければならないような決定をどういう基礎付けによってこれを決定したかといった点なども聞きたいと思いますが、寧ろこの教育委員会が文教厚生労務委員会に出て答弁された内容がもっとどういうことであったのか、私お聞きしたいと思っております。

○大山盛幸君

良く分りました、それならば先程の要望もありました通り、又先程の委員会の答弁もありました通りはっきりと納得の行くような教育委員会の説明を聞いて都計課としてもそれをはっきり早急に処置して貰いたいと要望致します。

○高良清二君

都計課長や市長の説明や、その他十二番（島袋嘉順君）十五番（辺野喜英興君）あるいは二十八番議員（大山盛幸君）各位からの発言によって方向は一致したものと考えられます。それで本問題は幸いにして継続審査の形になっておりますので引き続き文教厚生労務委員会としても十分御検討下さいまして、善処するよう要望いたします。それで只今上程されております。日程第一、第二については貭疑終結討論に入り、議亊を進行させていただきたい、こう思っております。

○議長（泉正重君）

日程第一の若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情について、文教厚生労務委員会では三つの要望意見を付して採択に決定しております。第二の若狭小学校々地拡張に関する陳情についてのみが、審議未了であるから、継続審査にする、二つにわかれております。討論に入ります。

○辺野喜英興君

文教厚生労務委員会の一員として私先程もその趣旨で話した積りでありますが、もう一ぺん議員各位、当局にも要望しておきたいと思っておきますが、この小学校の敷地拡張に関する陳情は我々委員会と致しましても審議未了、継続審査をなす、即ち、もっと継続してこれを深く検討しなければいけないということであります。ところで、この問題はあまりにも大き過ぎる、だから委員会は継続審査するのでありますが、その間委員会丈に任すのじゃなくして、委員会としては継続審査するのでありますが、その間議員各位においてもこの問題をしっかり聞き取って、それでどういう方向にもって行った方がいいということを委員会に進言し、然かも当局にもこの方向が正しいという、はっきりした線を皆さんももって頂きたいことなんであります。例えばここで市長も話しておりますが、私が考えてもそうであります。六百五十四坪を増加して呉れということでありますが、そもそもこの点については教育委員会としては不手際であります。例えば先程も話しました通り若狭小学校が出来て始めてこれじゃ坪数が足りないということからして出て来たのでありますが、都市計画としては、はっきりしたそう云う調査研究の結果、これは後々は中校にする、從って三十坪収容人員七百名から八百名であるから、このぐらいの坪数であれば基準にも達するということでこういう風にしたのであります。飽く迄も今迄やって来た都市計画に対してはこれは正当な行き方だと考えておるのです。ただ問題は教育委員会としては今迄中校をここにもって行くそれがいろいろの関係で延び延びになったものだからその侭放って置く訳にはいかん。例えばもっと具体的に申し上げますと、機械棒でも中学、小学は違うのであります。從って教育委員会としては、悪くないのです。中校にもって行く、後は作るのだという考え方であっても教育を二年も三年も放置するということは、出来ないのでありまして、從って教育委員会、学校当局としては中校だから中校としての適当な設備をする、然し乍ら又、都計に從って又向うに移るということは、これはどうも忍びない。折角中校の設備を無駄にして、又設備をやり替えるということになりましては教育委員会としてもこれを考えるのは勿論であります。だからして議会或いは市当局としてはどうしたら所謂あの六百五十四坪の坪数、これは今迄那覇市が借りた金の償還財源に当てなければならない土地であるというような非常に其所には重要な問題をどっちも含んでおるのでありますから委員会は勿論、継続審査する。その間、議員各位においてもこの問題を重要視下さいまして委員会の継続審査中でも結構だと思います。我々としては委員じゃないが、こういう意見であるということ、はっきりした線を打出して委員会に進言し、市当局にもその進言をなさる必要があるんじゃないか、こういう考え方であります。

○大山盛幸君

先程も都計課長に要望致しましたが、市長である教育委員に何も云わないで決めたのは怪しからんと云っておりますから是非市長がおっしゃったように委員会を招集して委員会の態度をはっきり示して貰うようお願いいたします。

○仲井真元楷君

学校敷地の拡張と云ったようなことが論議されておりますので教育委員である市長に特に要望申上げたいと思いますが、辺野喜議員から議員も皆んな一緒になって知恵を貸し会うべきであるということに対して申上げたいのでありますが、壺屋小学校或いは開南小学校それから楚辺小学校は非常に変態的な形態を持っているのではないかと私は思います。と申しますのは、大体小学校は私の考えでは多くて三十学級成可くならば十八学級程度が大変学校の管理もやり安い、校長としてもやりやすいし、又教員としても、それ丈の和をもって教員の感情的な調整も又学級経営においても、学校経営においても、大変やり安いのだが今の壺屋の学校も変態的な発展をしているそれから、開南の小学校だって隨分多過ぎ、楚辺もそうなんです。其所に大変困った問題が出て来ますことは、学校があることによって、其所に区域の学区というものが出て来る。学区というのは、学校に或いは校地に自分の子供達を我々市民が単に通学させているという丈の形式的な面ではなくて、その学区を中心にして青年会がある、ＰＴＡがあり、又婦人会があって社会的な面との折衝が今日の教育では非常に強い。從ってＰＴＡ或いは、青年会の或いは婦人会の精神的な物貭的な、援助というものも其所に沢山生れている、この繋りによって又、対市民活動、対校区のお互の市民との生活もそこから結びついて来る。処が都市計画におきましても、学校を設立するということが私は那覇市の場合でも非常に理想的にと云うよりも合理的に未だこの校地の問題は十分検討されていないとこう見ております。例えば開南小学校は開南小学校と云いますがあれは昔の戦前の上泉、下泉にあってそして今の六区から八区、九区、十区といった漠然とした校区になって、そのために長い間十年も開校して其所に精神的な市民としての結びがあるのだけれども、そういうものが何時打破されて市民と学校或いは市民と教育委員会との感情的な縺れがあり、壺屋でも開南でもあったということは都市計画が学校敷地に対する認識が余りにも軽視し過ぎた考え方によると思います。それで教育委員である市長にお願いしたいことは教育委員会は学校区域の市民の気持ちを察知することが貧弱過ぎると思います。だから学校の校地を決定する場合には先を見越して形式に捉われないで市民の気持ちをよく辨えて、そうして早く手を打つことが一番大事だと思います。学校の敷地は溢れて仕舞ってどうにもならなくなってから、さあどうするかというのが今迄の教育委員会の態度これでは教育委員会は壁にぶっつかって、水がはじき返って自分に当ってからどうするかということは恐らく教育委員会としては、積極的でもなければ建設性もないとこう見ております。それで市長であり教育委員である市長の態度としては、都計と十分睨み合せてやるのは勿論でありますが、先へ先へと、学校問題をもっと手を打って貰いたい。そうしなければ被害甚大なのはＰＴＡであり、市民であり、現に具体的なことをもっておりますが、何時もこの点について教育委員会に忿懣に堪えない、何時も後退している。先に手を打たないから色々の問題が出ておる。幸いにして若狭小学校が開校されて都計に段々マッチして行くが從来の遣り方は大変、変態的であった。変態的であるということは市会にそれ丈の精神的物貭的な負担を掛けさせておりますから今後はそういうことがないように先に迄手を打つということを教育委員会としてやって頂かなければ困ると思いますので市長は都計と十分睨み合せて、その形式的な事に捉われないで、もっと住民の生活面を考慮し、手を打って頂けば学校教育も十分生活とマッチ出来るのでそこを強くお願いしたいのであります。

○議長（泉正重君）

御意見は十分出盡したようでありますので表決に移りたいと思います。一応私からお諮りしたいことがありますので暫時休憩し協議会に入ります。

（午前十一時二十分休憩）

――― ― ―――

（午前十一時四十三分再開）

○議長（泉正重君）

再開致します。表決致します。日程第一の若狭小学校幼稚園敷地提供方の陳情については文教、厚生、労務委員会の審査報告によりますと三つの要望意見を付して採択と決定致しております。左様可決して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ありませんので左様確定致します。

○議長（泉正重君）

第二若狭小学校々地拡張に関する陳情については矢張り、文教、厚生、労務委員会において只今審議されました通り都計と教育委員会の根本的意志の相違を調整しなければいけない点があるので今後継続審査を行うということであります。左様確定して御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ございませんので左様確定致します　では前日に引続きまして日程第三、第四、第五、第六、第七の議会側付議亊件について一括上程いたし貭疑を続行致します。

○渡口麗秀君

貭問に入ります前に一応瀬長市長に申し上げます。

市民の或る一人が私に対しまして瀬長市長は市長就任に際しての挨拶において私は幽霊でもなければ怪物でもない單なるマチヤーグァーの親爺である、というようなことを言っておるがこれは私達市会議員は勿論市民を欺瞞するために口実であるからその手にのってはいけないというようなことを私に話しておったのであります。それに対しまして私は瀬長市長は私の中学二中時代の同窓でもあり又私の三期先輩である　特に私は中学時代私の家の向いのカーシマチヤグァーに瀬長さんは下宿しておられてよくその人物を知っておるので私は怪物ではないという風に答えたのであります。

そうするとその人は君は瀬長さんにそう言ったから人民党に同調しておるような気配があるといい出しまして怪物である理由を次の通りその人は私に話しておったのであります。瀬長市長が市長に当選すると間もなく那覇市の資金が凍結されて都市計画亊業、区画整理亊業、土木亊業、その他の建設亊業が全部ストップして仕舞て今迄建設区域内で轟々たる騒音を立てて活動しておったところのブルトーザーやその他の重機類が全部何処かへ行って仕舞っているじゃないかそれから又建設のために勤んでおつた處の数十人に亘る労務者が一人もその区域から残らず居なくなっているじやないか、こういう現象は明らかに瀬長市長は怪物である所以である從って君達はこの瀬長市長の言動に迷わされることなく十分議会において我々の声、市民の声を瀬長市長に伝えて又瀬長市長の考え方を市民に伝えて貰いたい　それが君達の職責であるからしつかりして頑張って貰わなければいかんというようなことを私に話しておったのであります。私は瀬長市長が怪物であるということは信じておりません。それで市民の方がよく分るように煙幕を張らないようにしてガラス張りの言葉を使って云って貰いたい市民が納得行くように明解に答えて頂くようにお願い致しまして資金凍結に関する問題について市長さんの御意見を承りたいと存ずるのであります。先ず第一問をやってから順次十問程やって見たいと思います。瀬長さんは市長就任の際に一応職員の方に挨拶してその後新聞記者団と会見しておられます。その時に記者団から今回の資金凍結についてはあなたが演説の中で補助金も要らない或いは復金、融資も要らないと言ったことが原因となって資金凍結になっておるがといつたような意味の貭問に対しまして市長は私は一言もそういうことを言ったことはない、公約の中でも或いは三十八回の演説の中でも一言もそういったことは触れておらない、寧ろそれは逆である、私は補助金が少いから増額すべきであるという風な意味の答弁をしておられるのであります。更に記者団から資金凍結解除の見通しについては、こう貭問に対しまして私は見通しを持っている必らず資金凍結は解除出来ると確信している。斯様な確信がなければ私は市長などに就任するものではないという風に答えておられます。その答弁から見まして私は今度の資金凍結の解除について、瀬長市長は十分自信を持っておられるが尚その答弁の裏からすると職を賭しても資金凍結を解除して見せるぞというような固い決意があるかのように私は感ぜられるのであります。それで念のために今回の資金凍結の解除について瀬長さんがどういう信念を持っておられるか先ずその点からお伺い致したいと思います

○市長（瀬長亀次郎君）

資金凍結解除の態度方法についての御貭問でありますが、その前に怪物論が生じましたのでそれもお答えしておきます。怪物ではないということは今八番議員（渡口麗秀君）がおっしゃったように八番議員（渡口麗秀君）の意見が正しいと思います　併し、瀬長亀次郎が当選したという丈で工亊がストップしたということは確かに異変であります。天変地異ではないかも知れませんが兎に角これは普通じゃない、然し普通でないということは私がさしたのではなしにアメリカ民政府それに富原琉球銀行總裁を頭らとする沖縄戝界、実業界の大物達が集ってこういう計画をし、そういう仕打を全沖縄県民に宣言した丈ではなしに未だ続けられて市長攻撃に向っております。所謂私がブルジャー民主々義を打ち出さなくちゃいかなかった根本はそこであります。アメリカ的民主々義　西欧的民主々義これが沖縄においてはない、一人の人間が選擧によって選ばれたというその事実丈で今迄続けられた補助金を停止する更に今迄ずっと融資が継続されていたのがこれを拒否される、更に市の預金を封鎖凍結する、これはアメリカ並びにイギリス、新聞記者の常識で即ち彼等の奉ずるブルジャ民主々義の理念ではどうも理解できないという現実、これであります。瀬長が怪物でなしに寧ろ異状、アブノーマルというのはあちら側であるということであります。私はノーマルである市民もノーマルである、アブノーマルは向うであり統治者それと結託する沖縄の戝界、実業界の大物が那覇市民を含めて全世界に向ってストライキを宣言するこれなどは正に沖縄的であり而も那覇市において是が行われております。だから私は何故その凍結を解除する責任が或いは解除する確信が何処にあるかそこにあるのです。應てアメリカは自分達の信奉するブルジャー民主々義に立返って斯なるアブノーマルな政策を止めるであろうということであります。若しこのアブノーマルの政策を続けて、もっと具体的に分りやすく言えば折角、那覇市民にやったという八千七百万円の軍補助を打切りこれを他に廻し、或いは銀行は更に八千八百万円貸すという条件をつけてその条件が変更されるということもなしに踏みにじったということもないに拘わらずこれをその侭拒否し続けて更に市民の税金である三千一百万円の預金を凍結した侭で解かないとするならばアメリカ並びにそれに從屬している戝界人や実業人は本当に全世界の物笑いとなるであろうそれ丈ではなしに、全世界が物笑いする丈ではありません。既に那覇市においても抵抗が生れて居ります。沖縄県民も抵抗を開始しております。祖国日本でも、これに対する抵抗は具体的に生れております。那覇市における抵抗は現われて来ました。これはこの前茲で提案をし残念なことには否決されましたあの工亊ストップによって断ち切られた本当に文字通り断ち切られた橋であります。更に久茂地川の堰止め、この堰止めを取拂って雨が降って浸水しては市民が困るからと思って提案した。この案件が市会の手によって削り取られて仕舞いその結果雨が降って浸水しては市民が困るからと思って提案したこの案件が市会の手によって削り取られて仕舞いその結果雨が降って仕舞ってＰＴＡは陳情を開始する既に市民は私の所に来ておりまして或る市民は更に七名、私宅を訪て来ております。私達が資材を出し労力を棒仕してあの二つの仮橋を架けて更に堰止められた久茂地川を我々の力で浚渫したならば法的にあなたは又市会から苛められるようなことはないかどうか、若しないとすればやるという抵抗が市民の中から出ております。勿論、一昨日から雨が降り出しましたので土木課、建設部長、更に三部長が頭を捻って市長室で協議を続けております。

即ち例えば執行予算は予備費か幾らか位でも出してやる場合にあの工事を始める場合には法的にどういう風になるか今検討中であり今日の議会が済んだらまた更に検討して直ちに市民の迷惑にならぬようにやる積りであります。市民の抵抗は、無言の抵抗は表われております。

日本では「那覇市政を救え」この声で六十万の学生を包括する全学連は基金募集に立ち上っております。四百万円の金がすでに集っておるという現実は、更に自民党も社会党も戦災都市としての補助金を今度の国会で、第二次補正予算で組ませるということをはっきりいい、努力中であります。

三百五十万を擁する日本労働組合總評議会も立ち上っております。そして来たる二十三日「沖縄を返せ」という國民大会は日比谷で行われるように決定されております。以上は簡單な亊実でありますが、那覇市民の無言の抵抗と、更にこの常識では考えられない統治者の仕打に対する祖国九千万同胞の抵抗は今現実に生れております。私は今この現実の下に立っております。今現実に生れております。就任前も就任後も私の確信が搖がないのは、如何なる攻撃の矢表立っても冷然として嚴然として落着いて、然かも毅然たる態度でやるというこの確信は、この現実の分析から生れております。そこで問題の焦点に觸れますが、この前も申し上げましたように十二月二十八日の各新聞社の報道によって報じられたあの軍補助金の打切り、銀行融資の拒否、豫金の凍結、これの理由は、バロン戝政部長はアメリカの援助は要らないという男に援助する必要はないから補助金は打切るのが当りまえである、富原琉銀総裁は銀行から金を借りる必要はないという男には貸す必要はないという理由であったが、今度その理由は霧散、霧消して、そうじゃなかった、実際は瀬長が市政を担当したならばこういうことになるか分らない、ので償還能力があるかどうか分らんから実は打切ったのだという風に一ヶ月もたたないうちにこの理由が実に豹変しております。

そこで今日決済を致しましたが、一般会計においても、区画整理亊業会計におきても、水道亊業会計においても、斯く斯くの条件であり、返済償還能力十分であるという数字が纒まりましてあしたプリントにして琉球銀行總裁富原氏に持って行くことになっております。必ず解けると思います。政治的意図がなければ不正な仕打であるので何處迄市民と抵抗をする、市民の抵抗はより以上に盛り上るであろうし更にこの抵抗は琉銀總裁の良識を促して貸してやる、決断を、結論を生み出す力となることを確信して私の答弁を致します。

○渡口麗秀君

もっとやりますか、それとも食亊に致しますか、

（「食亊」「休憩」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では食亊のために休憩致しまして午後一時本会議を再開致します。

（午後零時五分休憩）

――― ― ―――

（午後一時五分再開）

○議長（泉正重君）

では引続き本会議を再開致します

○森田孟真君

資本凍結の件について市長にお尋ねしたいと思います。那覇市の市政は十一万市民は勿論沖縄は軍民両政府の援助協力による處の行政の運営でなければならないと考えます。即ち都市計画、水道亊業、区画整理亊業その他市民のための色々な施設もこの協力と結集によって実現が可能であります。處が瀬長市長就任と同時に水道問題では具志頭村における決議によりまして瀬長市長在職中は給水はしないこれには結局瀬長市長が退陣すれば給水するという裏付けであると私は考えます。このことは戝界或いは建設に携る人たちその他の市民も次々に瀬長市長実現に対する反対の態度或いは非協力の態度を示しております。これは明らかに瀬長市長に対する反市長の市民の声であると私は考えるのであります。又、融資の停止補助金の打切り或いは資金凍結も市長は一部の人々の責任であって自分の責任ではない、とこういっておりますが、これは瀬長の市長当選によって受けた亊実であり、当然是は瀬長自身の責任であって、決して責任をその他の人々に転嫁すべきではないと私は考えます。よって私は瀬長市長は春が来れば資金凍結も解けるであろう、或いは努力中であるとか、最近は返済能力があるから貸すとか、云っておりますがここではっきりこういった那覇市の現状を打解するために、施政を好転させるためには瀬長市長はどういった態度を示すか少くとも三月迄には那覇市の十一万市民の亊を思い或いは憂うるならば瀬長市長ははっきりとここに態度を表明して貰いたいと思います。若し解決出来なければどうするのであろうかその面について簡潔にお答え願いたいと思います。

○市長（瀬長亀次郎君）

簡潔にと申されておりますから結論から申上げます。合法的に選擧された瀬長市長は絶対に反対派の攻撃によってその席から引くことは致しません。断乎として選擧法によって選ばれた民主々義のルールに從って責任は何れにあるかをじわりじわりと全那覇市民が了解し、更に沖縄縣民、九千万祖國の同胞も理解するように努めて行きたい、私に加えられた諸種の圧迫、非協力声明、これが正しいか、正しくないかは應て全市民に分るであろう、ということをはっきりと、名言しておきます。私は施政方針の基本的態度に申上げました通り不正と不当な仕打ち、不正と不義これには徹底的に抵抗する、ヒューマニズムの精神これが私の思想的根拠であると申上げました具志頭村会において水の問題を瀬長が市長である間は遣らないと決議した裏には、この前に申上げましたように沖縄を統治しているアメリカの人々が村会に威圧掛けたという亊実は否定することは出来ません。二十五日に区長や村会議員を集めて合同会議をやってこの合同会議では意見が纒まらず二十六日土曜日更にアメリカの使が裏から来て、瀬長が市長である間は水を遣らない決議をしろという命令を受けて、遂に二十七日は日曜日であるに拘らず村会を開いたそうしてその村会では反対をする人々は名前を書いて出せという處迄言われたがその中でやはり骨のある人がおります、私の名前を書きなさいとはっきりいっておる人もおります。だが併し遂に威圧が加って、村会では決議されておりますが青年会と致しましても教職員会も、会としてではないでありましょうが、更に心ある人々は流れて捨てる水を那覇市にやらないという理屈が立つものかというので愈々その決議に対する反対の運動が盛り上っておることを御報告することのできるのは那覇市民と共に喜びに堪えないと考えます。私は如何なる圧迫か加らうが、那覇市民の一部で反市長的空気が濃厚になろうが施政の進展を害するものを喰い止め、那覇市民の生活と民主々義を守ることは全市民の責務であるそのことを市民は知っております。今先も申上げましたようにあの橋を架け、或いは閉された久茂地川を浚渫するということを市民の中から申出ているということは寧ろ無言の抵抗が現れつつあることを証明して余りあります。如何なる立場に追込まれようが合法的でない一切の仕打ちに対して徹底的に斗うであらうということをここでお答え致します

（拍手）

○赤嶺慎英君

先程の八番議員（渡口麗秀君）の御貭問に対する市長の御答弁に対しお尋ねしたいと思います。市長は資金凍結の解決策として昨日、今日各部課長集って市の戝政の返還の裏付資料が出来たから大丈夫借入れ出来るであらうという一策ともう一つは十一万市民の抵抗の力八十万県民の抵抗の力それから祖国九千万同胞の抵抗の力によって必ず借入れ出来るであろうと以上二つの資金凍結の解除の方法を御答辨なさっておられます。ここにおきまして琉球銀行が資金の凍結を解くとか或いは貸す、貸さんはこれ飽く迄も琉球銀行でありまして我々のいう通りに貸して呉れる機関でないということは同じでありますそれで一つお尋ねしたいと申上げますのは市長は議員ではない、議員であれば、如何に抵抗を出そうとおっしゃっても、その中には実際にやられる当事者がいらっしゃいますから、問題はないと思います。處が市長は那覇市にお一人しかおりません、この十一万市民の抵抗八十万県民の抵抗、九千万祖国同胞の抵抗が効を奏する迄万一琉球銀行が資金凍結を解かない場合はその効を奏する迄待つつもりかその効が奏する時期の見通しをもっていらっしゃるかどうかこれは直接市民の台所に通ずるものでありますが故に私はこの抵抗抵抗という市長のお話し丈では、当亊者として果していけるかという疑問を持つものでありますが故に市長に簡單で宜しうございますから万一琉球銀行が資金凍結を解かない場合に何處迄抵抗し続け、そして市民の台所に通じて頂くかということを簡單に御答弁願いたいと思います

○市長（瀬長亀次郎君）

三十番議員（赤嶺慎英君）のおっしゃった通りであります。琉球銀行は金を貸す處であります。こちらは借りる處であります。商売の掛引であります。その商売の掛引で政治的な問題が絡んで貸さないという場合には琉球銀行は金を貸す銀行ではなしに寧ろ金を貸さないで今迄貸していた市に金を貸さないで市民を苦しめる銀行であるということをいよいよ全世界に自から宣言することになります。琉球銀行の總裁はちゃんと文書で我々はコマーシャルベースに立ってこの処置を取ったのである。言い換えれば政治的意図はありませんということを明確にしております。政治的意図がなければ必ず貸すであらうことを信ずるのは間違いではないのです。我々は先ず信じましよ、私は先ず相手を信じて掛かり、裏切られたら裏られたでという意味で彼等は裏切ったのであるということを再び市民にお知らせ申します。その中から次第々々に民主々義が鍛えられていって政治は明るくなることを私は確信しております。更に那覇市民或いは沖縄県民或いは九千万祖国の同胞、この抵抗の現われとして見通しは何時頃かと云うのがあるか私は六月までには完全に具体的なものとしてこの市会に提案する、確心を持つ見通しを持っております。再び繰返しますが銀行が公表したようにその処置か政治的意図かないとすれば普通の常識で考えて償還能力があるということを確信したら貸すというのであれば、同じような、又それ以上な償還能力があるということを数字で現われたにも拘らず、これを拒否することは、本当に常識では正に考えられないようなアブノーマルな仕打ちか出て来ますが市民は判断するでありましょう。こんな銀行はどうも変な銀行だな、正に怪物は瀬長亀次郎ではなしに琉球銀行の中にあるのかなあというふうになりわせんか

（「そうだ」と呼ぶ者あり笑声拍手）

こう考えられるようになるでありましょう。私は曽って那覇市長選挙に当選の結果、その翌日、余りにも逆上あがってのことでありましょうが瀬長を選擧した市民は馬鹿であるという言葉を新聞で見た覺えがあります。愚民愚想、市民県民これが馬鹿であるという思想、愚民愚想はフヮツシスムへ導く最も危険な思想であります。

一人よかりの思想、俺がすべてをやり得るというこの愚民思想は実に危険である。市民は瀬長を当選させてこうさせたいと思ったからこそ札を入れたのであって盲目的に煽動によって入れたなど若し考える人がおるとすれば是は正に愚民思想に毒されたフヮツシズムへの道を歩たものでなければならない再び申上げますが琉球銀行の總裁からの手紙によって融資の打切り、資金の凍結、軍補助金の打切りが、政治的意図がなしに單なるコマーシャルベースによるものであるならば明日提出する書類によって償還能力が具体的に数字を以って示されているので融資の継続をして呉れるであろうということを確信して疑かわないものであります。そしてこの確信は應て全市民の確信となるでありましょう、万一貸さないとならば貸さない、理由を付けて来るでありましょう、その理由を更に又数字で裏付けて貸すまで私は努力する積りであります。

○森田孟真君

返済能力が認められれば市長は琉銀が貸すであらうという御答辨でありますか、若し貸さない場合には、これは考えられることです。例えば銀行え書類を出しても能力がない現市長の権限ではその能力がないと云う調査の許に貸さない場合は市長は六月迄にはその確心があると云われておりますが貸さない場合はどうするか、その点を伺い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

更に申上げますが明日出す銀行融資の継続申請書は瀬長個人が作り上げたものではございません。總務部長、戝政部長、建設部長、社会部長も加ります。特にその草案を担当したのは水道課、都計課、区画整理、こういったような土木、建築も含まれておりますが、この課をもつ建設部並びに戝政課、徴税課　水道課、税務課、この課をもつ戝政部、この両部長か今迄の実績とこれからの見通しを科学的に検討しその上に打立って数字を分折し、作り上げて来たものでありますことを報告致します。そしてこの議会は今日何時に済むか分かりませんが、済みましたら部長会議を開いて更に検討を加えて琉球銀行に出すことになります。そうなりますとこの市役所六百の職員を代表する部長、課長や、係主任が全精力全心血を注いで作り上げた歪曲された亊実ではなしに具体的に今迄の眞実の姿に打立って作り上げた、償還能力の証拠を見ても貸さないとするならばこれこそ正に政治的陰謀の巣窟は琉球銀行にあるということを証明して余りある、この不正、不当な亊が若し、起ったならば私は断乎としてより以上に攻勢に、転じて一歩も退かず貸す迄如何なる努力も続けるであらうことを明確に申上げます

（拍手）

○長嶺将真君

瀬長氏は市長に御就任になって施政方針の根本を大体こういう風に言われております。現在迄の新聞における報道や市長の施政方針によりますと瀬長市長の施政方針の基本は沖縄は十八世紀の社会政治形態である。からブルジョア民主々義を擁護し育成するのであって沖縄では共産主義とか社会主義というものはない故に人民党は共産党でもない、社会党でもない又反米でも親米でもないという風に言われてもおります。併し瀬長氏は人民党書記長になって現在迄灰塵の中から立上ったこの沖縄の復興に対し、米当局の政策に対して一回でも協調したことがないのであります。二月、三日の琉球新報には人民党の徹底したアメリカへの非協力はよくないという投書があります又四月六日の週刊タイムスの転載記事がありますが、その中に瀬長は低い柔らかな声で米軍と・・・・報導している亊実が二つの何かあります。併し沖縄人民党の規約二条によりますと沖縄人民党は労働者、農漁民を中心に県民が祖国復帰、民主統一戦線を決定しアメリカによる沖縄の占領統治に反対して闘うということは司法立法行政を否定することであります。市長は原水爆基地には反対であるか、基地には反対であり或いは反米でもあり、親米でもあるといっておりますがそういうことがその二条の規約によりますと占領統治に反対する、この占領統治に反対するということは基地にも反対であるということにあり司法、立法、行政を認めることによって統治権の作用があるのでありますからその統治権の作用に反対するということは基地に反対であります。又司法、立法、行政、によって生まれる處のこの政策によって市長に出るということは良心的に言えば市長に出られない筈であります。併し市長に出たということはアメリカの援助を受けなくても自分でやって行けるということを証明するものであると思いますがこの私の見解に対する市長の御見解をお伺い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

二十番議員の御貭疑にお答え申上げます。沖縄人民党の政策、綱領、規約のことを申しておられますが、その通りでございます。沖縄人民党も私もアメリカの占領統治に眞向から反対し続けて斗って来た今後もアメリカの占領支配、占領統治に真向から反対して斗うであらことを茲に再び宣言を致します。何故ならば特に対日平和条約即ちサンフランシスコ条約が締結されてその直後は占領統治は止めて民政に移さなければならないに拘らず今もって占領、支配、占領統治が継続されておるという亊実は正にブルジョア民主々義の否定でなければならない何か故に私は施政方針でブルジョア民主々義、即ちアメリカ的民主々義西洋的民主々義の擁護その育成を謳わなければならなかったかという根本はそこにあります。西洋的民主々義、アメリカ的民主々義さえこの沖縄にない、これを勝ち取るということこそ民主々義と生活を守る基本的態度でなければならないということをはっきりしたからであります。占領統治に反対するから司法、行政、立法を否定するのではないかと云われておりますが正しい意味において、沖縄における民の政治の司法、行政、立法かあるかどうか、司法と行政は占領軍の任命となっております。立法院は形は変って民選となり二十九名の議員か出ております　處がこの立法院、民選によって選ばれた立法院は行政主席アメリカに任命された行政主席は立法院を拒否することができます。更に拒否されたものを再び立法院が可決する場合はアメリカの統治権者が拒否する権限をもっております。其所に立法院議員に選ばれたとはいえその選ばれた立法院の権限が如何に縮小されているかという現実があります。アメリカではそういった事はありません　アメリカ的民主々義はこれを否定しております。私はアメリカ民主々義の立場に立って今ものを云っておるのでありますアメリカでもまさか占領支配を何時迄も続けて行くという考えはないでありましょう愈々アメリカの特にワシントンでも来たるべき議会において問題となるということは今迄の沖縄県民の立ち上りは占領支配の継続であったこれを民主的に移さなければならないという議論と仕方がないので寧ろ行政は日本へ返して基地丈確保すればいいではないかという問題が今度のワシントン議会における焦点になるということは外国新聞を見てもはっきり現れております。十一ヵ年の占領支配に皆んな賛成である人はおらないのであります。仕方がないからついている丈の話であってこれがブルジョア民主々義即ちアメリカ的西洋的民主々義の立場から申上げましても如何に民主々義のルールに反した政治統治形態であるかということが分かります。

国際法学者の一致した意見は戦勝国が敗戦国の領土の一部を取った経験はあるか沖縄の如き法的に曖昧な統治的に曖昧な政治形態はないということは国際法学者の一致した意見であります。信託統治でもなければ委託統治ではもとより、領土権は、その潜在主権、寝れる主権が日本にあるなどというものの、領土主権とは何か、こういったことになると又不明であり、そして統治権は完全に握ってその統治権自体が軍政となっております。軍政の嚴しさを申上げますと何らかの形でアメリカに工合い悪いとなった場合に直ちにオフリミツを食らわしたり或いは那覇市にすぐ例を取ってみれば、自分たちが出した布令、布告即ち市町村長並びに市町村議会議員選擧法、あれは立法院で作られたものではなくてアメリカの布今になっております。この布今によって選擧された人が当選したというこの事実丈で何らの選擧法違反も法律も犯したということがないにも拘らず自分達の打ち出した布今によって選ばれたという丈で常識を逸脱した資金攻勢、財政攻撃これを掛けて来るということこそ我々の協力することのできない政策ではなからうかこういったものに協力しなければ完全に工事は打切られてストップする雨は降って久茂地川が氾濫しても構わない、放つたらかす橋を架けようとすれば架けさせないという風に手足を縛って仕舞い遂に政治が出来ないように仕向けるという常識を逸脱したことがやられるとすればこれが継続するとすればその不利益は瀬長亀次郎が退陣すれば直ちに解決されると思ったら大間違である瀬長が退陣すれば金は出るということかも知れませんがそこに流れている占領支配の専制政治は絶対に止むことはない瀬長が退陣すれば又選挙がある選挙があったら又私は立ちます（拍手笑声）仕方がないそうなると選挙のシーソーゲームになり選挙の競走によって益々迷惑するのは市民であるこの市民は一ペん意思表示したからお前やって見ろといっております。やってみます、併しまだやっていないだから一つやらせてみた方が市民のためではないかという風に考えるのであります

（「そうだそうだ」と呼ぶ者あり）

（拍手）（笑声）

○渡口麗秀君

午前中の瀬長さんの私に対する答弁は要約しますと結局那覇市の十一万市民、八十万県民又は九千万租国同胞の抵抗によって資金の凍結を解除する、確心があるというような意味の答弁であったのでありますが、その答弁の裏を引繰り返しますと瀬長亀次郎は外交能力なく行政能力なく、私ひとりでは何もできないというような結論になるのであります。併し乍らこう今のようにやりとりしておっては時間がかかって仕様がありませんので先刻の問題は打切りまして次の市民の声についてお伺

（誰の声だが分からない」と呼ぶ者あり（笑声））

い致します。市民は瀬長市長が在職している内は資金凍結の解除については絶対に不可能であるという風な見方をしておる市民もおります。その理由は琉球銀行の五一％の株を持つ處の軍に対して瀬長さんは先程も話されました通り十カ年長い間アメリカの統治政策に絶対反対を続けてきた處の張本人であります。その張本人に対して果して補助金をやって瀬長の政策を助けてやったり或いは復金融資をして瀬長の政策を助けてやるとか又今回の資金凍結についても瀬長を助けるために資金凍結を解除しようというようなことは我々市民の常識では考えられないといっております。従って市民の結論は瀬長が市長に在職する間はどんなことがあっても資金凍結の解除は不可能であろうというようなことを言っておりますので再び瀬長市長の考え方を承りたいと思います。

○市長（瀬長亀次郎君）

今の八番議員の御質問は丁度正月二十日に市長室に訪れたロンドンタイムス東京支局長さんの話がそのままなんです最後にロンドンタイムスの東京支局長はもう二時間にもなってお疲れでしょうから私帰りますが最後におききしますがアメリカの補助打切り、銀行が金を貸さんという政策あれは貸すのが銀行だが金を貸さないという政策、人の金を預かってもその預金の引出しか自由であるということが民主々義の立場である而もブルジョア民主々義の立場であるが、これがおかしい、私もおかしいあなたもおかしい書きなさい書きましょうといっております。ロンドンタイムスは大きな新聞だから国際的に拡がるであらうが、これ迄あなたはアメリカに協力しなかったから、反米か親米か私は反米でもない新米でもない何かアメリカのよからぬ政策に反対するのだいい政策だったら賛成もしますし協力もします金を打切らない政策を取ったら協力します打切りは民主々義の立場からいってもよくない、その打切る政策を打切らない政策にもって来る銀行は金を貸すという本商売に返って金を貸す商売をする政策、人の預金をもっていたら止めないで出す政策というようなこの政策が正しいものであれば手を上げて協力する丈でなしに推進して行きましょうそれでロンドンタイムス記者はあなたはそんなことをいっておりますがそういったようなアメリカは反米だとおもっている人に金を貸すかなあ、補助金をこれ迄通り出すかなあといったら私はこう答えました。出すであろうアメリカの民主々義を私は信じている。だからやがて常態にアブノーマルであったのがノーマルになって貸すでありましょうといったら記者先生アメリカはそんなに心広いかなあといっておりましたが（笑声）やがてアメリカ民主々義はこの沖縄で復括するであろうと云ったら私もそれを希望して君と握手をしましょうといって握手しました。大体そんなものでありました。私もそう考えております

（拍手）

○渡口麗秀君

もう一つ市民の声をかりてお尋ね致します。市民の中には瀬長市長は立派な理論家であるというようなことをいっております。併し乍ら彼には実行性がないということは事実であるというようなことを申しております。その理由として人民党の幹部であった方々が初めは瀬長市長の理論に承服してそして瀬長市長に協力しておったのであるか次第次第にその人が勉強するに連れて立身出世して中央委員におり或いは常任委員になるのでありますがそのなった人が瀬長が我ら市民に対して演説をやっても結局その演舌は、現在の琉球の政治の段階においては実践できないのだというようなことで理論的に苦しんでそして次第次第に瀬長市長に対して不満をもち脱党したものが亊として十四、五名おるのであります。この事実は明らかに瀬長市長が実践力がないということを意味しており瀬長市長によって資金凍結の解除は困難であろうというようなことを市民の方々が私にいうております。それについて市長の御見解をお伺い致します

（拍手）

○市長（瀬長亀次郎君）

この質問は人民党の宣伝を引出した様な格好になつておりますが人民党は仰言る通り脱落する者もこれは百じやないと思います数百名おると思います脱落する人はおりますが是は仕方がない是は自然現象であります社會現象である瀬長は理論家ではあるが実行性がないから引くとか引かんとか云う事でありますが今の人民党の皆様は次第次第に理論的にも実践的にも鍛えられてやがて一騎當千の人々が出ると思います是は自己宣伝になりますからやめまして斯う云つた話がありますその話をお話しすれば回答が自ら現われます今迄は野党であつて勇ましかつたがこれからは當局になつて攻防位置を変えただから貴方も苦しいだろうと云つておりますが其處なんです立法院の話を致しましょうか立法院に於いては場合によつては野党となり與党ともなる訳でありますあの労働組合法、労働基準法は私が出したのでありますがその時は發案者は何處迄も防衛でありますそれに反対した二十八名の議員は本会議が十三回開かれましたがこの十三日間は朝も晩も徹底的に攻撃が開始され、私は防衛として労働組合法のその精神から説きだしてそして攻撃が加えられるこれが又委員会に付託される　又委員会で攻撃が掛つて来る　それを又本会議で攻撃が掛りそして遂に六ヶ月に亘つて討論されたのであります處が今は私一人ではない其処に一騎當千の部長がおり課長が控えておりますそうなると立法院よりも寧ろ愉快な話合いが出来るように仕組まれておるのでここが非常に迷つているのでありますだから私は騒がない私は部下を信ずる部下はその職責を公僕として信念を果して行くと云う事になると一人対二十八名であつた立法院時代よりも今の方が氣持良く落着いて仕事が出来る

（笑声）

と云う事になつておるのでありますだからそう云う意味からも確信は次第次第に強まる一方であつて不安、動揺等一遍もなくて高良議員さんであつたかこれは苛めれば反抗するから　苛めない方が良いと云うような事を云っておりましたがあの人はうるま新報時代一緒だったからよく分ると思います　私は攻撃されればされる程然もその攻撃が不當であると思ったら最後私は実に元気が出る

（拍手、笑声）

顔色もよくなります攻撃される程顔色がよくなり体も元気になりますそう云った実行力があるかどうかあるとかないとか云ますがそれ丈は控えさせて貰いたい軈て実行して直ぐお目に掛けますから六月もお待ち下さい

（笑声、拍手）

○渡口麗秀君

只今の答弁は控えたいと云う事でありますので私も飽く迄も御答弁を聴きたいと云うような考え方は一応遠慮しようと思います日本の共産党は中央委員の松本三益氏をして沖縄に於ける共産党活動を主宰させたのであるがその成果を大きく期待していなかった然るに行動派の松本委員には遙る遙る東京に於いて沖縄における共産党の方々を指導してそしてその成果はすばらしく上った即ち今回の那覇市長選挙は共産党の大勝利に終ったと云うような事が新聞に報道されているがこれは明らかに瀬長さんやその他の幹部が共産主義者であり共産党員であると云うような証拠になりはしないかと思う従って共産主義者であり共産党員である瀬長市長に対して自由主義者である琉銀総裁が金を貸すと云うのはおかしいではないかと云うようなことを云うておりますこれに対する瀬長さんの御答弁を時間の関係がありますので簡明にお願い致します

（笑声）

○市長（瀬長亀次郎君）

御質問を少し補足致しますこれは共産党が云ったと云う事ではなしに産業経済新聞に書かれているのを沖縄タイムスが転載しておって松本三益が瀬長亀次郎を踊らして當選させたと云う点を棒グワー迄引いて注意を促している事は人民党非合法化えの一助にしようと云う産業新聞の悪辣なる陰謀にヒっ掛る事もありませんし　又ちっとも痛くも痒くもありません私が又人民党は共産党でないと云う事は既に發表しておりますし沖縄人民党は沖縄の特殊事情から生れた最後の目標を日本復帰に掲げている政党でありまして日本復帰と同時に觧党をして今の党員はその思う通りの政党に入るでありましょう共産主義社曾の建設を終局の目標としてその思想精神をマルクスレーニズムに置いている共産党や又日本共産党とも結びつきもなければ社曾主義制度をその一國に打立てようとする終局の目標を社曾主義社曾の建設に置いている日本社曾党とも何らの結びつきはありません

沖縄人民党は沖縄が独立をして一國を為すと云う事には真向うから反対しております即ち沖縄独立論是は真向うから否定して掛つております政治的にも経済的にも文化、社曾一切の方面からしまして民族の立場から見ましても琉球民族ではなしに日本民族の構成員としての沖縄縣民でありますだから沖縄が一國を為すと云う事には反対している立場沖縄が一国を形成しないと云う基本的態度から共産主義を目的として沖縄に最後の目的は沖縄丈の共産社曾の建設にあると云ったような政党は生れませんこの人民党は従ってサンフランシスコ条約の第三条の規定によって打出された沖縄政治形態の特異性から生れた日本復帰を最後に掲げる労働者、農民、中小商工業者等一般勤労大衆の利益を代表して最後には日本復帰を目指して活動を展開する大衆政党であると云う規定が沖縄人民党の規約の第一条に明確に謳われております松本三益が瀬長を操ってそして市民を誑して怪物を出して當選させたと云う新聞記事等我々には取るに足らないので別に痛くも痒くもないから何とも思っておりませんから御心配は無用で又琉銀総裁は瀬長のポケットに入る様に貸すのではない市に於ける市長としてであって瀬長個人ではない那覇市役所は誰が理事者になってもその市民がおる間那覇市の自治体の構成は続けられ破産する事は絶対にありません　破産は人民が原子爆弾でやられる場合にのみ破産致します

（笑声）

だからこそ沖縄原子爆弾基地化反対の斗いが　沖縄の基本的斗いになりますが　原水爆の対象にならない限りこの那覇市の自治体は継続して行く継続して行く事は償還能力が十分あると云う事でありフラフラな株式會社や合資會社ではないと云う点がハッキリしているにも拘らず貸さないのならば琉銀が寧ろ共産主義者であるのかなあと思われる時期が軈て来るかも分かりません私はだから普通の常識で今迄申上げた事を富原琉銀総裁も彼の経歴と更に彼の良識はコンマーシャル、ベース即ち銀行と云う金を貸すと云う商売に立返って政治に余り関與する癖をお止めになってやがて琉銀が銀行としての業務を完全に行うであろうと云う事を期待しておるのであります

○渡口麗秀君

瀬長さんの只今の答弁によりまして私自身はまだ納得行かないのでありますが一応瀬長さんに対する資金凍結の解除についての質問はこれで打切る事に致しまして次はこの度資金凍結によって那覇市の都市計画事業やその他の継続事業が全部ストップして市民に大きくマイナスになっておるこれを速やかに解決しなければ益々市民の不利益が増大すると云う事が考えられるのであるが瀬長市長は確信をもっておられる以上一日も早くこの凍結を削除する決意をもっておられるかどうか極めて簡単で宜敷ゆう御座居ますから御答弁をお願い致します

○市長（瀬長亀次郎君）

同じような質問を繰返しでありますので簡潔に答えます確信を持っております

○渡口麗秀君

今度はもう一度貴方が確信があると云うようなことを今迄再三色々の例を述べられて来られたそれで結局その問題に就いては私は確信がないと思うけれども貴方は確信がある其処で何でありますが質問は打切って今後は一日も早く解除する決意をもっておられるかどうかと云うのが今の質問の趣旨ですから・・・

○市長（瀬長亀次郎君）

明日持って行きますよ

○渡口麗秀君

一日も早く解除する事が出来るかと云う質問です

○市長（瀬長亀次郎君）

一日も早くと云う決意があればこそ明日持って行くのであります新聞に発表致します

○渡口麗秀君

愈々議論も終末に近ずいて参りましたがそれでは私は瀬長市長さんに対しまして三月の定例議會迄には是非解除して頂くようお願い致します若し是が出来なければ市民の不利益は益々増大する許りでありますので速やかに辞めて戴きたい事をお願い致しますそれについて市長の御答弁を願います

（「解散よ」と呼ぶ者あり）

○市長（瀬長亀次郎君）

この御質問は私から確約を取ろうと云う狙いであります即ち三月迄資金の凍結を觧除しなければ辞めるかどうか・・・觧除するしないは向うである私は努力するこの努力を不當な仕打ちでもつてやって行く場合辞めると云う確約はしない何故かと云いますと不當であれば抵抗すると申しました金をこんな事でも貸さないか貸す条件は備っているのに貸さないとすれば政治的陰謀でありその政治的陰謀は琉銀であると申しました是は不當であるこの不當に対しては何処迄も斗う辞める所か益々辞めません

（拍手）

○渡口麗秀君

只今の市長の御答弁によって私はどんな事があっても辞めないと云う様な言葉の裏を返しますと結果早急には觧けないと云うような考え方のようでありますがそれは又私もその通りだと思います瀬長市長では絶対に解けないその理由は瀬長さんに資金凍結の責任があるからであります所詮今回の資金凍結の事につきましては是は瀬長さんが先程も申し述べておられました通り過去十ヶ年に亘り反米行動を続けて来たと云う事が今回の資金凍結の原因であるだろうと思うその事については若し瀬長さんが反米行動を続けなかったならば恐らくは資金凍結と云うような不思議な政治的現象は現れなかった事と私は思う　でこの資金凍結の原因は飽く迄もその瀬長さんの過去から現在に至る反米的な行動が原因しているその反米的な行動をやったのは瀬長市長であります言葉を要訳致しますと瀬長市長が過去十一ヶ年に亘り反米行動を続ける事によって那覇市の資金を凍結させておるのであると云うような結論になります尚くわしく申上げますならば瀬長市長は今迄過去十一ヶ年の間に亘って反米的な活動を続けてそして資金を凍結させる事によって都市計画事業を全部ストップさせ更に今の状態で資金凍結を順々と延ばしているような状態であれば益々市民を苦しめることになりその張本人は瀬長さんであると云う事がハッキリ裏付けられるのであります従って私は市民の一人として瀬長さんが一日も早く退陣することを要求致します是で私の質問を打切ります答弁は要りません

○市長（瀬長亀次郎君）

答弁は要らないと云いますが答弁を要求されております瀬長市長が十一ヶ年に亘って反米活動をしたその結果その責任においてアメリカは資金凍結の命令を出したのだと云う事でありますがそれを事実をもって粉砕して上げましょう私の作り事では御座居ません事実をもって貴方の云った事直は粉砕出来ます二十八日にバロン民政府の財政部長並びに琉銀総裁はそう云った事を理由として云っておりましたが一ヶ月足らない二十二日の琉銀総裁の書面回答はそう云う事になっておりません貴方はその事実を否定する訳には行かないのであります私はその事実を要求する為にこの事実を市會に申上げる為にあの書類の回答を求めたのであります何が故に継続してやらなければならない軍補助を打切るのか何が故に起債を打切って都市計画を進めないのか何が故に市民の税金の預金を凍結したのであるか今迄の新開発表では那覇市民は納得しないから書類で回答しなさいと云う要求えの回答が那覇市に償還能力があるかどうか不安であるだからその不安が解消する迄この措置を取ったのであると斯うハッキリ琉銀総裁が云って居りますこの言葉は事実であって私の捏造ではありません今迄は口頭であった　然もこの事は部長さん達も知っております　私の就任前に二十八、二十九、三十日、三十一日に部長は銀行の復金に行ったら　これは軍からの口頭命令だと云われ　軍に行ったら復金に行きなさいと云うふうにして那覇市の職員を困らせて来た事実は誰でも御承知の通りと思います

復金部長の松田賀哲氏はハッキリ総務部長にそう云っております　補助金の打切り資金の凍結は口頭ですかと云ったら口頭だったそうであります　これは松田賀哲氏の言葉であります　だから口頭ではいけないので軍に対しても同じ書類を送っておりますが　まだその回答は来ておりません　出来ないでしょう是はハッキリ申上げます　反米行動をやったら金を貸さないと云う事は承知しません　琉銀は軍に肩代りして云って来ております事実であります

だから私の詭弁でもありません事実ですから

その事実を軈て誰が正しいか正くないか分るし私の責任ではない　私は當選した　當選させたのは誰か　那覇市民である　市民に責任を転嫁する様な事を續けられるならば　これこそ抵抗は盛り上ってくるであろう

（拍手）

私が就任をしてそして一切の不正をやり不義をやる

　是に対して打出される攻撃であるのならば甘んじて私の責任として受けなければならないと思いますがアメリカ軍補助金の打切り銀行融資のストップと資金の凍結の不當な攻撃は私の居ない時であります私は一月の五日に當選證書を貰っておりますあれは十二月二十八日でありますそうなると責任の在りかを瀬長に転嫁する事は瀬長市長を當選に導いた那覇市民に責任を転嫁する事になります是は理論的にも當然の帰結であり又事実である

　四千人の労働者の馘を切られたがその責任を瀬長に転嫁しようとしたがそれも失敗した労働者は誰が雇傭しているか瀬長が雇ったのか國場組が雇ったのか是はハッキリしております斯う云う非民主的な仕打ちをもって瀬長を追込もうとした場合に市民は絶対に許さないであろうと云うこの確信は愈々猛烈に燃え上がって来ることを申上げます

（「そうだそうだ」と呼ぶ者あり）（拍手）

○島袋嘉順君

議長に議事運営に関する問題につきまして私誤りがあると思いますので意見を申上げますそれは今日茲に出されております日程第一、第二は終りまして第三、第四、第五第六、第七の議事日程に掛っております處が日程第三第四、第五、第六、第七の議案はこれは案件を伴わない發議になっております私はこの第三、第四、第五、第六、第七をおだしになった各議員の方々の立場を尊重しまして茲で議事運営に誤りがあると思いますので意見を申上げます

　と申しますのは只今の問題でありますが所謂發議にならない議案として出ておりますそう云う風に議案を伴わないで發議するのは市長の施政方針に対して貭問を行うその貭問の中から上って来る市長の答弁によって議案を纒める議案として纒まらなければこれを下げる纒まるならば議會で議決しようと云う事であります處が只今八番儀員（渡口麗秀君）の貭問が御座居ましたがその貭問に対して八番議員は市長の答弁は要らないと云う亊でありますがそうなるとこれは市長に対する討論になっております　そうするとこれは議事法に違反する即ち若しそれ丈八番議員は發議者の中には上っておりませんが　何れにしても總括貭問の中で議員全体として貭問する事になっておりますので八番議員は貭問出来る訳であります

處がそう云うような事を貭問する事によって五の議案を纒める為にやろうと云う趣旨からでありましてそれ以外はないと思います處が八番議員の貭問の態度は兎に角同じ事を繰り返して結局市長の答弁は要らないと云う事になれば提案されております都市計画事案に対しての發議水道事業促進に対しての發議区画整理事業促進に対する發議農研究移転問題についての發議資金凍結の解除についての發議と云った様な事が議案を作る為の貭問でないと云う事はハッキリします是ではおかしいではないか貭問があれば市長の答弁を得てやるのが正しい議事運営ではないかどうも是は議長の議事運営に大きな誤りがあっては今後の市會の問題になると思います私達は市會の品位を高め尊厳を保つ為に働いておりますのでそう云う立場から一つこう云った議事運営の誤りは止めて戴きまして若し貭問が重複すれば既に議會が始ってから十一日になりますがその内本會議が五日間で同じような貭問が繰返されておりますので私はそう云った意味から議長の方に並びに各議員の方々にもお願い致しまして貭問は重複を繰返さない様に尚議長と致しまして議事運営については發議されている案件がないのに案を作る為に市長に貭問してそれが終れば全体協議會を開いてどう云う風に處値すべきかを協議して貰いたいと思いますそうでなければ貭問ばかりして發議案を作る為の貭問ではないと思いますのでそう云う動議を出したのであります

○宮城清三郎君

只今の動機に賛成致します

○議長（泉正重君）

どうですか何處迄も御提案になった今日の日程は第三から第七迄の結論を見出すべく自分のもっている意見と市長の考えている方法を貭してそれによって結論を出すと云う行き方でなければこの發議案は結論がない侭に流がれてしまうと云う事であります

　斯う云う方向に議長でもって行く様に八番議員の貭問にも答弁をお願いした訳であります何處迄も意見を調整して行って決議をする斯うこう云う風な方向にもって行きたいと思います宜敷ゆう御座居ますか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御賛成の様であります依って左様に取計らううことに致します

○宮里敏慶君

施政の大綱の四番目の八に差押えや納税証明書制度など市民の生活に権利を害する強圧的な方法は改めて徴税の民主化を図ると云う事がありますが最近税務課の職員から聞いた話では亀次郎が市長になって徴税が難かしくなった又市民の方でも亀次郎が市長に當選したから税金は安くなるから安くなってから納めると云う事で徴税成績が悪くなっておると云う事でありますが税金が納まらないと市の總ゆる事業或いは六百名の職員の給與も払えなくなるのは必然であります国税徴收法の第十条に「納税者督促を受けその指定の期限迄に税金を完納せざるときは財産を差押うべし」と云う風に税法にもハッキリあるのであります斯う云う風に税法にもあるのにこれを無視して差押えをやらないのかそれから徴税方法は改めて民主的にやると云う事でありますがこの徴税方法を改めると云う事は如何に改められるか差押えをするかしないかその点御伺い致します

○市長（瀬長亀次郎君）

差押えと納税証明書の抱き合せの問題であります成程法律では最後の手段として納めない人は差押えをすると云う事になっております法の精神は出来る丈こう云う差押えはしてはならないと云う事でありますこれは最悪の場合であります我々は差押えをしなくても済む程にやりたい是は徴税課長もその意見には賛成でしよう差押えが頻々と起るような事態がないように第一に課税の適正化を図り徴税額を決定するときも更に決定する課税においてもその家の収入収出を相談し合って完全に摑み取られるように徴税の職員が一生懸命になるとすれば課税が適正化されて来る、適正化されて来ればあの法に謳われておるような最悪の事態が来ないうちに即ち差押えをしないでも税金が納まるような方法、これが民主的な立場であり私は徴税職員と腕を組んでその立場を取る積りであります。もう一つは税金を納めなければどうにもならない、幼稚園にも入れない、というような制度は止める併しこれは徴税課長とも相談を致しましたが家屋の転売の場合、割に金を持っているような人であるがその家屋の税金を払わないで人に売った場合にもう所有者が売って仕舞えば税金は取れなくなるこの場合には矢張り今の証明書が必要であるもう一つは人間の転入と転出であります。これもこちから納税証明書かなければ向うの村へ受付けて貰えないそうなるとこれは沖縄全市町村長会の意思が統一されなければこの問題も解決しない從ってこの二点丈は納税証明書が必要だから遣りましようといふからやることに致しました。これは絶対に必要であるから瀬長が市長になってから税金が取り難いというような徴税課員の話があるそうでありますがどういう課員であるか私は知りませんが、私の耳に入ったのはその逆であります順調にいっているようでありますそれは数字で毎月日計表か市長の處に来ます。今平均しても日に十五万円位上がっております徴税課長の話しでも収入役の話でも總計しても別に瀬長が当選したからといって、また就任したからといって税金が納まらないという点もないし、又徴税課員からも不振であるという報告は受けておりません。私は矢張り収入役や課長や係の言を信ずると同時に出される日計表あの税金の徴税成績の日計表を信ずること以外に出来ないのであります。その点御安心なさって宜しいと思います

○宮里敏慶君

今先の瀬長氏の話しでは建物を転売したときは税金を納めないということでありますが納めないということはないと思いますこれは納めます。今の亀次郎さんにお伺い致しますが、納めないということは具体的に例を御説明して頂きたいと思います

○市長（瀬長亀次郎君）

今の御貭問の通りであれば非常に結構なことでありますので納税証明書はそれを撤廃したいと思います

○宮里敏慶君

差押えはするのかどうか、そこをはっきりお答え願います

○市長（瀬長亀次郎君）

はっきり申上げます。税金を払う能力のある者が故意に払わない場合には遂に最悪な法律の制裁を受けなければならないと思います。併しカマドを見ても何もないような人から差押えをすることは、不可能に近いということを御答辨申上げます

○大山盛幸君

税を安くしてやるという印象を与えていることはこれは演説会における、印象は市民の共通の考えであります。これは市の徴税成績を上げる手段としていつかもしれませんがこんな亊実がありますので瀬長市長の立場からはっきりと市民の友なりに記載する或いは徴税吏員に言わせる方がいいと思いますので一つお願いしたいと思います。というのは一九五六年度の固定資産税が瀬長市長の名義で既に令書が配付されております。市民の声は瀬長市長になったから固定資産税が安くなったのだといっております。結構なことです併しこの亊実は一九五六年度の去年の六月に前のこの議会において安くすることを決議した、そして二割であった固定資産税が一九五五年度より安くなっていることははっきりしている瀬長市長がしたのではないということをはっき知らしめる必要がある、もう一つは一九五八年度から立法第二号によって市町村税法の一部改正によって固定資産税の七十三条の固定資産の税率がぐっと安くなる、昨日の委員会に、おきましても財政部長が来年度は一千二百万及至一千五百万円固定資産税が五六年度より安くなるという風に言っております。これは立法第二号によって一九五八年度から実施されることになっておりますそういうことを知らしめるということも徴税成績を上げる一つの方法であると共に、これは瀬長市長がやったということを人民党が盛んになっておりますこれははっきりと事実は事実として市民の友にそうでないと知らしめるということがよいと思います。人民党瀬長市長としてはそれを次の七十三号或いは七十四号の市民の友に適当な文句をもって市民に知らしめることが出来るかどうか、又徴税吏員にその辺を聴かして徴税成績を挙げるような處置を講ぜられるかどうか、お伺いします。

○市長（瀬長亀次郎君）

今回の市民の友は臨時議会特別号として皆様の貭問、市長の答弁全部この記録から取って載せることになっておりますその次は、今貭問になった二十八番議員（大山盛幸君）のおっしゃる中央におけるあの税金が百分の一から百分の〇・五になった、その事実によって那覇市の収入にも一千五百万円程度の穴があくという事実、更に今迄おっしゃったような那覇市会が努力して安くした、瀬長市長がなったから立所に安くなったのではないということをはっきり市民の友に書いて所謂市民が納得するようにということであります。これこそ市民の友が本当に市民の友としての那覇市の公報活動が順調に行っていることを認めることと考えておりますのでその様な寧ろ積極的に打ち出して行きたいと考えております。

◯大山盛幸君

有難う御座いました。次は違ったものをお訊ね致します実は昨日私の方にこんな狂歌が来ております「市長まぐれあて、はかなさの望み権利者の裁き拝まんとめれ」市民の中には演説会における市長の名演説と市長になられてからの市長の色々な話しを綜合して相当矛盾のあることを指摘し、いろいろ批判しております裁きの声か聴かれております。私が貭問するのは、施政方針にあるものと関係がありますので御答弁願いたいと思います。演説会のときの瀬長氏は一括払いについて一ヶ年払いより半年払い、六ヶ月払いにしたほうが大いに宜しい六ヵ月払いの方が利益が大きく、尚又六ヵ月よりもっと短く一ヵ月払いの方が地主の権利が大きくなって宜しい又更に一日払いの方がいいし二十四時間から一時間払いの方が大分いいし、そして結論としてそうなればアメリカは其所におれなくなるから沖縄を引揚げることになるではないかということをはっきりおっしゃっておられ私もそれをこの耳でハッキリきいておりまして私たちには是は失礼だが巫山戯た何だか不真面目な話しであって聴衆を何だか愚弄したような話しだと思いますが施政方針に謳われた、土地を守る四原則貫徴のうちに一括払いについてはあの施政方針の中の一括払いについては市長になられた今も一時間払いを市民のために眞心をもって御主張なされるかどうか又これが実現できると思うかどうか、実現出来るとすれば一時間払いをどういう風にして具体的にやるか、瀬長さんのことだから名案があると思いますからそれを一つお願い致します。

○市長（瀬長亀次郎君）

四原則の説明を求められて感謝致します。一括払いは四原則のうちの一つであります。この一括払いの問題を含めて四原則が決まったのは一九五二年であります。これを簡潔に申上げると分からないのであります。これは納得行くように説明しなければ誤解され歪曲されて、又攻撃の材料になるので（笑声）出来る丈詳しく説明しなければならない破目に陷っております。何故一括払いに反対して特に一年払いでなければならないかという立法院の土地特別委員会における私の説明は演説会でも同じであります立法院議会の軍使用土地特別委員会における会議の概況を申上げますと当山真志さんか中部における地主の声として一括払いは反対であるか、五年払い位いは良いではないかということがあるので五年払いにしたらどうかということに対しまして社大党並びに人民党、人民党は私でありましたが何處迄も土地を異民族に売り渡さないいということ、領土権を守り抜くという立場からは一括払いはそれが十六、六年内であらうが十ヵ年であらうが五ヵ年であらうがやるべきではない一年払いでなければならない何故一年払いでなければならないかというと資本主義諸国における封建社会から資本主義社会にはいってこの資本主義社会か構成されて一国をなす、その国の民法の基本として土地の貸し借り、これは一ヵ年丈契約をするということ、これは即ち地主階級、その当時の主権者、主導権者である地主階級の権利を擁護する意味において、打ち出されたものでありまして契約の自由によって打ち出されたものであります。何故一ヵ年内という風になり、更に国際的にその方向になったかと云うとその点が地主の権限というものは借地人の権限よりも、五年よりは一年の方が権限か何故強いか、これを説明するために、それでは六ヶ月にしたらどうなるか一ヵ月にしたらどうなるか一時間にしたらどうなるかという説明は一年内更進一年払いか国際法の民法の立場からいっても資本主義社会の民法の立場からいっても年数が契約期間が長くなればなる程地主の権限は萎縮して借地人にいって仕舞う、借地法において地主か、借地人に対して鉄筋コンクリートの恒久建物を作るために土地を貸す場合には六十年或いは瓦葺なんかは、半恒久的なものであっても四十カ年この一国に於ける民法から派生した借地法もそういう概念から見て四十カ年六十カ年になりますと既に地主である者の土地に関する権限は次第次第に、借地人に移譲して行く、この移行、国際法の立場からいうとこの傾向が段々と土地を借りる場合九十九年間という殆んど無期限に近いという處迄進展するこの逆を説明して、そして六ヶ月間を借りてここに鉄筋コンクリート建物を作る人もおらなければ又鉄筋コンクリートの建物を作らせておいて六ヵ月契約をする男もないここで初めて一ヵ年払いの根拠というものがそこに現れて来てそして一括反対であれば五ヵ年契約、十ヵ年契約をするものではなしに、何處迄も一ヵ年契約一年更進をしてそして一年間の土地使用料をアメリカから貰うということが正しいのだということを特別委員会で私は説明し、その説明を演説会で同じように説明したのであります。四原則の一つである一括払い反対、毎年払いにせよという経緯はこういう経緯であったのであります。私の演舌会でも更に軍用土地特別委員会でも特別委員会では特に記録が残っております。これはやがて本にある筈であります一時間拂いをする一ヶ月拂いをするのだというこを私がいったのではなくしてこれはそのことを約束したのではなしに一年払いでなければならん四原則は貫徹しなければならないがその意見を枉げておる連中敗北主義者が出ておるだから我々は四原則を守る精神を今こそ全琉球民が掴み取らなければ四原則を死守することは出来ないであらうという立法院で決議された委員会議録の記録に基き確信を以てその説明を市民にやったのが時間払い、一ヵ月払いという実例を出したのである。この根拠に立って毎年払いが超党派的に、思想も、信仰も、政党政派を乗り越えて民主党も社大党も人民党も四原則の中の一括払い反対毎年払いを決めたのであろということを説明したのであります。從って私は市長となりましてもこの四原則を守り抜いて一括払いに反対をして毎年払いをすることこそ所謂全沖縄県民の日本民族としての正しい行き方であるということを確信し、その確信の下に活動をしようと考えております

○大山盛幸君

これはよく分っておりますが、これは市民の声として取り上げたに過ぎません、実際問題として上や總連が五ヵ年払いになりつつある、この現実の問題を含めて瀬長市長が今後この問題をどれ位い取り上げるかみものであります。これは言葉尻を掴まえて失礼でありますか、時間払いをすれば彼等はそこにおれないから沖縄を引掲けるではないかということをはっきりおっしゃっているが、又そういうような関連した節々はこれ迄聴いておりますが、私はこの言葉は明らかに基地反対を意味するものであると私は解釈しておりますが市長としてはそは思いませんか

○市長（瀬長亀次郎君）

私はそうは思わないのであります。所謂土地を借りているアメリカ更に土地を貸している地主である沖縄県民、これが一括払い反対を呼び出し、そして毎年払いを叫び出したこの叫びを四原則に盛り上げていってそれを整備決定したという過程の説明をして、第一地主の總意で一時間払いを本当に出来るならばアメリカはおることはでききない訳であります。その現実を話したのであります。處が四原則には一時間払いは謳っておりません説明をして毎年払いが何故理論的にも実践的にも正しいかということを立法院でもいつ又全市民にも訴えたのであって一時間払いをこっちが唆かし、煽動するということは、常識を逸脱しております。これは如何なる演説会でも一時間払いにしろ、それが正しいというではなしに何か故に一年払いが決定されたかということを皆んなに分かるように説明をした丈であります。

○大山盛幸君

ヤンキーゴーホームとか云う事が人民党とか協調者のうちから出た事実からしてもその他の色々なものを總合して基地反対を唱えたということは市民の認める處であります。然るにそうではない。原水爆基地の反対という風にいっておりますがそういう問題は繰返して詭弁を弄して有耶無耶になるのでこの位にしておきます。もう一つ施政方針の中にこれはこの前も取り上げましたが、市の職員の労働組合の保護育成という面を取り上げてありますが、市長は飽く迄も使用者であるという立場から所謂労仂組合法の第七條の不当労仂行爲になると本員は思うがそうなりませんか

○市長（瀬長亀次郎君）

労組の問題を話す前に基地反対について話さなければならないのであります。これまでヤンキイゴーホーム、基地反対を叫けんだ人はないすべて原水爆基地に対して反対を叫んだ斗って来た、沖縄の一般的基地は怖ろしい原水爆基地であります。この怖ろしさをはっきり全市民全県民に知らすことは民族の盛り上がる力である私は五四年の四月に立法院において原水爆基地反対の決議案を出しました。あのときは誰一人として賛成するものもなく、皆反対であったが翌年は立法院で原水爆基地にすることに反対をする決議をした、其所迄事態は進んで来ております。私は沖縄の基地は、一般的基地ではない原水爆基地であるということは、プライス勧告ではっきりしておりますので今迄、私のやったことは原水爆基地、沖縄は一般的基地ではないから徹底的に反対して来たし、又これからも反対するであるといふことを市会で断言致します。

労組の問題、労仂組合の問題は私は労仂組合法を出したのでありますから私は労仂組合法を暗記しております。第三條の不当労仂行為を絶対にやってはおりません。私の魂には労働者の魂が入り込んでおります。私はそのために不当労仂行爲迄やって労働者の組合を育成することはできません、不当労働行爲をやると労仂組合は育成されないのであります。これは明確になっておりますのでこれは御安心になって貰いたいと思います。

○大山盛幸君

原水爆の基地ということはこれは怖ろしいということはよく分っております。併し今後の戦争において原水爆が使われるということは、はっきりした事実であるが、これを反対しているということは結局基地反対するのと同じであると思いますそれから労仂組合の問題はよくお知りでありますが、こういうこと自体施政方針に謳われなくてもいいではないかというのは市職員は優秀な職員であり、又幹部も皆立派な人達であるそういうふうにただおれが市長になったら労仂組合を育成するのだということ敢えて謳うこと自体が何だか誤解される恐れがある、こういう意味に於てこれは人民党の党勢拡張以外には何ものもない、謳う必要はないそれは部下職員を馬鹿扱いしている一つの施政方針であると思うこれに対して市長はどう思うか、

○市長（瀬長亀次郎君）

今の沖縄の状勢は労仂者から団結の権利を奪う状勢であります。御承知でありましょう労仂組合法を出し、労仂基準法を出しそしてそれが通過したその日に軍は布令をもって軍労務者から団結権及び団体交渉権を又は罷業権を奪って仕舞っておこれが事実であります。これが市政の民主化の項目で殊更に労働組合の保護育成を謳った意味はそこにありますこれは鹿児島の市長であればそんなことは謳いません。十万の労仂者のうち組織労仂者が幾らおるか千人ちょっと越える丈であります。これで見ても沖縄の労仂者階級は如何に苦しめられておるか、という現実がお分りでありましょう、そうなりますと今迄叫び続けたこの信念は市政の民主化の基本的な方針として労仂組合が御用組合とならないで何處迄も自主的にやって行くという方向を崩さずそしてそれに便宜を与えて眞の労仂者階級として目覺めて市民に奉仕する精神はそこから生まれて来るとし、日本における七十万の全国自治労、これとの連繋によって益々強くなるでありましょう、組合の御用組合化、これは労仂階級が粉砕しなければならない一大障害であり、そしてこの御用組合化を防ぐことこそ労仂組合の使命であり労働組合、労仂者の立場から自分たちの労仂条件の改善も生活向上を通じてこの社会における生産力の担い手としての使命を完全に果すべきであるということを確信をしてこれを出したのであります

○大山盛幸君

市長の今の答辨は労仂組合の普遍的な全琉的な問題であるこれを那覇市職員の労働組合に取って解釈するということはこれは那覇市職員を侮辱するものであると思います市長の立場としては絶対に介入してはいけないなら明記されております。そういうことを謳うこと自体が既に介入である、市長としての使用者であって、市職員の労仂組合の色々な要求を受ける提示される處の要望事項を受け入れる丈で結構であります何も施政に謳う必要はない全琉的な普遍的な理論である。それをもって市職員について當嵌めるということはこれは市職員の労仂組合を寧ろ能力なしというような塩梅で謳っていると思います

（「討論ではないよ」と呼ぶ者あり）

○市長（瀬長亀次郎君）

討論であるかどうか兎に角助け舟を出して貭疑の形にもっていって答弁を致します今の二十八番議員のおっしゃるのは不当労仂行爲だということでありますが、私は不当労仂行爲ととして市職員が作った組合に対して干渉しようとしてはおりません。干渉しておりません。例えば市職員労組が事務所がないから貸して呉れといえば拒否は致しません、更に専從職員の問題もあります。こういったことに対して市職員労組が要求をすれば市長としては雇用者の立場からその便宜を計って行くということは民主的労仂組合の保護育成になるということを確信し、絶対に労仂組合の御用組合化を防止することをはっきり申上げます又労仂者もそういうようなことは知っておると考えております。一遍たりとも結成された那覇市職員労仂組合に対して干渉した覚えがないことを御答弁致します。

○赤嶺慎英君

動議を提出致します時間も二時間になっておりますので日程の色々の打合わせをするために暫く休憩して頂きたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の動議が出まして所定の賛成がありましたので動議は成立しておりますこの上程されました五つの案件をどう纒めるかということについて打合せをしたらということでありますが如何取計いませうか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではご賛成の様でありますので暫時休憩致します

（午後三時五分休憩）

――― ― ―――

（午後三時十三分再開）

○議長（泉正重君）

本会議を再開致します

○嘉数ツル君

市長は市政要綱について我々議員を招いて市政の話合をやろうというお気持で招ばれたそうでございますけれども私は生憎それに行くことが出来ませんで失礼致しました。然し施政要綱というこういう重大な問題を酒座で持出すということは私は婦人の立場からどうかと思うのであります。そして又皆さんに施政要綱ということをその時にお話合が出来なかったから今度挨拶程度とおっしゃっておりますけれども私は大那覇市の市長として立候補なされた瀬長氏には大きな抱負とそして大きな目標をもって立候補なされ又当選されたことと思います然し市長の施政方針が只挨拶程度のみに止まるにしても私は婦人面の産業面や授産面に余り触れておられないことを遺憾に思います今迄那覇市の産業は色々な方面で共進会それに見本市と大変活発な動きを見せていたようであります聞く處によりますと見本市にも参加出来ない又今年の三月には共進会があって我々婦人層は一生県命になって制作に從事していたのでございます然し今年はそれも実行出来ないということを聞きまして大変失望しておるのでございます総ての補助金が打切られそして我々の授産面にも何もして頂けないということを聞いて不安とそして失望は募るばかりでございます瀬長市長はこの面について我々婦人のためにこういうことをやろうという大きな目標をお立てになっておられるか、それとも我々婦人面に対しては余り気をお使いにならないのじゃないかそして又こういう面に対しての打開策をどういう風にもって行かれるかを承りたいと思います

○市長（瀬長亀次郎君）

市会議員の皆さんをお招びして施政方針を酒座でやる積りではありませんでした若しお集りであれば酒など出さないでやる積りであったのであります。

私も常識を逸脱した人間ではありませんこう云う重大な方針の大綱を述べる場合には何處迄も酒を抜きにしてやるそしてその雰囲気によって或は酒が出るでありましょうが、皆さんが万一お集りであればと原稿は用意してあったのであります。その点御了承願いたいと思います酒座では如何なることでも重要なことは絶対にやりません私にはその癖がないのですそれは今十八番議員（嘉数ツル君）がおっしゃったように私にも妻がおり子供がおります

婦人の立場は深刻に考えておりますそうであればこそ私は遊里の巷は余り好きではありませんその基本的態度に立って婦人のことを考え子供のことを考え更に未亡人や或いは戦傷病者や或いは不具廃疾者、このことを考えなければならないがこれを具体化するのは今迄縷説明致しまして又施政方針にも書いてあります通り七月の予算市会でなければならないと考えておりますこの施政方針はその意味に於いて今度の臨時議会では出さなくてもいいものであったのであります。

殊更に出しましたことはこの資金凍結を含めての当選という事実によって沖縄の統治者から打出された不当のものか、如何なるものであったかということを議会を通じて全市民に訴えたいためであったのでありますそういう目的がなければ私は旧正を前にして臨時議会を開くということはしなかったのであります。從って今迄の御貭疑にお答えしたのもそう云う意味でありそして皆さんがお出しになった五つの案件に致しましてもその内容が発議者建設的にこうするという風なものを持って来ていないということも知っております知っており乍ら私は今迄ずっとこれを受止めて来てそして今迄眞面に答えております婦人の問題教育の問題更に不具廃疾者の問題総て経済的に予算を伴う問題であります。予算を伴わずしてこれを打出す場合には結局抽象的な貭疑応答しか出来ません。施政方針は如何なる国の議会に於ても必ず予算を伴い、予算議会並びに補正予算の場合に必ず出て参ります從って六月の予算市会には確信をもって施政方針にも謳ってありますように今十八番議員（嘉数ツル君）がおっしゃった意図の下に尚進んで積極的に婦人問題その他を取上げまして具体化する積りであります

○辺野喜英興君

数日に亘って色々貭疑応答がなされたのでありますがここらでもって貭疑と更に討論を打切りたい、こういう動議を提出致します。討論貭疑を打切っていきなり討論を打切るという本員の見解は即ち今迄の貭疑応答に於きまして要するに貭疑するものと答弁する方との政治的な見解の相違だという處から從って討論にもって行った場合にも今迄の域を脱しないと私は信ずるからでありますそれで今迄数日間に亘ってしたこの問題の最も基本をなす問題は今日の日程の第七の資金凍結解除ということが根本的な大きな問題だったと思っております本件に関しては市長も幸い解除に自身をもっておられるし、我々と致ましてもこの解除は瀬長市長が出現した事実によって起ったものでありましてこのことは市長の責任に於て早急に解除して貰う。そして日程の第三、第四、第五、この日程の三つの事業を促進して貰うといった要望決議をもって行きたい、こう云う風に考えておるのでありますので宜しくお取計い願いたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

十五番議員（辺野喜英興君）のおっしゃるここで貭問を打切ってそれで資金凍結解除に関する議会の要望決議をするということでありますが私も賛成であります。處が問題となりますのは十五番議員からも話しておられました通り本日の議事日程第三都市計画事業促進についてこれはくどいようでありますがこれは五番、九番、二十番議員の発議でございます。日程第四の水道事業促進については十四番二十三番二十五番三議員の発議であります。それから日程第五の区画整理事業促進についてこれは十五番十九番二十七番三議員の発議になっております更に六番を通り越しまして第七の資金凍結解除についてこれは二十二番二十七番二十九番この議員の発議になっております。今十五番議員のお話を伺いますと第七の資金凍結解除に関して議会の決議を行いたいということでありますが若しそうなりますと、議会の議案として日程として上程された第三、第四、第五の議案更に第六の議案が発議をされておる而もこの発議は決議案その他の案を示さないで出されておる。これは余り見ない例であります。而もそれは市長の施政方針を伺ってから施政方針の中から出て来る問題に対して発議された方々が決議案なりその他の要望決議をやろうということになっておりましたけれどもそうなりますと第三、第四、第五、の議案更に第六の議案を若しその侭にして日程第七の資金凍結の解除の問題丈について締め括りますと発議された議員の立場がない一体どういう立場で発議されたのか、廃案にするのか、或いは取下げるのか、或いは議会で更に纒めるのかということが今の十五番議員の意見だとはっきりしない、これに対しては取下げるならば取下げる決議案がまだ作られなかったので更に第四の日程水道事業の促進についても発議された議員の立場を尊重して廃案にするならする、或は要望意見の形で纒めるなら纒めるということにならないと発議された方々の立場を尊重しなければならない。議会としてもそれを認めなければならないそういう意味で若し十五番議員のおっしゃる通りでございましたら日程第三、第四、第五をどういう工合に処理するということをはっきりして貰いたい、廃案にするか、取下げるかどうか、更に第六の農研所の問題につきましてはこれは本会議から付託されました総務財政委員会の結論さえ出しておらない幾ら開いて呉れと要望しても委員長、副委員長で招集して呉れない、從って結論が出ていない、從って日程として持ったこと自体がおかしいのじゃないか。第六の議案が一応三名の議員で出されておりますが、これを取下げるなら取下げて更に委員会の審議を続行するということなら出来ますけれども一応本日の会議では三、四、五の議案は一応は発議されておりますのでそれをはっきり処理して頂きたい。第六の農研所移転の問題につきましては発議された方の立場を尊重してそれもはっきり処理して頂きたいと思いますのでその点議長からお諮りして頂きたいと思います。

○長嶺將真君

只今十二番議員（島袋嘉順君）の言われた区画整理事業の促進それから水道事業の促進都市計画事業それから資金凍結解除についてこの四つは我々二十七名議員が連署して出したのであります。別にこれから要望決議として出すべき筋合のものが発見出来ないで全部同じ要望決議事項の結論を見た訳であります都市計画事業促進についてもこれは市長の責任において私達はこれを是非促進して頂きたい。それから水道事業促進についても瀬長市長の責任においてこれを推進して頂きたい。それから区画整理事業についても同じであります。以下全部その原因は資金凍結の解除によらなければいけないそれでこの三、四、五、七は全部同じ内容を要望決議をしても宜しゆうございますし一括しても宜しいとこう思います。

○島袋嘉順君

私の申上げたのはそう云う意味ではない例えばこれを見てみると一応はこれは二十八日から三十日、二月二日、四日、二月七日に至る迄全部議事日程の中には一つの日程として而も発議された議員の名前迄のっておりますこれは一つの案件になっておりますそうすると案件を一括するならするで一応第三の日程を発議された議員はどう云う風に処理するか、これは決議するのか決議案として纒めるのか或はそれを一括してやるにしても第四の資金凍結解除について三名で発議されておりますから例えば市会全体と、言われても三名しか書いてない、そう云う風にしか書いてないのでそういう意味で全体として資金凍結解除について議会が一緒になって全体として纒めるにしても一応出された日程を処理することはこれは議会の責任だと思う。これは毎日毎日日程の中には発議された方々の番号まで出ている以上処理しなければならない。取下げるか廃案にするか、或は何かの議案に纒めて一括してやるかしなければならない。そうでないと毎日毎日の日程に上ってあとは消えて処女の如しそういうことではいけないので責任ある態度を議会として取って貰いたい。

○辺野喜英興君

十二番議員に申し上げます。このことは二十番議員も言われたように二十七名がやったのでありましてこれを最初議事日程にもって来た時には一々説明についてはこういう案件を出しておるその中から決議すべき事項が出来たら決議しようと思っておるということも述べ而もこれは関連するものであるから一括上程したいという最初日程に上った時からこういう趣旨を含んでおるのでありますそれで今要望したのも一括していんじゃないかという見解に立っておるのであります。

○島袋嘉順君

一括でも宜しうございますか。

少くとも議事日程の中にこういうものが三名の議員の方々の発議となっている日程第三第四第五第七と書かれている以上は例えば二十七名の連署によるものであっても施政方針に対する貭問の取扱い方と発議の取扱い方が自から違うのじゃないかと思う。そういった意味に於て、纏めるならば纏めて貰ってもいいと思う

○辺野喜英興君

だからこういう趣旨だったということを認めて貰っていいでしょう

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します日程第三、第四、第五、第七この四案件を一括して決議事項にもって行くがそれとも一つ一つ決議案として上程するのがそれをお諮り致したいと思います

○真栄田義晃君

日程第三、第四、第五、第七これを一括して決議案にもって行くという場合でも一応は発議者として質問の中から或は案件を出すこともあるという意味で出して来ている訳でありますからこの案件を発議者の方に出して貰うか若し引込めるならば発議者に引込める丈の十分な理由をつけなければ納まりがつかんのじゃないか、理由がなければならんこれは案件が案件の出し方が妙ではあるが発議者である議員の意思を尊重してこれまで議事の経過を見守って来た訳であります。

だから案件がないならない、又引込めるなら引込める理由をここで明示しなければこれは議会としておかしなことになる。この辺は議事の進め方をはっきりして貰いたいこう考える訳です。

○渡口麗秀君

大体質問もし、市長の見解も見解の相違であるということが分って参りましたので十五番、二十番がおっしゃる通りに矢張り一括して決議案を出すことについては結局議長の方で人を指名して要望決議案を作って決議にもって行ったらどうかと考えております

○議長（泉正重君）

一応十二番議員十六番議員のおっしゃる通り日程第三の発議者である、五番九番二十番議員の中どなたかこの発議者としての提案の理由と申しますか、どういう決議にもって行くべきものであるかという御意見を承りたいと思います

○島袋嘉順君

議長のおっしゃる通りだと思いますそれがはっきりすればいいと思いますどういう意味で出されたのか、一括に決議した方がいいというならばこれを引込めるなら引込める矢張りはっきりして貰えればいいと思います。

○長嶺将真君

都市計画事業促進について、私からやります。色々今度の臨時議会で市長の御意見等も承りましたが所謂見解の相違でありまして那覇市の都市計画の促進は市長の所謂政治力によってこれを促進する以外に途はないのであります私は第三の都市計画促進については市長の名に於てこれを一日も早く解消して貰いたいという意見を決議要望として出したいのであります。

○島袋嘉順君

そうなりますと、発議された議員―長嶺議員が代表になっておりますが、三名の議員は都市計画はどういう風にやって貰いたいということを、これは出さなければいけないと思う

○長嶺将真君

だから皆に諮って・・・

（議場騒然）

○議長（泉正重君）

話をスムーズに進めて行きたいと思いますので暫時休憩致します。

（午後三時三十七分休憩）

――― ○ ―――

（午後三時五十八分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。では本日の日程第三、第四、第五、第七を一括しましてこれを決議案にすることに御賛成の方は挙手を願います。

（賛成者挙手）

（「採決をなさる前に」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

賛成多数であります依って左様に決しました。

この決議案を作成致しますのに起草委員を選定致したいと思いますが選定の方法は・・・

（議長指名）と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

何名位に致しますか。

（「五名」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

議長指名にして委員権は五名とすることに決定致します。では各提案者の中から五名程、選定して指名致します。日程第三の発議者である二十番議員日程第四の発議者である二十三番、二十五番議員、日程第五の発議者である議員、日程第七の発議者である、二十六番議以上五名を起草委員に選任致します。では起草が出来るまで暫時休憩致します。

（午後三時五十九分休憩）

――― ○ ―――

（午後四時五分再開）

○議長（泉正重君）

本会議を再開致します。

○長嶺将真君

起草案が出来ましたので一応読み上げます。

（起草案朗読）

――― ○ ―――

決議文

この度の資金凍結は瀬長市長の反米的行動によって発生した政治的現象である。從ってこの現象は瀬長市長の反米的行動がなかったら発生しなかったと思われる。

　結論として資金凍結をさせて那覇市十一萬市民待望の都市計画亊業、その他の建設亊業をストップさせて市民に不利益を與えて市民を苦しめている真の責任者は瀬長市長である。

　依って市長は来る三月の定例議会の開催豫定日迄に資金凍結を解除して都市計画亊業、水道亊業、区画整理亊業を速かに再開始して貰いたいことを要望する。

一九五七年二月七日

那覇市議会

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

ではこの決議案についてお諮り致します。日程第三都市計画亊業促進については発議者である五番、九番、二十番議員から提案された通り斯う云う決議案の内容にある通りで宜敷しゆうございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の決議案に依って次の日程第四水道亊業促進について日程第五区画整理亊業促進についての独立案件は是を取下げて良い訳でありますね

○高良清二君

只今の件については日程第三、第四、第五はすべて結論としては資金凍結という問題これが解決すれば解決すると考えます。從って第四のものだけは取下げてそれに持って行きたいと思います。

○議長（泉正重君）

日程第五の区画整理亊業これも只今の決議案に盛って頂き独立案件としては取下げていいですね。御意見ありませんね

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決し只今の決議等をもう一ぺん朗読致します。

（議長「泉正重君」朗読）

○議長（泉正重君）

これを議題と致し貭疑に入ります。

○宮城清三郎君

この決議に今迄の瀬長市長の施政方針に対しての貭疑の中から資金凍結は反米行動によって発生した政治的現象である。こういう風に言われております。然し市長に対する回答の中には琉球銀行が凍結したのは政治的意図じゃない風うに来ておりますが如何なる意味で政治的意議であると謳ったかおききしたいのです。政治的意図でないということは琉球銀行は支払能力があれば営業方針に基いて貸すという風に聞いておりますが何故そういった見解で決議文に謳ってあるかそこら辺の見解を御説明願いたいと思います。

○長嶺将真君

那覇市長から民政府にその回答を求めておりますが何らの返事が来ないのはその証拠であります。

○真栄田義晃君

都計工事がストップしているのは資金凍結に原因しておりますが琉銀からの文書による回答では瀬長の反米的言動が原因になっている政治的現象であるということを謳ってはおらない、この点からすれば反米的言動が原因になっているということはそうは言わないこと迄こちらから決議する。それを推察して憶測してそれを基礎にして決議を出そうなんていうのはおかしな話だと思います。が実際に向うは償還能力が危まれるから貸さない、こういう風な具体的問題に来ているのに向うの言わないことまで憶測して政治的現象であるといった根拠は何処にあるかと云う事についてお伺い致します。

○長嶺将真君

具志頭村から水を呉れないという文句には、はっきり反米的な行動があると謳われてあります。

○島袋嘉順君

そうしますと具志頭村の方は市長が先程答弁しておりますがあれは具志頭村会はどういうふうな意味でやったか、ああいう風に水を呉れん決議をしたかということは市長から説明が行われておったが、そうするとその点も今の二十番議員が十六番議員の貭問に対する答弁とは全然喰違いがあって結局瀬長市長の答弁が問題にならないのか或いはそれを虚偽だと思っているのか具志頭村会のこういった決議をしたことがどういう亊情であったかということを報告しておりますがそういう市長の報告を認めないのか或いはきかなかったかどっちなんです。そういう亊実を否定するのか

○長嶺将真君

さっき瀬長市長は人民党は沖縄の占領統治に反対して斗うと言われた。それだけで反米であります。

○島袋嘉順君

改めて貭問申し上げます。けれども琉銀總裁からの回答には政治的意図云々はないということになっておりますけれども、これは当局から議員に配布された資料でございますが一九五七年一月二十二日琉銀總裁富原守保から瀬長市長宛て市預金凍結民政付特別補助並びに市債打切りに関する回答これは内容を読まなくても御手許に既に配布されておる

（「軍からの回答がない」と呼ぶ者あり）

これはお読みになっている筈ですが

○長嶺将真君

それからは反米的な考えしか得られません。信用がないから・・・

○島袋嘉順君

それは貴方の憶測であります

○長嶺将真君

私の考えでいっております。

○島袋嘉順君

そういった決議案をお出しになった方々が今の貭問によって私の考えだということになるのじゃなくて貭問者とはそういう立場できいているのですから私はこう思うからこうだという資料も渡っているのですからおききになっているのですからそういう議案を何でもかんでも出して仕舞うというようなことになりはしないか、もう一つは宮城議員の貭問にありますが現在那覇市として琉銀總裁から借りた金の償還能力がないから貸さないということになっておりましてそれに対して資料を当局は明日迄に出すということになっておりますがそういった資料の中には全然那覇市がそういう償還能力もないという資料を作ってあるのか或いは償還能力があるという資料を作ってあるのかということを御覧になったのですかそれが行けば何らかの回答がある筈だがそういったことを見ないでいえるものではない、それを御覧になったか

○長嶺将真君

今度の臨時議会で色々の貭疑、或いはその他のことをきいて我々は那覇市の事業のストップは瀬長市長の責任にあるということを考えておりますのでそういう決議案を出した訳であります。

○島袋嘉順君

だからそれは二十番議員長嶺将真君その他議員のお考えになっていることで宜しうございますがそういう資料を御覧になったのかどうか市民にきかれた場合、何としても答えなければいけないと思います。そういうことを考えておるのですか若しきかれた場合は君たちは資料を見てやったのかということを市民からきかれたら困りますのでだからその資料を見た上での結論であるかどうかそれをおききしたい

○長嶺将真君

それは異議ありません

（「進行」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

御覧になっておらない訳ですね

○真栄田義晃君

決議案の意味がないと思います。その理由は市長の見解をおききし市長として努力はしておられるこれ迄の答弁の中にも市長として銀行から資金の封鎖、凍結これをやって来たのは償還能力が危まれるからと来たものだから市長は各部課長職員の方々が一生懸命になって現在償還能力があるということの裏付けのための資料を準備している。そういう努力を積極的にやっているだから市長の努力を要請するということよりもその市長の努力に対して議会は拱手傍観するのか或いは凍結を解かれないのをこれ幸いとばかり申し上げるのか議会自体として何らかの努力をするということが問題になって来ると思う。市長としては努力しているこれに対して議会は三十名の議員や償還については議会がそれを琉銀總裁の心配するようなことが起らないようにさせるからということをここで保証してやるような決議をやれば資金を解かす上では最も有効であるのじゃないか其所で瀬長に反対である、賛成である。それは構わない。それは議員として賛成、反対構わない處が仕事をさせてそういう工合にして議会としては努力を添えて仕事をさせた上でその仕事について議会がこれに反対したり、賛成したりするのが議会としてのノーマルな行き方だと思います。「そうだ」と呼ぶ者あり。当選したという事実に対してこういったような困難な事態が起っていると云う事は誰が考えても市民の民主的選挙の権利に対する大きな弾圧であり誰が見ても不当であるだからこの不当に対して議会も当局も一緒になって最大の努力を払うのがこの際、必要ではないかと思います。そのためには市長に努力させると云うよりも市長を助けそれを更に進めるという方向に決議をもって行った方が妥当ではないかと思います。

○辺野喜英興君

動議を提出致します。先程も私いいましたが全くの見解の相違であります。却って私は逆にそれじゃどこをどういう理由で凍結になったか逆に其所をききたいのであります。是は結局見解の相違でありまして是以上聞く必要はないと思います。從って貭疑討論を打切って採決にされんことを望みます。

（「賛成」「進行」と呼ぶ者あり）

（「討論に移って貰いたい」と呼ぶ者あり）

（「議場騒然」）

○議長（泉正重君）

貭疑を終えまして討論に入ります

○島袋嘉順君

只今起草委員がお出しになった資金凍結解除に関する議会の要望意見案が出ておりますけどもこれは只今十六番議員、真栄田義晃君も話しておられました通り、只今の決議案をまだ読んでおりませんがきいてみますと確かにそれはこういう琉銀總裁からの正式の那覇市に金を貸しても償還能力がないから貸さないのだ。だから裏付けになっておりますがそういう風なことを無視してそれをやらないで議員の方々が良識のある議員の方々がその正式な文書さえ否定してただ見解の相違のために或いは反米的であるからという理由丈でこういった決議案を出すことは確かに琉銀に対して或いはアメリカに対してこれは那覇市の市会は瀬長が反米的であるという理由で金を打ち切ったのだからお前たちもそうしろという一つの示唆煽動的な悪い決議案になると思います。もう一つはこの決議案の中に十一万那覇市民の利益のためにと出ておりますけれども十一万那覇市民の中には土建工事を請負っておられる方もいらっしゃる。ではこの人達は一体何を考えているのか非常に被害を受けて仕事をやれない人もおります。結局この資金凍結を解除して貰いたいということに一生懸命になっております。それが市民の要望であると考えております。その場合に折角当局は解除するために今資料も提出し其所迄準備しておりますけれどもそういったことも何も要らない、瀬長が辞めれば解除するのだからというようなことになりますと十一万那覇市民の利益という名前を使って本当は軍に協力している。そして態々民主的な選権で選ばれた市長を負けたという理由で個人的な理由丈で市長を引き下して、あわよくば自分たちの利益をむさぼろうとしていると云われても仕方がない。そういう意味から良識ある議員は本当に十一万市民の利益のために、地方自治体の自主性を守るためにやらなければならない。市長がこういう市長だったら貸さない、こういうことになりますと、単に市長にのみ目が向いて十一万市民には何ら目を向けておらない。こうなりますと、自治体の自主性が全然守られない。况んや民主主義は全然守られないということになる。そういう立場から市会の皆さんが、本当の心から市民の利益を守るためには、先ず資金の凍結を解除させる。それからそれを解除するためにも、どうしても我々が守らなければならないのは、地方自治体の自主性を守らなければいけないのじゃないか、そのためには全会一致強力して資金凍結解除の問題について、こういう決議文のやり方でなくして市民のために一緒になって仂こう、そのためには、資料も実際の裏付があるかどうかも市会でよく検討して間違いないという確実な資料を当局と一緒になって作って出すことが、市会の市民に対する責任じゃないかと、こう考えておるわけです。改めて考えて貰って是非こういう決議文の出し方でなしに見解が違うというやり方ではなしに、ソビエトとアメリカそういう國々の爭いも話合で解決するという二十世紀の時代にこういう問題を相談も出来ないでこれは見解の相違だから我々はこういう風にします。お前達がついて来なければ数で片づけてしまうということは民主主義のルールに反するのじゃないか、こういったためにももっと腹藏なく市会が市民のために仂けるようになるためには見解の相違という立場をとらずにもっと歩み寄って具体的な問題から入っていった方がいいんじゃないか、こう考えますので是非この決議案を撤回して頂いてもう少し琉銀に対しても軍に対しても那覇市会から解除の進言を行うような決議案に直して貰いたい、そして市民に対しては本当に市会議員としての責任を果しているのだということを権威と誇にかけて発表したいと考えております。こういう意味から、是非決議案を撤回していただいて、もう一回考え直す必要があるのじゃないかということを意見として申上げておきます。

○仲井真元楷君

今の島袋議員の撤回に対する考え方の立論はそれでいいと思いますが、あなたの言葉の中で瀬長を引下ろして当局と一緒になって利益を貪るというこは、人民党以外の皆を指しているのですか。

○島袋嘉順君

これには良識ある議員は絶対反対だと思うー勿論表決されておりませんから分りませんがー然し例えば三名の人民党の議員丈でなくて三十名の議員は皆、相当良識をもっておられると思う。誰これの議員を指していっているのではない。若し今この決議案として出ているような案件が若し二十七名で可決されるならば、そういう事態が起りはせんかと思う。然し絶対にそんなことはないと思う。何となれば、良識ある議員が沢山おる。皆偉い方々である。だから他の議員もよく審議して頂いて発議なさったのは四名かそこらの議員の方々ですから誰もこれに賛成しようと考えておりません。なさらない筈です。その態度も速かに決ると思う。そういった意味で私は口はばったいいい方かも知れませんが、是非今の決議案には他の議員の方々も反対して頂いてもう少し立派な決議案を作って頂くようにお願いしたい。そう考えておる訳です。だから誰それの議員は一視同仁と見られる。そういったやましい考え方の人を追求するというということは絶体にありませんから、その点ははっきり申上げます。

○真栄田義晃君

見解の相違だということでありますが、これは事実の相違です。

（「それが見解の相違です」と呼ぶ者あり）

反米的言動云々ということは、今の資金凍結の理由の中には一つも謳われておらない、謳われているのは償還能力がないということが謳われている。それが事実です。だから事実に基かない琉銀総才は嘘つきだということになるのです。向うに政治的な意図があるのじゃないかという憶測迄やってそれを元にして決議をするということは、とんでもない話だ。だから飽く迄も事実に基いて償還能力がないというのだから、それを信用致しまして、その償還能力があるということを当局も努力して資料を作っておるのだから、その資料を更に議会がこの資料の裏付となっていることを保証するというようなことをここで我々が琉銀総才の言を信用してやれば大きな資金凍結を溶かす上の力になるのじゃないか、瀬長をつつくよりも大いに效果があるのじゃないか、こう考えるのであります。

○赤嶺慎英君

私は動議に賛成するものであります。

瀬長市長の責任に於て来る定例議会迄に早く資金凍結を解除して貰いたいということには誰も御異議はないと思いますが、ただ琉銀の問題で政治面の問題が今討議の一つの主題になっていると私は考えておる訳であります。処が何故私は、それに賛成するかと申上げますと、市長は施政の要綱に市長は権力に頭を下げず利権に惑わされず、私心を捨てて市民大衆に奉仕するとおっしゃっております。非常に結構なことであります。処がお互いが映画を見る場合でも強い者と弱い者の映画を見た場合には満場の人が全部弱い人が勝って貰いたいという人間の心理があります。これは誰でも弱い者苛めをする人は負ければよい、大衆全部が一人残らずそういう風に考え方の、私は人情であり、普通の人間の心理と私は考える訳であります。そこに於て市長は権力に頭を下げず、とおっしゃっております。この権力に頭を下げずと見栄をきるということは飽く迄も弱い人はいい。飽く迄も政治的の言動じゃないかと私は考える訳であります。私は弱い人に味方するのだ権力には常に抵抗しておるのだということは、これは政治家のいうことであって、実際に手に取って仕事をする人がこういうことをいったら一つも前進しないということは事実社会の本当の姿じゃないかと思うのであります。琉銀の回答からは、その趣旨があれば貸してやると迄は云わずとも収支のバランスが合わない、貸付けたら回收が望めないという風な回答でありますが、そこに政治的な問題があるという所以のものは琉銀は今琉球に於ての一つの金権である。金の権力者である。その金の権力者に対して絶対頭を下げんということは、琉銀に対しても私の財産が抵当物件があれば貸していいんじゃないか、おい貸せというようなことであって、何でもない琉銀は金を貸してやるのが仕事である。処が、貸さんようにするのは銀行でないという理論も成立ちますけれども琉銀にも琉銀の行き方があると思います。話合によって出来るといっておりました。その通りであります。金の権力には頭を下げんというのは、非常に良い言葉で弱い人、貧乏な人からは非常にとっつきやすい言葉でありますけれども現実の姿は貸すのが琉銀の仕事であっても俺の財産は上等だから貸さんなら借らんぞという態度では金は貸さんと思う。そこに於ても市長が施政方針の中で権力に頭を下げずということ自体が政治的に作用して例えば那覇市の財政のバランスが立派であってもこういう精神の人には貸して呉れるかということは疑問であります。それで私は只今の動議に対して賛成する訳であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

私はこの那覇市の資金凍結の問題が単に那覇市丈の問題じゃなくてこれが日本に拡がって相当強力な市会に対する支援の激励文が来ているのも知っております。これはこういった市会に対する他からの正式の文書或は通達につきましては議長から報告されると思っておりますけれどもされませんので、私の方から一つ二つ申上げてみたいと思います。それは御覧になりました通り、日本の平和擁護委員会或は中日國交回復会議或は日本青年団協議会明治大学学生会、日本婦人団体連合会、全日本学生自治会総連会、東京都学生自治会連合大会、東京大学自治会こういった処から那覇市会宛の激励文が参っております。これは那覇市丈の問題でもなく沖縄丈の問題でもなく既に日本迄に拡って那覇市会の皆さん頑張って呉れ良識をもって民主主義を守って頑張って呉れというその一つ一つを申上げると、日青協からどういう激励文が来ているかといいますと「私達本土の青年は選挙に依って選ばれた瀬長市長を民主主義を守る爲、支持します民主的政治を確立するための那覇市会の協力を心からお願いします。日青協」次に「那覇市会が一丸となって平和と独立のために沖縄を守れ、日本婦連」「四原則金融凍結法の解決を目指し市長を先頭に市議会は頑張れ」その他沢山来ておりますが、これが東京都学連の大会からこういう電報が十通余も那覇の市会に参っております。そういった意味で非常に今世間の、社会の、世界全体の注目を浴びている那覇市に対する資金凍結の問題、これが非常に市民に対しても或は業者に対しても総ての人に迷惑を掛けているということ自体が単なる、これは政治的な問題というよりも、今銀行の問題で明らかになりました通り、所謂返済能力がないから貸さないのだといっておりますので、我々はあるのだということを皆さんの力で銀行にも軍にも示して頂けるんじゃないか、そして、それが解決した後に反米的、軍事基地の問題といったことは市民全体の中でも解決出来ますので一応本日の本会議では四名の方から発議されておりますこの決議案を修正するなり、或は改めて出して貰うなりして、こういう世論の支持も祖國日本からの支持も私達は直接現われていることをよく感じて頂いて是非今度の議会でそういう決議案の出し方でなくて修正するなり或は、撤回して他の決議案にして貰うなり、その辺は決議案の起草委員を各派から一人ずつでも挙げて宜しうございます。そういった意味で取計って頂きたい。これは先程三十番議員のお話にも出ておりましたけれども一応私達としましてはそういった別に走り過ぎた考え方をする必要もない。一応茲にあがった以上は現実の問題として取上げるべきじゃないかこう考えますので是非そういう風にお願いしお出しになった、発議なられました四名の方々、更に他の議員の皆さん方にお願いしまして私の意見と致します。

○渡口麗秀君

今迄の議論が納得が行かないのですが、どうも何を議論しているのか、ちょっとも分らないのですが、私の考えでは瀬長市長に対して来る三月の定例議会の予定日までに是非資産凍結を解除して頂いて都市計画事業その他の建設事業をやって貰うようにお願いしますという要望に対して反対するのはどうも分らないだから私は単に瀬長さんに対して日本からも激励があるので来る三月の定例議会迄には速かに解除して貰うように要望していることについて異存はない筈です。だから私は要望決議案に賛成します。

○宮城清三郎君

要望決案には反対じゃないのです。早く凍結を解いて貰うためには賛成ですが反米政治的意図から生れたものであるという論議が生れておりますのでこれを発議者の方々で直して本当に資金凍結解除に市会も一日も早く要望するということに対しては何ら異議がない。然し反米的であるとか政治的意図があるから貸さないといった意味ではないから積極的に市当局からも資料を出すということになっておりますので議会の皆さんもこれに協調して貰って一日も早く凍結の解除をやって貰うというような要望決議にしたいと思います。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

大湾立法院議員が東京においでになってのメッセージが新聞に出ておりましたがあのお話の中に色々ありますが特に那覇の市会に関する問題として遺憾に思うことには二十七名の議員は米軍の圧力によって瀬長市長に反対しているという風にはっきり言うておりますが我々は軍の指示は絶対に受けておりません。市民の声として叫んでおります。絶対多数の市民の声として瀬長さんは反米行動をしておるからそうなっているのだという風に言われております。

この琉銀の回答の問題は何ら理由にならん飽く迄も絶対多数の市民であって絶対に軍からの圧力はない微塵もない、市民の絶対多数の声としてそう取上げている以上もう討論打切にして即座に採決して貰いたいことを動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

討論については二回を超えることは出来ない、討論を打切ります。

○議長（泉正重君）

採決致します。只今上程されました決議案、もう一ぺん朗読致します

（畧）

この決議案に賛成の方は挙手を願います

（「賛成者」挙手）

○議長（泉正重君）

挙手多数と認めますよって決議案は可決致しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次十五番議員から緊急動議があるということでありますが・・・・・その前に日程第六を上程致します農研所移転問題について

○高良清二君

本日、日程でその第六農研所移転問題については前議会からこれを審議中で本会期に於てこれを処理するということは問題が余りにも重要でありますので直ぐ今日処理するというよりか寧ろ總務財政委員会の方に付託されておりますのでなお閉会中に於てでも同委員会で慎重審議して頂きたいために継続審査の形で委員会の方で審査して頂きたいとこう要望するものであります。

○議長（泉正重君）

只今二十五番の御意見は日程第六農研究所移転問題について目下總務財政委員会に於いて審査中でまだ未了になっております。從って本議会に上程するという段階に迄行っていないので總務財政委員会に於て閉会中なお審査を継続して貰うということにしたいという要望でありますがこの動議通り取計って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しでは總務財政委員会にお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日はこれで日程全部終了致しました打合せのため休憩致します。

（午後四時四十四分休憩）

――― ○ ―――

（午後四時四十七分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。今臨時議会の議事日程の全部を終了致しましたので今期議会はこれをもって閉会致します。

（午後四時四十八分閉会）

――― ○ ―――

○市長（瀬長亀次郎君）

議会閉会に当り御挨拶を申上げます。長い間那覇市の直面せる苦難な諸種の案件を審議して頂きましたことは那覇市民と共に喜びに堪えない次第であります。今日決議されました要望案件はその前半に於ては事実に反することに基いて言葉遣いがなされておりますがその意味に於いてはこれは本会議を通じてすべて発表しておりますので今閉会に当って何も申上げることはありませんが結論の資金凍結解除について努力して貰いたいということは私も現在努力しておりますのでその意味に於きまして更に一層努力を続けて市会の皆さんが全市民の利益を考えておられると同じような線に向って邁進することをお誓い申上げます。本当に長い間御審議、そして検討して正しい方向に市政を導いて行かれるという御努力に対して市民と共に感謝申上げますと共に益々那覇市民の生活と民主々義を守るためにも私は懸命に努力を続けたいと思います。どうも御苦労様でありました。

（終）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所　市会議室

一、出席議員氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	赤嶺慎英
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	
  	
 




一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	玉那覇有義
  	議員
  	久高友敏
 

 
  	同
  	高良一
  	
  	
 








一、市当局より参与える者の職氏名

記


 
  	市長
  	瀬長亀次郎
  	出納課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	社会課長
  	平識善徳
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	労務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	建築課長
  	宮平粂男
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	勧業課長
  	久手堅憲栄
  	区画整理課長
  	金城弘円
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
  	水道課長
  	東江誠忠
 

 
  	徴税課長
  	島袋完栄
  	泊港務所長
  	山里永達
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	湧川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、會議録署名人

一九五七年六月十八日

十二審議員　　島袋嘉順

二十五番議員　高良清二

一九五七年六月十八日

議長　　　　　泉正重
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